
    
      
        
      
    

  




この作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になる機種により、表示の差異が認められることがあります。




一部の漢字が簡略字で表示されていることがあります。
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ラヴァーズ文庫





帝みかどは獣じゅう王おうに降こう嫁かする
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帝は獣王に降嫁する
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実在の人物、団体、事件などにはいっさい関係ありません。











序幕




　すさまじい旋せん風ぷうをともなって大剣が襲いかかってくる。それを刀で受け流したシキは乱れる息を噛んで馬を後退させ、鎖くさり帷子かたびらの隙間から深海色に光る眸ひとみで敵を見み据すえた。

　開戦から七日七晩。ようやく、この黒甲かっ冑ちゅうの男との一騎打ちにもちこんだ。

　圧倒的に不利な戦況を覆くつがえすには、もうこの男を──「呪われた王」と呼ばれる敵国テルスの王、ガイウス三世を討ち果たすほかない。

　人馬一体となったガイウスがふたたび斬りこんでくる。血染めのマントがその背で大きく翻ひるがえる。獣の顔を模した兜ヘルムの下で、王の顔が嗤わらっているのが見えるようだった。

　刀の鍔つばにガンッと剣が当たり、腕が肩まで重く痺しびれる。シキは国では有数の刀の使い手であるものの、その体たい躯くは隣国の者たちのように野や卑ひな逞たくましさをそなえていない。しなやかな痩そう身しんを活かした技と俊敏さを強みとする戦い方はしかし、いまの疲ひ弊へいした状態では防戦を強しいられがちだった。

　だが、自分には撤退という選択肢はない。

　──たとえ相討ちになろうとも、我が国を、我が民を。

　それが皇后である母のなかに受じゅ胎たいしたときから、シキに定められたただ一本の道だった。この血肉も魂も、すべてが護国のためにある。

　大きな弧を描く大剣を身を伏せてかわした直後、シキは馬の背を蹴けって宙を弾丸のように飛び、ガイウスへと躍おどりかかった。ガイウスはなんとか刀を避よけたものの、崩した重心にさらに体当たりを受けて落馬した。

　地に仰向けに倒れた敵王の胸にシキは膝をつき、黒甲冑の首元の繋ぎ目へと刀を刺そうとした。

　……その時、生ぬるい風が法ほ螺ら貝がいの音を乗せて吹き抜けた。

　シキは自軍の伝令をそこから聞き取り、眦まなじりが裂けるほど目を見開いた。

「そん、な……帝が」

　愕がく然ぜんとしているうちに、身体が浮き上がる。我に返ったときにはすでに重い黒甲冑に圧のしかかられて身動きすらできなくさせられていた。獣の兜が視界いっぱいに広がる。その隙間から碧あおい煌きらめきが漏れ、シキの眸へとそそがれた。くぐもった声が響く。

「魂を抜くのが惜しいほどの武人だ。最期に名ぐらい聞いてやろう」

　シキは押さえられた右腕の先で刀の柄を握りなおす。人を殺す瞬間、殺す者にはかならず隙が生まれる。刺し違えることは、まだ可能だ。

　低めた声で返す。

「獣に言い残す名など、ない」

　ガイウスが嗤いに喉を鳴らした。

「海神の民よ。獣を侮あなどるその高慢さが、お前たちを滅ぼすだろう」

　そう予言しながらガイウスが腰から、至近距離で敵を捌さばくための短剣を抜いた。それが鎖帷子の頭ず巾きんの裾から喉元へと差しこまれる。

　シキは胸で海神に力添えを乞いながら死と引き換えの反撃に出ようとしたが──、ふいにガイウスの手から短剣が弾け飛んだ。彼に向けて手しゅ裏り剣けんが投とう擲てきされたのだ。

「シキ様っ！」

　馴染んだ声に、シキは視線を跳ね上げた。鱗うろこの鎧よろいに身を包んだ兵が駆け寄ってくる。乳兄弟であり幼馴染みであり従者でもあるハヤテだった。シキよりも二歳年とし嵩かさの二十八歳で、ワダツミでは指折りの猛も者さだ。

　ハヤテが刀を手にガイウスへと斬りかかりながら怒鳴る。

「シキ様、馬で離脱を！」

　黒甲冑が応戦に転じ、解放されたシキは地から跳ね起きた。そして見る。ガイウスの大剣を刃こぼれした刀で懸命に受けるハヤテの背に、三本の矢が深々と突き立っているさまを。

「ハヤテ…っ」

　加勢しようとすると、掠かすれ声で懇こん願がんされた。

「どうか──どうか、行ってくださいっ。いまやシキ様は国の要かなめとなられたのですから……、っ」

　ハヤテがドッと地に転んだ。その首へとあたかも断頭の処刑器具であるかのように大剣が宛あてがわれる。

「シキという名。国の要。なるほど」

　獣面の兜がシキへと向けられる。

「ワダツミ皇国の第一帝位継承者か」

「──」

「刀を捨てて、兜と頭巾を取れ」

　大剣はいまにもハヤテの首にめりこみそうだ。

「シキ様、自分たちのことはかまわずに、早く、早くお逃げくださいっ」

「お前が逃げれば、この男も、負傷している者たちも、ひとり残らず殺して野獣の餌えさにするぞ」

　海神を信仰する者のなきがらは、海に葬られることで魂が再生し、来世を得るとされている。このような地で獣に骨まで喰らわれれば、再生の道は完全に閉ざされる。

「いや、それとも我らテルスの民が、息があるまま喰らってやろうか」

　テルスの民には獣そのものの鋭い犬歯がある。その牙で人肉を喰らうという噂は、ワダツミにも届いていた。

　シキはグッと奥歯を噛み締める。

　国を護まもることだけを考えれば、自分は都に帰還して態勢を立て直すための指揮を執とるべきだ。しかし──シキは改めて戦場へと意識を向ける。むっとする血なまぐささ。鱗の鎧をまとったワダツミ兵が無数に倒れている。辛かろうじて命を保っている者たちが、皇子を助けるためになんとか立ち上がろうとする。

　テルス軍の兵士が、彼らに襲いかかる。

　──私は……っ。

　心臓を引き裂かれるような激痛に襲われる。

　国を護る選択をすれば、この場にいる民を切り捨てる結果になる。帝王学によれば、そうするのが正しい。頭では、そうわかっているけれども。

　激しい葛藤が心を掻き乱したのち、潮が引くように鎮まっていった。

　波打ち際の純白の貝殻のように、譲れないひとつの答えが洗い出されていた。

　シキは静かな動きで刀を地に置いた。兜を外し、その下の鎖帷子の頭巾も脱ぐ。

　高い位置でひとつに結った髪は崩れ、顔に幾筋も絹糸のように流れかかる。深海色の眸をひたと敵国王へと据え、名乗った。

「ワダツミ皇国に第一皇子として生を享うけた。名はシキ」

　獣の兜が見返しながら呟つぶやく。

「──これはなかなか、美味うまそうだ」

　自分と互角に戦った者の外見が、予想とは違っていたのだろう。感嘆と揶や揄ゆが呟きに含まれていた。

　シキは声を強く張る。

「テルス王ガイウス三世、そなたに交渉を申しこむ」

「ほう。言ってみろ」

「我が身と引き換えに、停戦と、我が兵の救済を求める」

　数拍の間があってから、ガイウスが哄こう笑しょうした。

「第一位の帝位継承者とはいえ、皇子のお前にそれほどの権限と価値があると？」

「いまの私は、すでに『継承者』ではない」

「どういう意味だ？」

「さきほど、我が帝が崩御したことを法螺貝が告げた。定めに従い、帝位は私へと移った」

「──なんだと」

　ガイウスは疑う様子だったが、その時、曇天の空へと赤紫色の煙の柱が立ち上った。テルス側の狼煙のろしだ。そこに載せられた伝令を読み取ったのだろう。ガイウスが獣の鼻先をシキへと向けた。

「ワダツミの帝が死んだのは事実のようだ。だが、お前が皇子であるという証拠がない。影武者とも限らん」

「花か鱗りんという証あかしがある」

「花鱗、か」

　ガイウスが関心を示した。

「噂に聞いたことはある。海神の末まつ裔えいである帝の血筋には、花鱗と呼ばれる痣あざが顕あらわれると。それがお前の肌にあるのか」

「確かに、この身に」

　ガイウスはテルス軍の兵にハヤテを拘こう束そくさせると、シキの前に立った。ただ対たい峙じしているだけで「呪われた王」の発する瘴しょう気きに、シキはただならぬ息苦しさを覚える。黒い獣の兜からざらつく声が響いた。

「その花鱗とやらを、ここで見せてみろ。それをお前の身の証としよう」

　提案を耳にしたハヤテが、取り押さえている兵たちを撥はね除けんばかりに暴れた。

「シキ様！　そのような蛮人に御み肌はだを晒さらしてはなりません！」

　ほかのワダツミ兵たちも余力を振り絞って声をあげ、刀を握り締めた。彼らへとシキは強く通る声で告げる。

「我が兵は鎮まっておれ。命めいである」

　いまや帝となったシキの命令は、神の言葉に等しい。兵たちは膝を折り、項うな垂だれた。

　シキは深く呼吸をしてから、籠こ手てを外した。肩と胸と腰の、大魚のぶ厚い鱗を綴った鎧を除く。

　小袖と袴はかまに足回りの具足のみとなり、すらりとした肉体のかたちが知れる姿となったシキは、改めてガイウスに認めさせた。

「花鱗をその目で確かめたら、かならず約やく定じょうに従ってもらう」

「停戦と、兵の救済だな。わかっているから早くしろ」

　袴の紐を緩め、小袖の腰紐をほどくと、衣の前合わせが崩れるように開いた。魚類の腹を思わせるようなほの白い肌が外気に晒される。戦場でこのような無防備な姿になることに、背筋が激しくざわめく。しかしシキは乱れそうになる心を抑えこみ、袴の前を下げた。

　深い色の叢くさむらがわずかに覗のぞくまで、下腹を露あらわにする。そうして、右の腰骨のあたりに広がる痣を剥き出しにした。

　赤紫色の鱗のような痣が花弁状に寄り集まり、まるで牡ぼ丹たんを腰に咲かせているかのようだ。

　黒い甲冑に包まれた手が伸びてきた。ひんやりとした鋼はがねの指を花鱗に感じる。

「なるほど。鱗の花か」

　花が歪むほどきつく擦られて、シキはわずかに眉根を寄せた。目を上げると、獣の兜から垣間見える碧い眸と視線がぶつかった。海の深い碧とも、空の清々しい碧とも違う。背筋が凍るような、碧だった。
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一幕　呪われた王




　テルスの城下町を、王城前までまっすぐに貫く石畳の道。

　そこを吹き抜ける強い春風に煽あおられて、色とりどりの花びらが空へとゆるやかに浮き上がっていく。沿道に詰めかけた人びとは手に手に花籠かごをもち、安あん堵どの笑顔と明るい歓声で、凱がい旋せんするテルス軍を迎えた。

　十年前に前王が急きゅう逝せいし、若くして戴たい冠かんしたガイウス三世は、三十歳となって猛たけ々だけしい勢いだけでなく威風もそなえるようになった。今回の遠征でもみずから軍を率い、忌いま々いましいワダツミ皇国を制圧してくれたのだ。

「これでまた、まともに漁ができるってぇことか」

「ありがてぇな。ワダツミの海まで俺たちのもんだ」

　焼けた肌の漁師たちが歯を見せて笑いあう。

　テルス王国は広大な土地を有するものの、山岳地帯を含み、灰を多く含む土質によって農業の生産性は決して高くない。不作が即、飢き饉きんによる人死にに繋がる。それを補っているのが漁業だったが、この二年ほど近海が磯枯れを起こし、魚介類が姿を消してしまったのだ。

　学者たちも磯枯れの理由を特定することができず、そうこうするうちに、隣国による海の操作だという風説が信じられるようになっていった。ワダツミ皇国の民は、海の生き物を始祖とする。

　ワダツミの民は暗い目と髪の色をしており、彼らは息も継がずに一時間でも二時間でも水中にいられるのだという。彼らは海に祈りを捧げ、その恩恵を享ける。

　ワダツミ皇国は狭いながら土質と海産物に恵まれて自給自足でこと足りるため、他国との交易はほとんどおこなわない。テルスとは国境線を山脈に阻はばまれていることもあり、隣国でありながら遠い、理解しがたい民族だった。

　だが、それはワダツミのほうとて同じなのだろう。彼らはテルス人のことを獣と呼ぶ。テルスの民の始祖は狼おおかみであり、王家の紋章にも双頭の狼があしらわれている。

　互いをよく知らぬということは、双方の国が不都合なく回っているうちは無関心という平和を保つことができる。しかしいったん人智で測れない事象が起これば、それを相手のせいにして、蹂じゅう躙りんする道を容易に選ぶものだ。特にテルスのように蛮ばん勇ゆうを誇る民ならば、なおさらだ。テルスの歴代の王は、いくつもの民を攻め滅ぼしたという。

　そして今回、その不満の牙がワダツミへと向けられたのだった。




　凱旋の列の先頭で黒馬を進めながら、ガイウスは民の熱狂的な歓声と花びらの祝福を受けていた。

　獣の兜を脱いだその顔はしかし、兜と同様に険しくて獰どう猛もうだ。黄金の髪に宝玉のような碧眼をそなえ、華やかな力強い顔立ちをしているものの、彼から生じる瘴気が、それらを禍まが々まがしいものに塗り替えていた。

　王城前広場の中央にいたると、ガイウスはそこで手綱を繰って王城を背にするかたちで馬を停めた。ガイウスの周りを下馬した近衛騎士が固める。兵士たちが整列するなか、後ろ手に縛られた虜りょ囚しゅうが馬に揺られて広場へと引き入れられた。

　異国の衣に身を包んだ、深海色の目と髪をもつ二十代なかばの青年だ。成人男性にしてはなめらかな輪郭の肢体をしているが、毅き然ぜんと上げられた顔や、背筋を美しく立てた姿に、弱々しさは微み塵じんもない。高貴な身分のワダツミ人であるのは、明らかだった。

「あの捕虜は、何者だ？」

「皇族なんじゃねぇのか？」

「ああ、ワダツミの皇族なら海を操る魔物ってことか」

「あいつがテルスの海を枯らしてる張本人なんだな！」

　広場に集まった民衆にどよめきが拡がっていく。

　だが、直接罵ば声せいを浴びせたり石を投げたりするような者は出なかった。実際には暴言を吐こうとしたり石を拾って握るところまでした者は多々いたが、最後の一線を踏み越えられなかったのだ。そういう行為を赦ゆるさない膜のようなものが、ワダツミの虜囚を幾重にも包んでいた。

　ガイウスは民たちに重く響く声で告げた。

「この度の戦で、我らはワダツミ皇国の帝を討った。帝は落命した」

　どおっと喝かっ采さいが湧き起こる。それを右手を軽く挙げて制し、続ける。

「そこにいる捕虜は、第一皇子であり、ワダツミの新たな帝となった者だ」

　今度は水を打ったように広場が静まり返った。

　ワダツミの帝は、海神と魂が繋がっているとされている。そんな者が自分たちの前に降り立っていることに、人びとは気味悪さと畏おそれの念を覚えたのだ。

「ワダツミの帝は我が国へと下った。テルスは海神を従えたのだ！　我が民に多くの恵みを与えるであろう」

　一節ごとにガイウスの声が強まっていく。それに煽られて、民衆は息を吹き返したように歓声をあげた。

　そうして沸き立つ国の中央にいながら、ガイウスは苛いら立だちを覚えていた。

　この広場に入ってきてからずっと、シキの切れ長な目はガイウスへと向けられていた。おもねるでもなく睨にらむでもなく、深い視線を投げてくる。

　このような事態に陥っても、国を護る強い意志が、そこには宿っていた。

　──俺を侮るな、ワダツミの白い腹をした魚。

　戦場で晒された下腹と花を象かたどる鱗が、目に焼きついて離れない。

　──ここの民どものように、俺は怯まない。お前を捌いて、腑ふ分わけしてやる。

　残忍な想像に、ガイウスの厚みのある唇の端がめくれる。

「ガイウス様」

　斜め下から声をかけられて、ガイウスは裾丈の長い白い軍服に身を包んだ医師へと視線を落とした。三十代なかばにして、項うなじで緩く束ねられた髪は白い。

「ユアハか。どうした」

「重体の捕虜が複数います。彼らの処置をいかがいたしましょう」

　敵兵など死なせておけばいい。そう返そうとしたが、少し思案する。いくら新たな帝を生け捕ったとはいえ、ワダツミという国は謎が多く、計り知れない部分が大きい。数年前にも海の彼方の国が攻め入ろうとしたとき、海上で嵐を起こしてすべての船を沈めたことがあった。だから今回は山間の隘あい路ろを縫って行軍したのだ。

　海を操る秘術を引き出すのも、生け捕りにした目的のひとつだった。それならば兵の命を救って、約定を守る姿勢ぐらい見せておいたほうがいいだろう。

「延命措置はしておけ」

「わかりました。では西門から捕虜たちを連行しておきます」

　ひとくさり凱旋演説を振るってから、ガイウスは祝勝の祭りに雪な崩だれこんだ民衆を残して正門から王城へと入った。そのまま王の間に行き、従者たちに鎧を外させながら、呼びつけた侍従長にシキを監禁しつつ国賓として手厚く扱うようにと指示を出す。

　これも懐かい柔じゅうしてワダツミの情報を得るための算段だ。吐き出させる情報がなくなったら、その場であのほっそりとした首を咬かみちぎってやればいい。その瞬間を思うと、ガイウスの肌はかすかに粟あわ立だつ。

　人の死は、ずっと自分の周りに影のようにへばりついていた。

「呪われた王」と呼ばれるようになるほどに。

　だからあのワダツミの新帝も、自分に囚とらわれたその時から死ぬ運命にあるのだ。





＊






　シキは白絹の貫頭衣を脱ぐと、水へと身を滑りこませた。

　池ぐらいの広さがある石造りの浴よく槽そうだ。縁に沿って石棚がめぐらされていて、そこに座って湯に浸かれる造りになっているが、全体的には胸が沈むほどの深さがあり、いまはひんやりした水が張られている。

　頭まで浸かって身をくねらせ、海蛇のように水のなかを進んでいく。こうしていると、いくらか心身が楽になる。

　テルス王国に連れてこられてから五日がたった。まるで賓客のように扱われ、このような浴場つきの部屋を与えられている。ガイウスは一度もここを訪れていないが、ユアハという医師が日に一度、状況報告に来る。ユアハは色素の薄いテルス人のなかでも特殊なようだ。白はく髪はつに銀灰色の眸をしている。

　そのユアハの話によれば、テルスはワダツミと暫ざん定てい的な停戦状態に入り、捕虜となった七十三名のワダツミ兵のうち負傷している者には治療をほどこし、また戦場のワダツミ兵のなきがらを回収することをワダツミ皇国に許したという。

　いまのところ、ガイウスは約定を違たがえることなく、遂行しているようだ。

　ユアハから、ハヤテの傷の状態と回復具合を日々教えてもらうこともできた。彼の話は具体的で、信頼してもよさそうだった。

　しかし正直なところ、戦場での約定は一か八かだった。

　王城前広場で初めて見たガイウスの素顔を思い出して、シキは身震いする。

　──あれは獣だ。呪われた、獣。

　なまじ人間の顔をしているだけに、禍々しい獣性が際立っていた。あの男が人がましい心で約定を守っているとは、とうてい思われない。いったいワダツミ皇国を、どのように貪むさぼるつもりでいるのか。

　──私はどうすれば、獣王から国を護れるのか……。帝として、なにができるのか……。

　ワダツミ皇国は帝の最年長の皇子が唯一無比の後継者とされているため、帝王教育は幼いころから受けてきた。しかし海と山脈に護られた国は戦も少なく、シキは二十六歳にして初めて国の命運がかかった戦を経験した。そして、そのまま帝となってしまったのだ。自分を支えてくれる重臣たちも、ここにはいない。

　懊おう悩のうしながら、髪を藻ものように棚引かせて水底を泳いでいたシキはふと、人影が水に落ちかかっているのに気づいた。ユアハだろう。重体の兵士たちの容態を聞きたい。

　シキは人影のほうへと滑り泳ぎ、埋めこみ式の浴槽の縁に手をかけて肩まで水上に出した。仰向くかたちで相手を見上げる。

　しかし自分を見下ろしてきたのは、軍医の銀灰色の眸ではなかった。

　猛々しい碧い眸に、視線を縫い留められていた。

　──ガイウス三世…っ。

　今日の彼は甲冑姿ではないものの黒い軍服に血色のマントを羽織り、まとう空気は戦場でのものと変わらなかった。シキはあたかもここが血なまぐさい戦場であるかのような錯覚に囚われ、そんなところで裸でいることに本能的な恐怖を覚えた。

　視線を重ねたままガイウスが片膝をついて座り、シキの顎あごに手をかけた。指先で耳の下の肌を擦られる。身体が冷えているせいか、男の指が熱いように感じられた。

「エラはどこにある？」

　首をなぞり下りた指先に脇の下を探られる。

「……魚ではない」

　身体を退ひいて指から逃げようとすると、もう片方の脇の下にも手を差しこまれた。捕まった魚のように水中から易々と引き揚げられ、濡れた石床に仰向けに押さえつけられる。抗あらがって起き上がろうとすると腿もものうえに座られた。

　ガイウスの視線がねっとりと裸体を這いまわり、陰茎のうえで止まった。

「俺たちとは作りが違う部位があるな」

　シキは自分の下腹部へと目をやる。なにもおかしなところなどないはずだ。包皮の先から、尖った桃色の先端がツンと突き出ている。

　そこを凝視されて、むずりとした心地悪さが陰茎の芯を走り抜ける。シキはわずかに腰をひねりながら強い声で返した。

「そなたらこそ、我らと違う。おぞましい獣の牙を持っておろう」

　するとガイウスが上唇をめくり上げて、わざと牙を露出させた。厚みのある鋭い牙だ。それをシキの首元へと寄せる。

「お前の血管を、この牙で引っ掛けて断ち切るのは容易たやすい」

　まるで内臓を鷲わし掴づかみにされているかのような切迫感をシキは覚える。

「──そうしたことが、あるのか？　人に」

　嗤う吐息が首筋にかかる。

「俺は周りにいる者たちを殺してきた」

　シキは顎を引き、間近にある碧眼を深く覗きこんだ。

「そなたは私を殺しにきたのか？」

　すると、我に返ったように瞬きをして、ガイウスが身体を起こした。

「美味そうな肉を前にして、つい用件を忘れかけた」

　そう呟き、名残惜しそうに舌なめずりをしてから立ち上がる。

「いまから、テルスとワダツミで会談をもつ」

　その言葉にシキは身を跳ね起こした。

「まことか？」

　腰の花鱗やそのあたりに視線がまとわりつくのを感じる。

「正式な会談だ。お前の国の衣類を用意させたから、急いで身支度を整えろ」

　浴場から出て行くガイウスを見据えながら、シキは険しい表情を浮かべた。

　このまま体ていのいい幽閉状態に置かれるのではないかと危き惧ぐしていたのだが。

　──戦はまだ続いている。ここは戦場だ。

　この交渉を、なんとしてでも有益なものにしなければならない。そう強く決意して、シキは濡れた身体に貫頭衣を被り、隣接する居室へと戻った。

　部屋にはワダツミの高位の者がまとう衣装が用意されていた。しかも驚くことに、捕虜となっているはずのワダツミの若者ふたりが控えていた。城で侍従をしていた者たちだ。彼らはシキの姿を見たとたん、床に泣き伏した。

「シキ様、ご無事で──よく、ご無事で」

「自分たちが不甲斐ないせいで…っ」

　シキはふたりに駆け寄ると、膝をついて肩に手を置いた。

「そなたたちの無事こそ、ありがたい」

「もったいないお言葉を……」

　見張りの衛兵たちが早く支度をするようにと促す。テルスの者ではワダツミの民族衣装の扱い方がわからないため、手伝うようにと彼らが牢ろうから出されたのだ。

　着付けをされながらシキはワダツミ兵たちがどうすごしているかを尋ねた。牢住まいであるものの、朝晩の食事は出され、怪我人はユアハの仕切りで手厚い看護を受けられているそうだ。すべてがユアハの言っていたとおりで、シキは胸を撫なで下ろした。

　白い着物と表ひょう袴このうえに、銀糸で波が縫い描かれた水色の袍ほう衣えをまとう。髪は後頭部で高くひとつに束ねて白い元結で留められた。

　そうして客間から出され、衛兵に囲まれて大理石の円卓のある部屋へと連れて行かれた。すでにガイウスと医師ユアハが着座しており、ユアハは微笑みながら立ち上がってシキを迎えた。

　ユアハはガイウスよりいくらか年上に見える。白髪に銀灰色の眸、人形めいた静かに整った顔立ち。ひんやりとした印象を与える外見だが、その眸は柔和な光を湛たたえている。彼のように極めて良心的な者がテルスにいたのは僥ぎょう倖こうだった。

「では、会談を始める」

　シキが椅子に座るやいなや、ガイウスが言った。

　円卓についているのは三人だけで、ほかには部屋の端に置かれた机に書記らしき者がいるだけだった。

「まずは確認だ。戦場でお前が申し出た停戦とワダツミ兵の救済をこちらは違えずに実行した。それは認めるな？」

「認めよう」

「よし。それでは今度はお前の交換条件を実行してもらう番だ」

　シキは訝いぶかしむ視線をガイウスに向けた。

「私はこうしてテルス王国に身を置いている」

「お前は『我が身と引き換えに』と言った。ただこの国に客人として留まるだけでは、こちらに利がない」

　確かにこの五日間、自由を奪われていたものの、立派な浴場つきの部屋に滞在していただけだった。

「──私になにを望む」

「新帝の即位式典をテルスにて執とりおこないたい」

「海神への即位報告の儀は、ワダツミにある海の宮でおこなう習わしとなっている」

「習わしなど、どうでもいい。両国民および周辺諸国に、ワダツミがテルスに下ったことを知らしめるための披露宴だ」

「私は停戦を申しこんだのであって、属国になると言った覚えはない」

　ガイウスが嗤いを含んだ溜め息をついた。

「こちらとしては停戦をいますぐ解いてもかまわない。テルスが武力でワダツミを完全制圧することは容易い。提案を呑まなければ、ワダツミを我が領土に併合する。呑むならば、国としての体裁を保たせてやる」

　選択肢はシキ側にないと言いたいわけだ。しかし怯めば足を掬すくわれる。

　シキは刀で斬りこむときの心持ちで、円卓の向こうにいるガイウスへと告げた。

「自治権を残すことを最低条件とする。同盟国としてそちらに配慮はしよう」

　碧眼に苛立ちの光がチカリと瞬く。

「配慮をこいねがうのは、ワダツミのほうだ」

「ワダツミの自治権を奪えば、海神の加護も喪うしなわれ、海は磯枯れを起こすであろう。不毛な海を多くもつことをお望みか？」

　落ち着いた声音で、淡々と諭す。

「自治権を残したまま同盟というかたちで提携するならば、テルスもまた海神の加護を得るであろう。テルスの海は息を吹き返し、さらにはワダツミ同様、海という堅牢な砦とりでを手に入れることとなる」

「────」

　ガイウスの頬ほおがかすかに蠢うごめいた。探る視線が正面からシキにそそがれる。

　海神が存在することはワダツミでは太陽が東から出るのと同じほど定かだが、テルスの獣の民にとっては違う。半信半疑の仮説的存在なのだ。だからガイウスは海神の加護というものに交渉材料としての価値があるのかを思案しているのだろう。

　そう踏んだのだが、意外にもガイウスは肩すかしなほどあっさりと受け入れた。

「確かに、ワダツミには計り知れんことが多くある。同盟は我が国に多くの恵みをもたらすだろう」

「ご理解を感謝する。それでは……」

「同盟というかたちならば、新たな提案がある」

　ガイウスはあらかじめ用意していたかのように提示してきた。

「ワダツミは閉ざされた国だ。海神の加護も含め、こちらにとっては未知の宝がいくつもあるだろう。それらを、帝であるお前の持ち札とする。その札を使って俺と交渉する権利を与える」

「……私に国の宝を切り売りしろと？」

「この遠地で自分の国を護れる機会を与えてやると言っている。ワダツミに自治権を残したいのだろう？」

　もしかすると、ガイウスは初めからこのような方向に話を進めるつもりだったのではないだろうか。力で支配しても得られない情報を、自分から引き出すために。

　懊悩するシキに、黙って流れを見守っていたユアハが告げた。

「我が王は、一方的に搾さく取しゅし、ワダツミを滅ぼそうとは思っていません。現に、重体のワダツミ兵を助けるようにとわたくしに命じました」

　説得するでもない、さらりとした証言だった。

　──ワダツミの者たちの命が救われたのは、少なくとも事実だ。

　そしてもしここで不興を買えば、その救われた命をも奪われかねないのだ。自分が背負っているものの、なまなましい重みをシキは感じる。戦場で無数のワダツミ兵のなきがらを見た。もうこれ以上、民に血を流させたくない。

　──持ち札を有効に使って交渉し、国と民を護る。

　心が定まる。

　シキは眦に力を籠こめてガイウスを直視した。

「そなたの提案を受け入れる」

　獣王が小さく舌なめずりをする。

「では早速、同盟の条件の交渉開始だ」







　客間に戻るなり、シキはぐったりと寝台に倒れこんだ。

　同盟条件のすりあわせは、丸一日に及んだ。途中、軽食を取ったものの一睡もせずに互いの腹を読みつづけることは、心身ともにすり減る持久戦だった。しかし疲弊を見せれば喰いつかれる。だからシキは涼しい顔を保ち、精一杯背筋を立てつづけた。

　ガイウスは見た目のとおりに精力的で疲れを覗かせることはなかったが、それでも次第に苛立ちが嵩かさんでいくのは手に取るようにわかった。

　結果、シキは重要な手札を守り抜いたまま、最大限の譲歩を相手に求めることに成功したのだった。ワダツミの海域での漁を許可することになったものの、山脈によって引かれた地上の国境線は保持されることになった。ほかにも交易条件や年ごとの上納、軍事権など、いくつもの案件があったが、どれもワダツミが大きな不利益を蒙こうむらない範囲に抑えられた。

　そのために差し出した札のうちの、一枚のことが胸をよぎる。

　──……大丈夫だ。喪っても惜しくないものだ。ワダツミのためならば。

　瞼まぶたを閉じると、一昼夜にわたって見詰めつづけた男の顔が浮かび上がってきた。網膜に焼きついてしまったかのようだ。

　あの獣そのものの男からワダツミを護り抜く。

　新たな長い戦いの幕開けだった。







二幕　祝詞




　式典用に髪を結い上げてくれている女の手が小刻みに震える。シキは彼女の手の甲にそっと指先で触れた。

「わざわざ来てくれて感謝する。ソメノ」

　すると鏡台に映りこむ白髪交じりの女性が着物の袂たもとで目頭を押さえた。彼女はハヤテの実母であり、シキの乳母だ。

　今日の即位式典のため、神器や白しろ無む垢くと呼ばれる衣装──海神は男性であるため、即位の祝福を受ける際には女性の婚礼衣装をまとうのが決まりとなっている──などをワダツミの者たちが運んできた。ソメノは危険を覚悟でその列に加わり、テルスの王都まで来てくれたのだ。

　彼女のほかにも重臣たち十名ほどが、テルス入りした。武人たちは、シキの奪だっ還かんに動きかねないと危き惧ぐされたのだろう。国境線で追い返されたそうだ。

「ハヤテとは会えていないが、無事ですごしている。かならずソメノの許に、ハヤテを帰そう。だから、そう泣くな」

　ソメノが深く呼吸してわずかに微笑んでから、シキの髪の仕上げのために身を伏せた。優しくて懐かしい乳母の香りに、心がなごむ。すると、耳元で囁ささやかれた。

「シキ様、どうかお逃げください。そのために参りました」

　テルスの衛兵たちに見み咎とがめられないように、おくれ毛を丹念に櫛くしで掬すくっては香油で整えるふりをしながらソメノが続ける。

「わたくしどもが命を賭して城外にお連れします。そこに駿しゅん馬めを用意してあります」

　言葉の綾あやでなく、本当に命を捨てるつもりでいるのがわかった。

　物心ついたときから、母である皇后よりも乳母のほうにぬくもりを感じてきた。弟ふたりよりも乳兄弟のハヤテとのあいだに深い絆を感じてきた。そしてその母子との関わりを通して、『ワダツミの民』という存在を大切に思う気持ちが培つちかわれたのだ。

　自分が心底から守りたい者を犠牲になどできるわけがない。

　シキはわざと衛兵たちに聞こえるように言った。

「そんな心配そうな顔をするでない。テルス王は存外、話が通じるお方だ。お前は国で心穏やかにしておるがいい」

　逃亡を拒否されたソメノの頬を涙がそっと流れていった。

　子供のころからたくさん可愛がって、たくさん叱ってくれた乳母の手を、感謝を籠めて両手で包んでから、シキは式典会場へと戦いに挑む心持ちで向かった。







　ワダツミの海の宮でおこなう正式な即位報告の儀では、祭司は神子が務めることになっている。現在の神子は、シキの弟であり第三皇子であるナギだ。しかし今回、訪れた重臣たちによって気き鬱うつな報告がもたらされた。

　テルスとの戦いの最中に、ナギの行方が知れなくなったというのだ。

　神子は海神の深い寵ちょう愛あいを享けている。それゆえ命の心配は少ない。とはいえ、無事であるならば、とうに城に戻っているはずだ。戻らないのには、なにか理由があるに違いなかった。

　いま国をまとめてくれている第二皇子のキリイが、手を尽くして捜しているという。一刻も早くナギが戻ることを遠地から祈るしかないのが、もどかしかった。

　式典がおこなわれる場所は、王城の聖堂だった。野外と紛まごうほど高い天井は太い丸柱で支えられ、正面奥には巨大な双頭の獣の石像が据えられている。この獣が支配する場で海神に即位報告をするのは、ひどく屈辱的なことだ。式典に参列しているワダツミからの訪問団も憤いきどおりを噛み、顔を強こわ張ばらせている。

　聖堂に入ったシキは、白無垢の裾を曳ひきながら緋ひ色いろの絨じゅう毯たんが作る道を、まっすぐ奥へと進んだ。獣の像の手前の祭壇にはワダツミの三種の神器と、白い盃が置かれていた。そして祭壇の前に、金の飾り縁のついた正装用の黒軍服をまとい、血染め色のマントを幾重もの飾り紐で留めたガイウスが立っている。

　獣の巨像を従えて立つその姿に、シキの背筋は粟立つ。

　逃げ出したい気持ちに駆られる。それを懸命に抑えこみながら、一歩一歩、緋色の絨毯を踏んでいく。なかなか足が進まず、とても長い道のりに感じられた。

　ようやくガイウスの前に立つと、碧い眸が残忍なように眇すがめられた。

　そしてシキにしか聞こえない声で呟いた。

「焦じらすな。俺の妃」

　その言葉に、シキは自分が交渉の際に切った持ち札を思い出させられた。

　表情こそ崩さなかったものの、蒼あおざめてしまったのかもしれない。ガイウスがかすかに笑んでから、すっと表情を消した。そして、三種の神器のうちのひとつ、人の両手で包みきれないほど大きい完璧な球体の真珠へと右手を翳かざし、聖堂へと声を響かせた。

「天あま地つちに御力を現したまう海の御おん神かみに奏上せん」

　シキは滔とう々とうと祝詞のりとをあげていくガイウスを凝視してしまっていた。それは確かに、即位報告の儀で神子が口にするものだった。

　昨夜に到着したワダツミからの訪問団が、本来なら門外不出の祝詞を携えてきたのだろう。儀式の最初から最後まで途切れることなく詠えい唱しょうされる祝詞は独特な言い回しで、かなりの分量がある。それをガイウスはたったひと晩で、このように諳そらんじられるようになったのか。

　心のどこかで所詮は獣の末裔と侮っていた。

　だが、ガイウスは力任せの野蛮なだけの男では、決してない。

　ガイウスが、ふたつ目の神器である冕べん冠かんを手に取る。その筒状の冠に載せられた板の四辺からは、真珠を綴ったものが簾すだれのようにさらさらと垂れている。

　シキは手順どおり膝立ちをした。冕冠の重みが頭部にかかる。ガイウスを見上げるように軽く顔を上げると、男の指が顎の下で冠の紐を結んだ。

　そして次に、鞘さやに真珠と螺ら鈿でんを埋めこまれた帝の刀を両手に渡すかたちで差し出される。三番目の神器だ。シキはそれを恭うやうやしく受け取ると、胸に押し抱いたのちに打ち掛けの内側に佩はく。

　ガイウスは祝詞の最後の文言を詠み終えると、白い盃を両手で支えもってその縁に口をつけた。本来ならば神子の肉体に海神が宿っているため、ひとつの盃を分けることで神と帝が深く交わり、祝福が成立する。

　シキの手に盃が渡された。残った神み酒きをすすりながら、ふと思う。これでは神ではなく、ガイウスと深く交わったことになるのではないか。

　酒が通り抜けた粘膜が、熱くなった。

　ガイウスの強い手に手をきつく握られて、我に返り、シキは立ち上がった。

　──これで神にも認められた帝になった……。

　ここは海の宮でもなく、ガイウスは神子でもないけれども、自然とそう感じられていた。一言たりとも間違わずに祝詞が唱えられたことによって、儀式に言こと霊だまの力が与えられたのかもしれない。

　式典ののち、そのまま同盟条約の調印式がおこなわれた。今後さまざまな調整が必要となり、そのたびに交渉が必要となるだろうが、取りあえずはワダツミの国を保ち、民の生活を維持することができたのだ。帝としての大きな初仕事をなんとか達成し、シキはわずかながら自信と希望を覚えた。公務を終えると、三種の神器は王家の宝物庫にしまわれた。

　そのあとは宴の席がもうけられ、テルスの民族音楽やら舞踏やらを愉しみながら夜が更けていった。乳母のソメノたち訪問団は明朝早くにワダツミに向けて発つため途中で退室し、シキも横に座るガイウスに酔いが回ったことを理由に部屋に戻ると告げた。
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　できればワダツミの現状を訪問団の面々から詳しく聞きたかったのだが、しかし衛兵四人に囲まれて部屋に辿たどり着くより前に、背後からガイウスに呼び止められた。

「俺ももう休む。その前に少し用があるからついてこい」

「……しかし着替えを」

「そのままでいい」

　そう言いながら、ガイウスが肘を掴んできた。引かれるままにシキは王宮の奥へと廊下と階段を歩かされた。そして大きな両開き扉のなかへと入る。壁にはタペストリーや、テルスの民の始祖とされる獣の巨大な絵画が飾られていた。

　どうやらここはガイウスの私室らしい。テーブルのうえに、今日の式典で諳んじられた祝詞が記された巻物が載っていた。

　シキは腕を掴んでいるガイウスの手をほどこうとしたが、部屋の奥にある扉から隣室へと連れこまれた。正方形の天てん蓋がいつき寝台が置かれている。王の寝所だった。

「話なら、隣の部屋でよかろう」

　戻ろうとするのに、扉を閉められる。

「話があるとは言っていない。用があると言った」

　男の視線が白無垢の姿に絡みついてくるのを感じる。

「──用とは、いったい」

「『妃』としての務めを果たしてもらう」

「…………」

　同盟の条件交渉の際、シキは自分自身を持ち札にして取り引きをした。帝としてではなく、個人としての血肉の部分のシキに限定してだ。ガイウスは『それなら妃として貰い受けよう』とふざけた口調で言った。

　女にょ人にんではないのだから妃というのは言葉の綾だろうが、この身がどういう扱いをされても受け入れる覚悟は、その時にしたのだった。

　もし自分が差し出すと言ったものを引っこめれば、ガイウスが今日結んだ同盟関係を保つ理由もなくなる。

　──同盟を維持するためには、この身などどうなろうとかまわない。

　シキはガイウスへと身体を向けて、まっすぐに見上げた。

「約定に従おう。妃の務めとは、なにか」

「上品ぶるな。未婚とはいえ、女は宛がわれてきたんだろう」

「……同どう衾きんは定期的にした」

　第一帝位継承者の生殖機能が正常であるかを確認するため、という名目で、シキの褥しとねには月に一度、夜よ伽とぎの女人が送りこまれた。懐妊しないように細工がされた女人を義務的に抱く行為が、シキは好きではなかった。心の通じていない者と肌を重ねても虚むなしいだけだ。

「お前なら女たちも、さぞかしやる気を出しただろうな」

「勝手なことはさせぬし、私は最低限のことしかせぬ」

　ガイウスが目をしばたたき、苦笑いした。

「それはそれで、女が気の毒だ。男としての務めってものがあるだろう」

　シキの身体を引き寄せたガイウスが、結い上げられて露わになっているシキの項うなじを指の背でツツ…となぞった。こそばゆいような、ぞわりとする感覚に、思わず小さく肩を竦すくめる。

　そのわずかな反応に、ガイウスが喉を震わせた。

「お前相手なら、十分に務めを果たせそうだ」

　そう言ったかと思うと、ガイウスの腕がシキの腰に巻きついた。身体が浮いて、足袋たびに包まれた足から白草ぞう履りが床へと落ちる。

　シキは寝台になかば投げるように倒され、起き上がる間もなく、ガイウスの厚みのある肉体に圧しかかられた。

　……ガイウスの言う「妃としての務め」がなにであるのかは、もう明白だった。

　一国の帝であり、男であるのに、自分はこれからガイウスの夜伽の相手をさせられるのだ。

　碧い眸が伏せられながら近づいてきて、シキは慌てて顔を背けた。頬に男の唇が当たる。

「逃げるな」

　シキは懸命に理解を求めた。

「我が国では、接吻は魂を交わす行為。今こん生じょうただひとりの伴侶としか交わせぬものなのだ」

　口は言霊を生み、魂が出入りする特別な場所だ。だから口は常に清浄に保たなければならず、ワダツミの民は日に幾度も口をすすぐ。

「お前、まだ接吻をしたことがないのか？」

　問われて、シキは強く頷く。それなのに顎を掴まれ、ガイウスのほうを向かされた。顔が近づいてきて、唇に吐息を感じる。身を硬くして震えると、吐息が溜め息に代わり、ガイウスの唇が逸れた。

「……、…」

　接吻の代わりに、開いた唇で耳を覆われた。耳孔を熱い吐息になぞられ、続いて湿ったやわらかなものが耳を這うのを感じる。舌で舐められているらしい。気持ち悪いようななまなましさに耐えていると、衿えりの合わせ目から男の手が入ってこようとした。

　固い蕾つぼみのように幾重にも閉じられた着物の衿に阻まれてガイウスは焦れたようだったが、それでも少しずつ乱していき、ついに素肌の胸へとずるりと手が滑りこんだ。

　平らな胸をもどかしげに撫でていた手が、掌を小さく回す仕種をした。ガイウスの掌に小さな粒が当たっていた。

　──……乳首。

　女人のものならともかく、男である自分のその粒にガイウスは興味を示しているのだ。おかしなことをすると奇妙に思っているうちに、むず痒がゆいような感覚が生まれてきた。

「そこは触らずともよい」

　そう呟きながら身じろぎして掌から逃げようとすると、粒を親指と人差し指で摘つままれた。

「ン…」

　ツクンとした痛みに似たものを感じて、胸をへこませるように肩を内側に寄せる。

　胸に気を取られているうちに、耳の孔を舌でいっぱいにされていた。その舌の動きと乳首をいじる指の動きが連動している。

　どちらも、どう受け取ればいいのかわからない感覚だった。寒気に似たものが繰り返し背筋を這い登る。奥歯を噛み締めて耐えていると、ようやく耳から舌が、胸元から手が、抜かれる。

　安堵とともに、新たな緊張感が生まれる。

　次は下半身で結合するのだろうか。男女でする行為を男同士でもできることは知っていた。弟である第二皇子のキリイがよく同性に夜伽をさせていたからだ。

　覚悟を決めてみずから脚を開こうとすると、しかしガイウスはシキのうえから退いた。上体を抱き起こされ、背後にガイウスが腰を下ろす。項に口づけられた。純白の打ち掛けを両肩から肘まで下ろされる。帯を崩しながらガイウスが呟く。

「慎ましい花を抉こじ開けている気分だ」

　そして幾分、乱暴な手つきで腰紐をほどいた。

　着物の前が開き、襦じゅ袢ばんのうえから身体をまさぐられる。襦袢の腰紐はそのままに、衿をぐいと左右に割られた。男の顎が背後から肩に乗る。露わになった胸を見下ろされ、見られたまま両の乳首に中指を載せられた。小さな粒をくにくにと嬲なぶられ、小刻みに叩かれる。

　指を動かしたまま、ガイウスが首筋を音をたてて舐めだす。

　寒気が高まって、シキは内腿をすりあわせた。すると、命じられた。

「裾を捲まくって花鱗を見せてみろ」

　恥じらっても相手を喜ばせるだけだろう。シキは襦袢の両裾を大きくめくり開き、右腰骨に咲く花形の痣を晒した。そうして自分の下腹部を見たシキは、驚きに目を見開いた。

　慌てて裾を閉じようとしたが、その手をガイウスに掴まれ、阻まれてしまう。

　下腹の茎は半勃ちに首をもたげ、蜜みつにぬめり光っていた。

　ガイウスが甘い声で訊いてくる。

「気持ちいいのか？」

　シキは恥辱に身を震わせた。

　──やはり、この男は獣だ！

　なにも乱暴なばかりが獣ではない。甘い愛撫と声音で人を貶おとしめるのもまた、心ない獣のやり口だ。唇を噛んで答えずにいると、花鱗に指先で触れられた。

「興奮すると赤みが増すのか」

　鱗の一枚一枚をなぞられていく。茎がそっとくねって新たな蜜をじわりと先端から漏らした。

「そうか。気持ちいいんだな」

　身体の反応を止めたいのに、自分の意思ではどうすることもできない。

「もっとよくしてやるから、膝を立てて脚を開け」

「……ろ」

「ん？」

　なかば自じ棄きの気持ちでみずから脚を開きながら、掠かすれ声を搾しぼり出す。

「早く、終わらせろ。よくなど、するな」

「だからそれでは『男としての務め』を果たせないだろう」

　内腿に男の手が這う。改めて、その手の大きさと厚みにゾッとする。

「まるで練り絹の手触りだ」

　ガイウスの五本の指が爪を立てる角度になる。そして立てたまま手を動かした。流血しないまでも、五本の長い爪痕がみるみるうちに蚯蚓みみず腫ばれとなる。

「獣はこうやって自分のものにしるしをつける」

　蚯蚓腫れがどんどん赤みを増し、内腿全体が桃色に染まった。その腿の付け根へと男の手が消える。双つの玉の裏側をくすぐるように指がもぐりこむ。そこからゆっくりと尾び骶てい骨こつのほうに向けてなぞられた。

　そこに指が載ったとき、自然と腰が跳ねた。

「敏感な蕾だな」

　トントンとそこを指先で叩かれる。襞ひだに力を籠めているのに、叩かれている中心が熱くなっていく。孔を塞ぐように捏こねられ、つつかれる。ふいに、ぐいと指が入ってきた。

　シキは「あ」のかたちに開いた唇を震わせた。たった指一本なのに、異物感に驚いた粘膜がギュッと締まる。その狭まった場所で強い指がくねる。気持ち悪さを懸命に耐えていると、寝所の扉がノックされた。

　こんな行為のときに人を入れるわけがないと思ったのに、信じられないことにガイウスは「入れ」と返した。

「指、指を抜──っ、ん…」

　男の指を抜こうともがくと、根本まで挿された。会え陰いん部ぶに掌を押しつけられ、撫でまわすようにされる。

「ぁ…っ、く」

「ガイウス様、香油をおもちしました」

　聞き覚えのある声にシキは目を上げる。白髪の医師が銀製の盆を手に佇たたずんでいた。

「遅いぞ、ユアハ。早くそれを含ませろ」

「いますぐに」

　ユアハが寝台の横に跪ひざまずく。そして自らのすらりとした中指を、盆に載せられた水晶の器のなかへと浸した。

「では、失礼します」

　香油まみれになったユアハの指が、ガイウスの太い指で犯されている孔へと寄せられる。蕾をぬるぬるした指でなぞられ──その指が、滑りながら体内に入ってきた。

「え…ぁ──」

　自分のなかで、ユアハの指がガイウスの指に絡むような動きをするのを、シキは感じる。しばらくするとユアハの指が抜かれ、新たな香油をまとわりつかせてふたたび入ってきた。それを何度も繰り返されて、孔からとろりと香油が流れ出るまでになる。

「いい具合になった。お前は椅子に座って見ていろ」

　ユアハに命じながら、ガイウスが三本の指をシキのなかに捻ねじこんできた。香油に助けられて、軋きしみながらも粘膜が拓ひらいていく。

「ぅ、っ、…ひと、払い、を」

　こんな姿をユアハにまで晒したくない。しかし、ガイウスに却下される。

「テルスの王が妃に初夜を与えるときは、破は瓜かを確かめるためにかならず証人がつく。ユアハは証人だから気にするな」

　自分は女人ではないのだから、そのようなしきたりに従う必要はないはずだ。そう主張したかったけれども、体内を指で掻きまわされて、喉が詰まる。違和感は酷ひどいものの次第にきつさがやわらぎ、身体の奥から力が抜けだす。そしてそれはガイウスの指にも伝わったに違いなかった。

　指がずるりと引き抜かれ、シキの後ろから男の身体が消えた。もう背骨を立てていられなくて仰向けに崩れると、ガイウスがまるで獲物を引きずる獣のように、シキの身体を寝台の中央へと引きずった。

　ガイウスが大きな荒い動きで軍服の上着から腕を抜き、胸元に美しいドレープのあるシャツを裂きながら脱いだ。下衣の前が下げられると、獣性ではち切れんばかりになった屹きつ立りつが弾み出た。それを目にしたシキは瞠どう目もくした。

　──違う……。

『俺たちとは作りが違う部位があるな』

　浴場でシキの裸体を見たときにガイウスが口にした言葉の意味を、いまになって理解していた。

　ワダツミの者の陰茎は先端が尖った円錐形に近いかたちをしている。だがいま目にしているものは、恐ろしいほど先端が腫れていて、高い括くびれをもっていた。

　──あんな……おぞましいものに。

　似て非なる異形に犯される恐怖に、逃げ出したくなる。

　それをなんとか抑えこんで、自分に言い聞かせる。

　──国と民を護るためだ。私は帝なのだ。

　自分の剥むき出しの腿が男の手に鷲掴みにされるのを、シキは見る。淫みだらなかたちに脚を開かされる。脚のあいだに、あの残忍な形状のものが寄せられていく。ついさっき指で拓かれたところに、重たい圧迫感が起こる。

　呪文のように、シキは胸のうちで繰り返す。

　──国と民を護るためだ。私は帝なのだ。

　潰された蕾をぐりぐりと拓かれていく。

　──国と民……を…………。

「ひ、…ぁ」

　どう耐えればいいのかもわからない体感に、シキは身体を引ひき攣つらせた。無意識のうちに、繋がりを抜こうとずり上がり、男の硬い腹部に手をついて退けようとしていた。それなのに、腿を逞しい腕にかかえこまれて引き戻され、さらに深く猛々しい生殖器を嵌はめられていく。

　引き延ばされた粘膜がいまにも裂けてしまいそうで抗う動きすらできなくなったシキに、喰らうように覆い被さりながらガイウスが愉ゆ悦えつに身を震わせる。

「お前のように戦いの腕があって、頭が回り、帝としての矜きょう持じもある奴が、蔑さげすんでいる獣に犯されるのは、死ぬほどつらいだろう」

　──帝……私は、帝、なのだ。

　砕けそうになる心を掻き集めて、シキは深海色の眸を光らせた。

「これ、は、ただの、取り引き、に、すぎぬ」

　とたんに苛立ちがガイウスの顔に波紋のように拡がった。腰をひとつ大きく突き上げてシキに呻うめき声を漏らさせて、そこからいたぶる男の動きに突入した。シキは苦痛に蒼ざめながらも、碧い眸を睨みつづけた。

　ガイウスの手がシキの崩れかけた結い髪をさらに掻きまわすようにすると、元結がほどけて髪が褥に流れ散った。その髪に指を滑りこませて頭皮をなぞりながらガイウスが囁き声でシキに問う。

「俺が『呪われた王』と呼ばれている理由を知っているか？」

「……知ら、ぬ…、っ……ん」
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「俺の周りでは人が死んでいくからだ。これまでふたりの妃を迎えたが、どちらも一年ももたずに死んだ。俺の呪いに感染したのだ」

「────」

「そしてお前は、三番目の妃だ」

　いくつもの強烈な感情を煮詰めたような昏くらい光が、ガイウスの眸を底光りさせる。

　自分に覆い被さる男の筋肉が荒く波打っていく。

　耳元で囁かれた。

「濃い呪いが感染するように、たっぷりなかに出してやろう」

「……なら、ぬ」

　シキはなんとか繋がりを抜こうと必死でもがいた。

「なら…ぬ。感染うつしては、ならぬ」

　死んでしまえば、もう国も民も護ることはできない。いまにも射精しようとする男の下から、助けを求めて寝台横の椅子に座るユアハへと手を伸ばしたが──その指先が、ビクッと跳ねて、敷布をきつく握り締めた。

　ガイウスが何度も何度も腰を震わせて、呪いの種液をシキの内側の奥深くへと撒まき散らす。終わったと思っても、また体内の幹がくねって種を搾り出した。

　すべてを放ちきったガイウスが、ずるずると性器を引き抜いてうえから退く。シキはまるで踏ふみ躙にじられた花のように乱れた純白の着物に沈み、呆ぼう然ぜんとしていた。膝を立てて開いたままの脚を閉じることすらできない。

　ずっと静観していたユアハが椅子から立ち上がり、寝台に片膝を乗せた。そしてあろうことか、いま犯されたばかりのシキの孔に指をするりと挿しこんだのだった。体内で指が蠢き、引き抜かれる。白い粘液がシキの脚のあいだからユアハの指まで、何重にも糸を引いて垂れる。

　ユアハが精液をいとしげに指先で捏ねる。

「証人として初夜が遂行されたことを確認しました」

「これで正式に俺の三番目の妃だ」

　ガイウスはユアハに退室を命じると、シキの腕から打ち掛けと着物の袖を抜いて襦袢一枚の姿にし、胡坐あぐらをかいた膝のうえに横抱きにした。間近から見詰められて、シキは死神と対峙している者の気持ちを味わう。

　現に、死を招く呪いの種を植えつけられてしまったのだ。失意のあまり脱力しているシキの身体を厚みのある手が撫でまわす。

「つい興奮して、男としての務めを忘れた」

　そういえば何度かガイウスが「男としての務め」という言葉を口にしていたことを思い出す。しかし種づけはすでに遂行された。ほかにどんな務めがあるというのか。

　しどけなく開いたままになっているシキの腿のあいだに、ガイウスの右手が入りこんだ。蕾を閉じて拒もうとしたが、踏み躙られて白濁まみれにされたそこは男の指を難なく受け入れてしまう。シキの胴に巻かれている男の左手が脇の下から胸へと伸びて、乳首を摘まんだ。

「も…う、できぬ」

　訴えるのに、ぐちゅぐちゅと音をたてて粘膜を指で掻きまわされる。指先をすりあわせるようにして乳首を転がされる。

　ぐったりしているシキの身体が、ふいにピクンと跳ねた。また、跳ねる。

「ここがいいのか」

　蔑む甘い声でガイウスが囁く。

「ちが……、ン…ぁ、ぁっん」

　勝手によがり声が口から溢あふれ、シキは動転する。いったい自分の身になにが起こっているのか。

「お前のものはみずみずしい筍たけのこのようだな」

　ガイウスの見ている先に視線を向けて、シキは大きく眉を歪めた。

　割れ乱れた襦袢の合間から、ツンとした先端をした性器が突き出していた。腫れて、先端から蜜を止とめ処どなく漏らしている。

「や──…っ、う、うう」

　体内にある凝こごりを捏ねられるたびに、声が漏れ、自制しようもなく身体が跳ねる。

「感度のいい魚だ」

「は…、ふ」

　本当に陸に釣り上げられた魚にでもなったかのように、シキは唇をパクパクさせて忙せわしなく息をする。

「ぁ…あ…」

「こんなふうに女をよがらせるのが、男としての務めだ」

　体内の凝りをぐっと押されながら乳首を抓つねられて、シキはペニスを宙に突き上げた。真っ赤になった先端が体液を鋭く放つ。

　爛ただれたように赤みを増した花鱗が、白い粘液にまみれていった──。







三幕　牙




　こんな日々が、いつまで続いていくのか。

　瑪め瑙のうの器にそそがれた乳白色のスープ。それを匙さじで掬う気力も失せてぼんやりしていると、部屋にユアハが入ってきた。

「今日も食が進まれないようですね」

　医師である彼は、シキの体調の管理をガイウスから任されているのだ。

「また夜にはガイウス様からお呼びがかかります。無理にでも食べないと、身体がもちませんよ」

　──今こ宵よいも、あのような辱はずかしめを……。

　敵城の奥深くで弱みを見せてはいけないと思うのに、シキは蒼ざめた顔で項垂れてしまう。

　十日前、初夜を迎え、ガイウスに女人のように扱われた。それからというもの、一日もあけることなく、夜ごと王の寝所に呼びつけられていた。獣のように犯されることもつらいが、なによりつらいのは、ガイウスが「男としての務め」に拘こだわることだった。苦痛には耐えられても、無理やり与えられる快楽には耐えられない。追い上げられるたびに、帝として男として、矜持をズタズタにされるのだ。

「シキ様。調子のよろしくないときに心苦しいのですが、実は大切な報告があるのです」

　ユアハが沈痛な面持ちで告げた。

「今朝方、囚人塔のワダツミ兵が二名、亡くなりました」

　シキの眉がしなり、歪む。

「それは……まことか。ふたりも……」

「医師として力及ばずに申し訳ありません」

　この一ヶ月ほどで亡くなったワダツミ兵は十五人になる。十三人の遺体は即位報告の儀のときに来たワダツミの者たちに託した。それからは亡くなる者がなかっただけに、新たな死の報告に気持ちが深く沈んだ。

　シキは身を清めて喪に服す黒い着物に身を包み、その晩、ガイウスの寝所に呼ばれたときも喪服のまま赴おもむいた。

　今日ばかりは性交を容赦してほしいと頼んだが、ガイウスは聞き入れなかった。それどころか、寝台に全裸で仰向けに寝そべったまま悪あく辣らつな提案をしてきたのだった。

「お前に取り引きをさせてやろう。ふたりの遺体を海に葬ってほしければ、俺に奉仕をしろ」

「奉仕、とは？」

　ふいに大きな手で頭を鷲掴みにされた。そのまま顔を男の下腹部へと押しつけられて、慌てて目を閉じ、顔をそむける。頬に当たった幹が、硬く膨らんでいく。

「俺がお前にしてやってるみたいに、舐めて、しゃぶれ」

　ガイウスはシキの性器に、そのような行為をよくする。ワダツミでは口を淫行に使うのは禁忌とされているから嫌でたまらないのに、無理やり口淫をしてくる。……そして、そのたびにシキはかならず快楽に屈服させられていた。

「口、は──口でだけは、できぬ」

　頑かたくなに拒絶すると、ガイウスが苛立ちの舌打ちをした。そして、妥協案を提示してきた。

「それなら、下の口でいい。自分で乗れ。馬に乗る要領で、自分で挿いれろ」

　あまりにも品位のない要求に鼻白むシキを、ガイウスが追い立てる。

「うえの口でもいいがな？」

　ワダツミの者としては、選択肢がないも同然だった。

　シキは唇を噛み締めると、黒い着物の裾だけを乱してガイウスの腰に跨またがった。

「お前のなかはいつまでも狭いから、香油を使わないと入らないだろう」

　水晶でできた小瓶を手渡される。そのなかの、とろとろとした香油を、すでに完全に屹立している男のものへと垂らした。そしてドクドクと脈打っている肉の槍を掴み、それを自分の脚のあいだに宛がうように腰を下ろした。

　いまだ慣れない行為に、身体が竦む。襞が亀頭のかたちに拓いていく。

「ぅ──」

　……ワダツミ兵を亡くした日に、自分はなにをしているのだろう。哀しみと情けなさに胸が震える。蒼白の顔で唇を噛み締め、シキは男の肉を体内に含みながら腰を沈めた。繋がりが深まるにつれて、その目は虚うつろに焦点をぼかしていく。

「ふ…、ぁ…」

「いいぞ。ぜんぶ入った。腰を振れ」

　ぎこちなく前後に腰を振る。着物の裾を左右に大きく捲られた。

「日に日に感度がよくなってきているな」

　満足げに呟くガイウスの言葉に、視線を落とすと、あろうことか自分の茎は反り返っていた。

　自分の精神を、肉体が裏切っている。愕然として腰を浮かして繋がりを解こうとすると「遺体を獣に喰わせるか？」と脅おどされた。シキは首を激しく横に振り──ガイウスに命じられるままに、みずからたどたどしく腰を遣った。

　そしてその晩シキは初めて、性器に一度も刺激を与えられないまま、ガイウスのものによって快楽を極めたのだった。あまりにも不謹慎な自分の肉体に深い憤りを覚えながら、黒い布に白濁をぱたぱたと滴したたらせていった……。
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　王城の敷地の外れにある、高い壁を張り巡らせて隔離されている塔へと、ガイウスは向かっていた。

　灰色の四角い塔は、見るからに陰気で息苦しい。明かり取りの小窓がところどころにしかないせいもあるが、なによりも、そこに囚われている者たちの鬱うっ屈くつが空気を淀よどませているせいに違いなかった。

　囚人塔のアーチ型の入り口が開き、そこから麻袋を積んだ荷車が看守に引かれて出てきた。麻袋には「ワ・51」と記されている。ワダツミの囚人ナンバー51の兵が死んだのだ。

　ガイウスはこみ上げてくる嗤いを噛む。

　ワダツミでは、遺体を海に還かえすことで魂が再生すると信じられているらしい。だから囚人のワダツミ兵が死んだときには海に沈めてほしいとシキから求められていた。だがワダツミに戻された遺体以外はすべて、袋に入れたまま乾いた灰の地に埋めてある。そこで再生の道を断たれ、干からびた骨になっていくのだ。

　そうとも知らずに、あの賢いけれども世間知らずな帝は、ワダツミ兵が死ぬたびに海葬することを条件に、騎乗位での交わりに応じる。黒い着物姿でつらそうに自分のうえで腰を振っては果てるシキの姿がありありと思い出された。

　あれだけ呪いの種をそそいでやっているのだから、死期はさぞかし早いだろう。

　いまだ海を操る秘術を聞き出せていないため、あまり早く死なれても困るのだが、ついつい夜ごとに二度三度と手を出してしまう。

　シキの肉体は初夜から二ヶ月にして、ずいぶんと性交に馴染んだ。しかし、それは本人には受け入れがたいことらしい。懸命に快楽に抗おうとし、しかし抗いきれずに憤りと哀しみの入り混じった様子で果てる。そのさまは、たまらなくガイウスの嗜し虐ぎゃく心しんに火を点つけるのだった。

　シキは腕の立つ刀の使い手で、細身ながら戦闘能力は高い。護国の務めさえなければ、男に蹂じゅう躙りんを赦ゆるしたりはしないだろう。海神の末裔というのも頷けるだけの神秘的な高貴さもある。そんな者をいいように犯しているのだ。

　……しかし、なぜだろう。

　抱いても抱いても、征服できていないもどかしさが常につきまとうのは。

　不全感の理由に想いを巡らせながら、ガイウスは昼でも暗い囚人塔へと足を踏み入れた。壁の松明たいまつ掛けで燃える炎が、濃密な獣脂の匂いを放つ。三階建ての堅牢な塔には現在、ワダツミ兵を含めて百人ほどが収容されている。衛生管理の指導はユアハがしており、医務室、重病人の看護をできる部屋まである。医師として無数の死を見てきたはずなのに、彼は人の死になまなましい痛みを覚えるらしく、できる限りそれを退けようとする。

　──……俺とは真逆だな。

　敵の死はもちろん、見知った者の死にすら、心がまったく動かない。そんなものはとうに枯渇してしまっていた。

　看守に導かれて、ガイウスは二階の奥の牢へと向かう。看守の手にしたカンテラに次々と照らされる、鉄格子の向こう側の者たち。彼らは一様に、生気のない顔で蹲うずくまっている。陽の光もまともに入らない牢獄での生活は、人の心身を蝕むしばむものだ。

　看守が立ち止まった。

「ワダツミのハヤテは、この牢です──ワダツミ03、こっちに来い！　国王様がお前に御用だそうだ」

　すると、五十人ほど収容されている牢のなかで、ひとつの人影が立ち上がり、カンテラが作る光の輪のなかへと入ってきた。

　その青年を、ガイウスはじろりと眺める。

　囚人用の灰色の貫頭衣に包まれた体躯は、ワダツミ人にしてはずいぶんと恵まれている。ガイウスと目線の高さがあまり変わらない。目鼻立ちもテルス人ほどの起伏はないものの精せい悍かんで、粘り強い胆力の持ち主であるのが伝わってくる。

　──これがシキの乳兄弟か。

　昨夜、シキは捕虜となっているワダツミ兵たちを国に還してほしいとガイウスに申し入れてきた。どうやらユアハから長い牢暮らしで体調を崩す者が増えているという報告を受けたらしい。

　しかし捕虜には精鋭部隊も含まれており、彼らを還すのはワダツミに戦力を戻すことを意味する。それはできないと突つっ撥ぱねると、シキは苦しむ表情で考えこんだのち、ならばひとりだけでも帰還させてほしいと名指しで食い下がってきた。

　それが、いま目の前にいるハヤテという男だ。

　これまでシキは帝として民を思う気持ちを常に示してきたが、特別扱いで私情を挟はさんだのは今回が初めてだった。

　そのことにガイウスは、なぜか無性に気持ちを逆撫でられた。

　いまも胸にむかつきを覚えつつ、ぞんざいにハヤテに告げた。

「お前を国に還すように、帝から乞われた。ワダツミに送り届けさせよう」

　送り届けるふりをして、こっそりと殺処分すればいい。それでこの気も治まるだろう。そう算段していたのだが、しかしハヤテは申し出を聞いても表情を硬く引き締めたままだった。そして、予想外の答えを返してきた。

「断る」

　ガイウスは鼻に皴しわを寄せた。

「なんだと？　帰国できる機会は二度とないかもしれんのだぞ」

「かまわない」

　きっぱりと言ったハヤテは鉄格子を握り締めると、敵意の籠もった眼まな差ざしをガイウスに向けてきた。

「シキ様は自分がお護りしてきた、大切なお方。そのお方を、こんな獣の地に残して去ることなどできない」

　帝だから大切なのではない。シキという存在そのものが大切なのだという気持ちが、ビリビリと伝わってきた。おそらくシキがハヤテを特別に慮おもんぱかっているように、ハヤテもまたシキのために身も心も砕く覚悟なのだ。主従という関係を越えて、互いのことを想いあっている。

　……ここで剣を抜いて、鉄格子のあいだからハヤテの喉を貫いてやろうか。

　残忍な衝動に駆られて腰の剣に手を伸ばしかけたものの、簡単に殺すよりも、じっくりと苦しめてやるほうがいいと考えなおした。

　囚人塔をあとにしながら、ガイウスは舌なめずりする。ワダツミ兵の死によって、今宵もシキの健けな気げで淫らな姿を拝めるのだ。

　自分の大切な乳兄弟が憎い獣王にみずから乗って腰を振っているなどと知ったら、あの実直そうな男はどれほどの衝撃を受けるだろう。それを想像すると、嗤いを堪えきれなくなった。
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　シキはしどけなく乱れた喪服姿で王の寝台に倒れていた。

　今日また新たにワダツミ兵が亡くなり、海葬にふしてもらうために男に乗ることを強いられたのだった。その行為自体、屈辱的なものだったが、今夜のガイウスはひどく機嫌が悪く、執しつ拗ように下から突き上げられた。シキが二度果てても、意地のように果ててくれず、馬に乗る体位のまま犯されつづけた。

　……そのせいで、シキのなかで保たれていたなにかが、ふつりと切れてしまった。

　途中からはもう性器が壊れたようにほの白い体液を陰茎から漏らしつづけた。そうしてシキの肉体を堕おとしきってから、ガイウスはようやく呪いの種を体内にたっぷりと放ったのだった。

　シキはガクガクする身でなんとか腰を浮かして繋がりを抜き、いまはこうして息も絶え絶えに倒れ伏している。

　そのシキの横倒しの身体にガイウスが体重をかけて圧しかかってくる。

　間近で視線が合い、ガイウスが嗤い含みの声で囁いた。

「すっかり開花したな」

　シキは唇を震わせる。ガイウスの残忍さを恨めばいいのか、それとも自分の淫らさを恥じるべきなのか。

「ああ、そういえば」

　ガイウスが思い出したように言った。

「今日、お前の乳兄弟に会って、話をした」

　シキは大きく瞬きをすると、身体を仰向けにした。眸を輝かせてガイウスをまっすぐ見詰めた。

「ハヤテに、帰国の話をしてくれたのか。いつ還るのだ？」

「──」

　ガイウスの鼻の頭に皴が刻まれる。そして素っ気なく告げられた。

「奴は還らん」

「……そんな、ハヤテは還らなければならぬのだ。どうか還してくれ」

「俺が決めたことではない。奴の選択だ」

　深い憂いに、シキは眉根を寄せる。

「ハヤテ、どうしてだ？」

　乳兄弟の顔を思い浮かべながら切なく問いかけたのと同時に、股を裂かれるような痛みが起こった。両膝を鷲掴みにされて、内腿の筋が切れそうなほど脚を開かされていた。ガイウスが正面から覆い被さってくる。白濁まみれの脚の奥に、ごつりと硬いものを押しつけられる。それを、小さく口を開いたままになっている腫れた蕾のなかへと叩きこまれた。

「ひ…ぃ」

　男が入ってきたとたん、シキは仰のけ反ぞった。一瞬にして頭のなかが真っ白になり、ペニスが震えて薄い精液を垂らしだす。それをなんとか止めようと、茎の根本を両手できつく押さえる。

　そして朦もう朧ろうとなりながらも、自分に言い聞かせるように必死に呟いた。

「わ、たしは、みかど、だ──獣になど、散ら、されぬ…」

　ガイウスが犯しながら低い唸り声をあげる。

　見れば、ぶ厚い牙がその口許から剥き出しになっていた────。
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　ガイウスはガウンだけまとったくつろいだ姿で夜の王宮を歩いていく。いつもは夜伽のためにシキを王の寝所に連れてこさせるのだが、今日はシキから趣向があるので部屋に来てほしいと招かれたのだ。

　数日前のこと、ハヤテが帰国を拒否したと教えたときシキは落胆を隠そうとせず、ガイウスの胸を激しくむかつかせた。だから残忍な気持ちをぶつけるように、容赦ない性交を強いた。

　すでに開ききってしまった花弁を必死に繋ぎ留めようとするようなシキの姿はいじらしく、ガイウスにさらなる嗜虐の悦びをもたらした。

　しかしそれでいて、いやむしろ嗜虐心が満たされれば満たされるほど、征服できていないという奇妙な焦りが嵩かさんでいった。

　──……もっと完全に征服せねば。

　憑つかれたようにガイウスは考える。

　どうすればワダツミの国や民、ハヤテのこと、すべてをシキから剥ぎ取って、自分のものにできるのか。

　シキが今宵どんな算段をして部屋に招いたのか知らないが、難癖をつけていつも以上に踏み躙ってやろう。そう心を猛らせて、ガイウスは客間へと入っていった。

　すると浴場のほうから、長い髪を流し下ろしたシキが薄水色の襦袢の裾を曳きながら、するすると近づいてきた。血の気の薄い顔には、張り詰めた表情が浮かんでいる。

「そなたのための酒席を用意してある。こちらに」

　シキに先導されて、広々とした浴場に足を踏み入れたガイウスは、目を瞠みはった。

　瓢ひょう箪たんのようなかたちをした埋めこみ式の浴槽。そこに湛えられた水に、いくつもの炎が映りこんでいる。浴槽を囲むように篝かがり火び台がいくつも置かれ、その炎が映りこんでいるのだ。

　干した果物やワダツミの酒器を載せた丸机と椅子が、水に寄せて置かれている。ガイウスをその椅子に座らせると、シキが美しい手つきで錫すずの酒器をもち上げ、器に透明な液体をそそいだ。

「先日、ワダツミから届いた米と海藻をもちいた古酒だ」

　即位式を終えてからこの方、シキの許には週に一度、ワダツミにいる第二皇子から執政に関する報告書が届き、それと一緒に多くの品々が届けられる。着物などの衣類やワダツミの飲食物、宝飾品、工芸品などだ。そのひとつひとつから、ワダツミ人の濃こまやかな仕事ぶりが知れて、ガイウスはひそかに驚きを募らせていた。

　酒をひと口含んで異物の入っていないことを示してから、シキが器をガイウスに差し出す。

「そなたの口に合うとよいが」

　その酒は鼻先で、磯の香りをふわりと漂わせた。口に含んでいるときは穏やかでいて、喉を通りすぎるときに熱く、爽さわやかな滋じ味みが舌に残る。非常に気に入ったが、ガイウスは不機嫌な顔で横に佇むシキを睨ねめ上げた。

「わざわざ、こんな手のこんだ接待をする理由を聞こう」

　するとシキが沈むように両の膝を石床についた。正座をし、左右の腿のうえに綺麗にそろえた指を置き、腕で菱型を描くように肘を張る。そうして、深海色の眸に懸命な光を浮かべてガイウスを見上げた。

「そなたに取り引きを申し入れる」

「言ってみろ」

「私はこれからそなたに、帝が神にのみ奉じる神楽かぐら舞を納める。それを札として、ひと月のあいだ、妃の夜の務めの免除を願う」

「……性交を拒むというのか」

「あくまで、取り引きだ」

　ガイウスはきつく目を眇すがめて、シキを眺めた。性交により、シキの矜持が危うい状態に陥りつつあるのは感じていた。しかしまさか、このような不愉快な取り引きをもちかけてくるとは、思いも寄らなかった。

　──まあ、いいだろう。

「取り引きが成立するのは、その神楽舞とやらに価値があると俺が判じた場合のみだ」

　シキが真しん摯しな顔つきで頷き、立ち上がる。

「それでよい。とくと判じてくれ」

　丸机の端に置かれていた棒状のものを、なめらかな動きで左右の手に携える。そうしてその場でゆるりと身を一回転させた。次にこちらを向いたとき、棒状のものは二枚の扇になっていた。美しい貝象ぞう嵌がんがほどこされた細い棒が綴られており、篝火を受けて、緑と青の光がまだらに煌めく。その片方がなめらかな手つきで閉じられると、波のような音がした。

　シキが開いた扇をもつ左手をガイウスのほうへと差し出し、うえに向けた手首を反らして扇の煌めきを投げかけてくる。

　ガイウスは机に頬杖をつき、酒を口に運んだ。

　取り引きなど、端はなから成立させるつもりはない。頃合いを見て、裸に剥いて犯しつくしてやればいい。今日こそは、あの神聖な唇で奉仕させてやろうか。残忍な計画にほくそ笑んで、舞いはじめたシキへとぞんざいな視線を投げつける。

　……だが、頃合い、は訪れなかった。

　埋めこまれた浴槽から溢れた水が石床に薄膜を作り、そこに篝火がほの赤く滲み映る。そのうえでシキが滑るように動いていく。引きずる裾で足さばきがまったく見えず、低めた腰の重心が保たれたままなので、まるで脚を動かしていないかのようだ。

　腰からうえの背と腕をしなやかに使い、薄水色の袂が儚はかない翅はねのように翻ひるがえる。二枚の扇が開かれては閉じられ、寄せては返す海鳴りの音を奏でる。

　いつしかガイウスは、頬杖をついた肘の角度を変え、前のめりになっていた。

　そうして見入っていると、次第に波が高まっていくように扇の音が力強くなりはじめる。それに重ねて、踊りもまた鮮烈なものへと変わっていく。その姿はガイウスの記憶を刺激した。

　──ああ……、戦場での動きだ。

　初めてまみえて剣と刀を交えたとき、鱗の鎧に身を包んだシキはこのように激しくて潔く、美しかった。

　まるで扇でこちらを刺し貫くように右に左に目まぐるしく身を回したのち、波が凪ないでいくように優美な舞へと戻っていく。そして今度は誑たらしこむように目許に艶を滲ませて、薄翅の虫のようにガイウスの周りをひらひらしだす。

　思わず捕まえようと手を伸ばすと、シキはすっと身を退いた。そして次の瞬間、トンと床を爪先で蹴った。身体が後ろ回りに宙で一回転し、そのまま吸いこまれるように水のなかへと消えていく。

　ガイウスは椅子から立ち上がり、水を覗きこんだ。

　そして見る。

　仰向けに身を沈め、長い髪を水にたゆたわせて扇をヒレのごとく閃ひらめかせ、水のなかを飛翔しながら嫣えん然ぜんと微笑むシキの姿を。

　その身がくるりくるりと横に回転して、魚のようにすいと遠ざかっていく。

　気が付いたとき、ガイウスは水に身を浸して泳いでいた。もう少しでシキの足首を捕まえられるというところで息が続かなくなる。空気を吸いこんでもぐると、シキの姿がない。いつの間にか横をすり抜けて、背後へと離れていた。歯噛みして、ふたたびざぶりと水にもぐる。

　シキは一度も息継ぎすることなく、するすると水のなかを自在に飛びまわる。そんなシキを追いかけていると、自分まで空を飛んでいるかのような不思議な感覚に囚われた。

　しかし水中での競争ではこちらに勝ち目はない。

　ガイウスは息継ぎをするふりをして顔を水上に出し──すぐにまたもぐった。ちょうど自分の横をすり抜けようとしていたシキに掴みかかる。驚いたように深海色の眸がガイウスを見た。

　……その目が、笑いかけるように細められる。

　ガイウスは両腕でシキを抱き締めると、その唇に唇を寄せた。しかし水の壁を突き破る前に、シキがガイウスの首筋に顔を埋める。

　口づけから逃げられたことに、自分でも驚くほど心が乱れた。

　──征服してやる…っ！

　今日こそは完全に征服するのだ。シキの項を鷲掴みにして顔を上げさせる。力づくで唇を奪おうとすると、シキが全力でもがいた。ガイウスの手からするりと逃げようとする。水のなかで逃げられては、もう捕まえられない。それに息が苦しい。いますぐに、シキからすべてを奪わなければならない。国も民もハヤテのことも、消し去ってやるのだ。

　すさまじい焦しょう燥そう感かんに駆られて、ガイウスは牙を剥いた。

　視界が赤くなっていく。

　ガイウスは驚いて水中で立ち上がった。シキは腕のなかにいた。だがその身体はぐったりとしていて────首からドクドクと赤い体液を溢れさせている。

「……お…ぉ」

　ガイウスは言葉にならない呻き声を漏らす。

　口のなかに、血の味が拡がっていた。





＊






「よかった。目が覚められましたね」

　銀灰色の眸を見詰めたまま、シキは瞬きをする。

「私は……ガイウスに神楽舞を……」

　神楽舞の途中から、水のなかで追われ、彼に捕まった。無理やり接吻をされそうになって、そうして……そこで記憶が途切れている。

　ユアハが首筋に触れてきた。触れられて、そこに熱い痛みがあることに気づく。

「あなたはガイウス様に殺されかけたのです」

「……え？」

「首に牙を捻じこまれて」

「────」

　恐怖やおぞましさではなく、つらさが胸に垂れこめていく。

　そのことに驚き、自分の心を覗きこむ。

　──あの時、私は……。

　ガイウスに追いかけられ、抱き締められ、肌を熱くしていた。

　初めは関心がなさそうだったガイウスを、神楽舞に魅入らせることができて、喜びを感じてしまっていた。圧倒的に優位な水中でガイウスをからかうことに、楽しみを覚えてしまっていた。

　陸の獣が苦しそうに自分を求めてくることに──胸が高鳴った。

　みずからガイウスとの肉体関係を退ける取り引きをもちかけておきながら、自分の心も身体も裏腹の反応を示しつづけていたのだ。

　……怖かった。

　ガイウスに抱かれているとき、自分のなかから国のことも民のことも消え去りそうになる。いくら身体を洗っても、泳いでも、ガイウスの匂いが身から剥がれない。そのうちガイウスのことしか感じられなくなり、考えられなくなってしまいそうで。

　帝とは魂も肉体もすべてを国と民に捧げなければならないと、幼き日より刷りこまれてきた。それなのに自分は帝としての貞節を喪いかけていた。このままでは帝であれなくなると思うと、怖かった。だからひと月のあいだガイウスとの行為を退けて、なんとか帝としての高潔さを取り戻したいと考えたのだ。

　しかしいま、ガイウスにとって自分があの場で殺してしまってもかまわない存在だったのだと知らされて、こんなにも胸が苦しい。

　シキは自分の右腰を掌で押さえた。花鱗が、疼うずくように痛んでいた。







四幕　変化




「シキ様、ガイウス様が寝所でお待ちです」

　ガイウス付きの侍従が訪れて告げてきたとき、シキの胸は張り詰めた。浴場で首を傷つけられてから五日が過ぎていた。その間、ガイウスは一度もシキの許を訪ねてこなかった。

　もういらぬ存在となり果てたということか。ワダツミの国と民に気持ちを向けなくてはと心を律するのに、気がつくとガイウスのことを考えてしまっていた。

　シキは足早にガイウスの寝所へと向かった。

　しかし、今宵のガイウスは奥の寝所ではなく、居室の長椅子に腰掛けていた。その顔は険しく陰鬱だが、凶暴な様子はない。

　視線すらまともにシキへと向けようとしないまま、ガイウスが言う。

「隣に座れ」

　言われたとおりに腰を下ろすと、ガイウスから放たれる瘴気に肌がヒリついた。

「ユアハから、首の傷が治ってきたと報告を受けた」

　首に巻かれている包帯に指先で触れながらシキは答える。

「もう痛みはほとんどない」

「先に言っておく。俺はまたいつお前の首を喰いちぎろうとするか、わからん。『呪われた王』の妃であるとは、そういうことだ」

　そう語るガイウスの横顔は硬く強張っている。

「命が惜しいなら、部屋に戻れ」

　しかしシキは腰を上げなかった。

　殺されてもいいと思っているわけでは決してない。けれども殺される可能性があるからといって、いまこの部屋を出ていく気持ちになれなかったのだ。

　それどころか、いくらか安堵してすらいた。

　──まだ妃ではあるのだな。

　帝であり男である身で妃などと称されるのは屈辱的なことのはずだったが、不思議といまはそれに否定的な思いはなかった。

　シキが無言のまま立ち去らずにいると、ガイウスは一冊の本を開いた。それはワダツミの文化に関する書物で、いくつかの質問をシキに投げかけてきた。

　そうして数時間を過ごしたのち、ガイウスは本を閉じ、自室に戻るようにと告げてきたのだった。

　シキのなかで失望めいた寂しさが拡がった。

　その心の動きによって、性的関係をひそかに望んでここに来たのだと気づかされる。

　──私はどこまで堕おちているのだ……。

　つらくなりながら長椅子から立ち上がったシキに、目を伏せたガイウスがぼそりと言った。

「神楽舞を見て、ワダツミの文化に少しばかり興味を引かれた」

　シキは大きく瞬きをすると、ガイウスの視界に入るように床に膝をついた。

「まことに、か？」

　頑に視線を合わせようとしないままガイウスが認める。

「ああ。だから取り引きは成立だ」

　ガイウスが神楽舞に価値を感じたら、ひと月のあいだ性行為をしない。それがあって、身体を求めてこなかったということなのか。

　いくらか心が緩み、それからガイウスが神楽舞ばかりでなく、ワダツミの文化自体に興味をもってくれたことが改めて嬉うれしく感じられた。

「そうか。それならそなたに、もっといろいろと知ってほしい」

　気持ちを伝えたくてガイウスの腿に手を置くと、露骨に疎うとむ表情を浮かべてガイウスが立ち上がった。その動きにシキの手は撥ね除けられる。

　寝所のほうへと去りながらガイウスが命じる。

「万華の舞という舞踏があるのを知った。それを見せろ。見返りに、お前の望むことを叶えてやる」

　ワダツミの祭りの際に踊られる群舞のことだ。

「……しかし万華の舞は私ひとりではできぬ。数十人で舞うものなのだ」

「それなら舞える奴らを集めろ」

　シキは考えを巡らせ、問うてみる。

「囚われているワダツミの者たちでもかまわぬか？」

「舞えれば誰でもいい」

　そう言い置いて、ガイウスは寝所に入り、追うのを禁ずるように強い音で扉を閉めたのだった。










「シキ様…っ!!」

「ああ、われらが帝。ワダツミの守護者」

　鉄格子の向こう側で、捕虜となっているワダツミ兵たちが跪き、胸の前で合わせた掌を擦る仕種を繰り返す。

　シキもまた両膝を囚人塔の冷たい通路につき、胸を震わせた。

　三ヶ月と一週間にして、ようやく兵たちのところに来られたのだ。万華の舞の準備をするという理由で、ガイウスはシキに囚人塔に入ることを許したのだった。

　ワダツミ兵、ひとりひとりの顔を見詰める。陽の光を浴びられず、無為な日々を過ごしているためだろう。どの者もやつれ、蒼ざめた肌をしている。それでもいま、彼らはまるで太陽を直視しているかのような眩しそうな目をして、顔を輝かせていた。

　自分が彼らにとってどういう存在であるかを、シキは噛み締める。

　そしてそれは輪郭を失いかけていた帝としての自覚を鮮やかに浮かび上がらせた。

　──この者たちに光を与えるのが、私の務めだ。

　改めて彼らを国へ還すことを心に誓う。

　それを万華の舞を披露する見返りにできないだろうか。ガイウスの気持ちを動かすことができれば、可能かもしれない。

　シキはワダツミ兵たちに、テルスの国王が万華の舞を所望していることを告げ、それを披露してほしいと告げた。すると男たちは一様に鼻白み、表情を硬くした。

「シキ様。……それは獣に媚びろってことでしょうか？」

「そなたたちに嫌な思いを強いることになる。しかしすべてがそなたたちのために、ひいてはワダツミのためになることだと信じてほしい」

　この遠地で国のためになにもできないことを皆、歯痒く思っていたに違いない。シキの言葉に、彼らは活気を取り戻した。

「やらせてください。俺たちの華麗な舞で、獣王をひれ伏させてやりますよ」

　牢内がドッと笑い声に沸く。

　シキも顔をほころばせた。真ま面じ目めで祭り好きで、海の民特有の陽気さもそなえている。そんな彼らに愛しさを覚え、癒いやされる。

「万華の舞に必要な楽器や衣は、ワダツミから早急に取り寄せる。披露の日まで、腕を磨きつつ、そなたらの無ぶ聊りょうの慰めにするとよい」

　投獄生活のなかで初めて目標を与えられた兵士たちが顔を紅潮させて、自身の得意とする技芸について周りの者と話しだす。

　シキもまた明るい気持ちになったものの、ひとつ大きな気がかりがあり、看守に尋ねた。

「ここにいるはずの者が見当たらぬ。ハヤテというワダツミ兵だ。どこにおる？」

「……ハヤテ。ああ、急病だとかで独房に移された」

　シキの顔から血の気が引く。

「どうして独房に──病状が重いということか？」

「さあ。ユアハ様の判断で、一週間ほど前にな」

　ユアハは日に一度はかならずシキの部屋を訪ねてくるが、ハヤテの病のことはひと言も出なかった。シキが乳兄弟のハヤテを特に気にかけているのを、彼は知っている。それなのにあえて触れなかったのは、なぜなのか？

　──よほど、悪いのか。

　心臓が軋むように痛み、シキは看守に厳しい声音で告げた。

「ハヤテのところに案あ内ないせよ」

「は、はいっ」

　気け圧おされたように咄とっ嗟さに答えた看守が、慌てて言い直す。

「……いや、それはユアハ様の許可がないと」

「では、ユアハ殿に許可を取りに行く」

　シキの見張りとして同行している衛兵五人は戸惑った顔をしたものの、シキを王宮の一室へと連れて行った。そこは奇妙な部屋だった。鼻の奥が冷たくなるような消毒液の匂いが漂い、絨毯すら敷かれていない。

　壁に並べ置かれた棚には本やガラスの瓶がぎっしりと並んでいる。本棚の横の大きなガラスケースには、なにか奇妙なものが収めてあった。白い鳥の双翼らしい。翼は畳たたまれた状態で一メートルほどだから、かなり巨大な鳥についていたのだろう。

　部屋の片隅に置かれた机からユアハが立ち上がり、柔和な微笑を浮かべてシキを迎えた。

「いかがしましたか、シキ様」

「ハヤテのことで話がある」

　ユアハの顔が強張り、銀灰色の目が伏せられた。

「そのことですか……。囚人塔に行かれたのですね」

「ハヤテが急病で独房に移されたという話はまことか？　どのような病状なのだ？　いますぐハヤテに会わせよ」

　詰め寄ると、ユアハが沈痛な面持ちで答えた。

「彼は重い伝染病に罹かかっているのです。そのため隔離しました。シキ様にもお会いいただくわけにはいきません」

「伝染病に……」

「難しい状態ではありますが、集中して治療に当たっております」

　シキは心を籠めて、胸の前で両の掌を合わせた。

「ユアハ殿、どうかハヤテのことを頼む」

「わたくしも医師として尽力いたします」

　ユアハが心ある有能な医師であることは、これまでワダツミ兵を看みてもらってきただけに、よく知っている。

　ユアハがシキを医療用の寝台に導きながら言う。

「せっかくお越しいただいたのですから、今日はここで首の傷を診ましょう」

　衛兵たちを廊下に出したのち、ユアハはシキの首の包帯をほどき、傷口を消毒してからまた包帯を巻いた。

「もう数日で、完全に治ち癒ゆします」

　続けて、小声で訊いてきた。

「下肢のほうも診ますか？」

「そちらはよい。……昨夜、行為はなかった」

　ガイウスに抱かれた翌日は、性交にもちいた孔が傷ついていないかユアハが目視と触診で念入りに確かめてくれ、必要ならば軟なん膏こうを塗ってくれていた。

「昨夜のガイウスは、私に触れられるのも嫌な様子だった」

　シキは言いながら自分の右腰を掌で押さえた。ガイウスのことを考えるだけで花鱗がズキズキと疼くのだ。

　花鱗が右腰に浮かんできたのは、十二歳のときだった。それ以来、満月の夜になると花鱗が熱を帯びることはあったが、このように誰かを想うだけで疼くのは初めてだった。

　自分に起こっている明らかな変化が、シキを不安にさせていた。

　ふと気づくと、銀灰色の眸に憐れむように見詰められていた。

　ユアハが呟く。

「ガイウス様は情熱的なのはよいが、冷めやすいのが難点ですね」







『ガイウス様は情熱的なのはよいが、冷めやすいのが難点ですね』

　その言葉がまた、耳の奥で甦った。とたんに動どう悸きがして、気持ちが乱れる。

　弟のキリイから送られてきた国の現状を知らせる大事な報告書を読んでいる最中だったが、文面に意識を留められない。

　ユアハは十代のうちに医学を修め、以来ガイウスに仕えているのだという。だからきっと、ガイウスに関する見解は正しいのだ。これまでも、同じように熱くなっては冷めることを繰り返してきたのだろう。

　右腰の花鱗がズキズキと疼き、惨めな気持ちがこみ上げてくる。

「……しっかりしろ。私はワダツミの帝だ」

　自分を叱しっ咤たして、キリイからの報告書に意識を向ける。そして、ふたたび虚しさに駆られた。回を重ねるごとに文面は短く、素っ気ないものになっていた。おそらく、国が落ち着きを取り戻しつつあるということなのだろう。帝としてそれを喜ばなくてはならないのに、このまま国にとって自分が不要なものになっていくような焦燥感に苛さいなまれる。

　亡き父が帝であったころは、帝とは唯一無比の特別な存在なのだと思っていた。だがいざ自分が帝となってみて、なにも変わらないのだとわかった。急になにか特別な力が宿るわけでもなく、シキという以前と変わらぬ存在のまま、帝の役回りを担わなければならなくなっただけで。

　それでもワダツミにいればまだ政まつりごとを取り仕切ることで、おのずと身に着く帝としての自覚や自信もあったのだろう。しかしこの遠地ではいくら交渉に身を削っても、やはり得られる実感は乏とぼしい。

　ハヤテが重病だと知ったこともあり、自分を見失いそうな不安感が押し寄せてきていた。

　報告書を手に鬱々としていると、扉の外鍵が開けられる音がして衛兵に声をかけられた。

「王が寝所でお待ちです」

　シキは白い襦袢のうえに袖を通さずに着物を肩にかけて、衛兵三人に囲まれてガイウスの許へと赴おもむいた。

　今日もガイウスは陰鬱な硬い表情のまま、居室の長椅子にシキを座らせた。そして机に積んである本のうち、一冊を開いた。ワダツミの伝説や歴史が記されたものだ。

「この『ワダツミの民は幾度も、陸から海に戻り、また陸に上がった』というのは、どういうことだ？」

　また触れて疎まれたりしないように距離を保ちながら、シキは説明する。

「海から生じた我が民は、陸をも支配することを目指していったんは陸での生活に適応した。しかし海にはなかった陸の疫病で多くの者が斃たおれ、ふたたび海へと戻り生き長らえた。そして疫病の免疫を獲得したのち、ふたたび陸での生活を始めた。それを幾度か繰り返した」

「そうやって行き来したから、お前たちは陸でも水のなかでも呼吸ができるのか」

「生存できる条件の選択肢が複数あれば、それだけ民の生存確率は高まる」

「お前たちは見た目より、したたかだな。では、次はこの部分だ」

　ガイウスが指さした部分をシキは口にする。

「『よって、ワダツミの民は命尽きたとき海へと還る。還り、孵かえるのである』──これは、母の胎内の海によって命を与えられ、その命が尽きれば海へと葬られて、そこで新たな魂として孵ふ化かする。そうしてふたたび陸に上がる。その循環を言っている」

「──海葬による魂の再生とは、そういうことか」

「再生できぬのはワダツミの者にとって、もっとも哀しく恐ろしいことだ」

「……、もし海葬されないまま骨になったら、もう再生できんのか？」

「骨があればそれを海に戻せば再生できる」

　なぜかガイウスが頬の強張りをやわらげた。シキは訝しく思い、彼の顔を覗きこんだ。ふいを衝かれて視線を逸らしそこなったガイウスと、一週間ぶりにまともに視線が重なった。

　いったいどうして、骨の話で安堵するのか。それを問とい質ただそうとしたものの、シキはふいに眉を歪めて、自分の右腰にきつく掌を押し当てた。そして驚く。襦袢越しにもわかるほど、まるでそこにもうひとつ心臓があるかのように花鱗がドクドクしている。

「…っ、…ふ」

　シキの異変に気づいたガイウスが、鋭い視線をみずから重ねてきた。

「どうした？　どこか痛むのか？」

　間近から覗きこまれて、花鱗がさらに拍動を強める。

「目の縁が真っ赤だ。ユアハに診させよう」

　シキは首を横に振る。

「これは、違う。病ではない。ただ、花鱗が……」

「花鱗がどうかしたのか。見せてみろ」

「────」

　自分でもどうなってしまっているのか不安になり、ぎこちない手つきで襦袢の裾を割り、深くめくる。

　周辺の皮膚まで染まるほど真っ赤に、花鱗が腫れていた。そして……、それと同じほど淫らに、腫れた陰茎が色づいていた。

　ガイウスが唾つばを呑む音に、ゾクゾクする。

　──触れられたい……。

　しかし性交を控えることを願ったのは自分のほうで、ガイウスはもう触れることすら望んでいない様子だ。

　自分だけが欲望を剥き出しにしているのが恥ずかしく、虚しくて、シキは裾を閉じようとした。だが、ガイウスがそれを止とどめるように言ってきた。

「そのままではつらいだろう」

　もしかすると性交をする気になったのか。

　こうして陰茎を見詰められているだけで息が乱れて、尖った先端から透明な粘糸が垂れる。

　ガイウスが長椅子の端へと腰を移し、肘かけに頬杖をついた。

「ここで出していけ。見ていてやる」

「出す、とは」

「自分で慰めて、種を出せ」

　シキは耳を疑う。

「自分でなど、したことはない」

「だが、溜まっているだろう」

「し、知らぬ。もともとあまり欲求はない。淡たん泊ぱくなのだ」

　本当のことを答えたのに、ガイウスが苦笑する。

「淡泊ではないと思うがな」

「……それはっ、そなたに身体をおかしくされたのだ」

　腹立たしく言い返すと、碧い眸がスッと細められた。

「俺のせい、か。ならば、俺の言うとおりにしろ。自慰の仕方を教えてやる」

　あくまで触れるつもりはないのだ。

　やはりユアハの言っていたように、ガイウスの熱は冷めてしまったのか。

　項垂れるシキにガイウスが抑えた声で告げる。

「俺のを手淫するときのようにしてみろ」

　手での奉仕は何度もさせられた。ガイウスのものを握ると掌がいやらしいこそばゆさに満たされて、自然と手が動いてしまうのだ。言われたとおりに自分のものを握ってみる。しかし、手にも性器にも特別な感覚は起こらない。

「これは、そなたのものではない」

「それなら自分の手を、俺の手だと思え」

　大きくて厚みのあるガイウスの手指を、自分の手指に重ねて想像する。するとまるでガイウスに茎を握りこまれているような感覚が起こり──とたんに、手のなかのものが悦んで大きくくねった。

「……そなたの、手」

「そうだ。俺の手だ。いつも俺がしてやるとおりにしてみろ」

　根本から先端までを何度も擦り上げ、人差し指と中指を揃えて裏筋を強くなぞり、尖った先端を親指で弾き、捏ねる。心臓も性器も花鱗も、壊れそうなほどドクドクしだす。

　男を求めるときのように、自然と腿が開いてしまう。背中が背せ凭もたれを滑り、腰を捻じるかたちで長椅子に横倒しになる。すると低い声にそそのかされた。

「片方の脚を背凭れに載せてみろ」

　朦朧となって茎を扱しごきながら、言われるままに膝裏を背凭れのいただきにかける。

　ガイウスの前で淫らに脚を開き、会陰部をすべて晒す。見詰められて、狭間の奥の蕾がわななく。恥ずかしさのあまり、隠すようにもう片方の指先をそこに載せる。

　いつの間にか、中指で襞をくじってしまっていた。

　ガイウスの呼吸が大きく乱れた。

　煮えるような羞しゅう恥ちを覚えながらも、彼に刺激を与えられていることに悦びを覚える。もっとガイウスの欲望を掻き立てたくて、蕾に中指を沈めた。

「ぁ…っ、あっ──」

　ガイウスがにじり寄るようにシキへと上体を傾ける。

「お前のなかは、いやらしいだろう？」

　シキは浅く、何度も頷く。

　初めて触る自分のなかは、本当にとてもいやらしかった。粘膜が指にしゃぶりつき、締めつける。いつもガイウスの指を──ペニスを、こんなふうに搦からめ捕とっていたのだ。

　シキは息を震わせながら、ガイウスの顔を揺れる眸で凝視した。泣きかけの囁き声で問う。

「どうすればよい……？　私は、本当に……淫らになってしまった」

　碧い目が見開かれてから、きつく眇められた。

　そしてガイウスはふたたび上体を後ろに引き、距離を作った。

　応えてもらえない哀しさに打ちひしがれながらも、シキは身体を引き攣らせる。

「ふ、……っ、ぁ──」

　鉄砲水のように尖った先端から白濁が激しく飛び散る。

「や──止まら、な……ぃ」

　性器が壊れてしまったのかと思うほど大量の粘液が散っていく。それはガウンから覗くガイウスの胸元にもかかった。ガイウスの手が自身の胸元に伸び、まるで肌に塗りつけるような手つきで、白濁を撫でる。

　それは決して、厭いとう仕種ではなかった。

　シキは余よ韻いんに身を震わせながら、惑乱に囚われる。

　ガイウスがなにを考えているのかわからず、それと同じぐらい自分がわからなくなってしまっていた。

　いったい自分はガイウスになにを求めているのだろう。

　肉欲を満たされたいのか。

　妃として存在を認められていたいのか。

　それとも伴侶として、魂を通わせたいと願っているのか……。

　──そのような、愚かなこと。

　ワダツミの帝として決して許されるわけがない。

　そう自分を戒めるのに、しかし花鱗の疼きが治まらない。

　見れば、痣がいっそう赤く熟うんでいる。

　それはまるで、花が実と化そうとしているかのようでもあった。







五幕　喪失




　ハヤテは前手に拘束された手の指先で、石床に刻まれた傷をひとつずつ数えていく。鉄てつ枷かせの鎖をもちいてつけた傷は、三十あった。

　この地中の暗くて狭い独房に移されてから、それだけたったのだ。

　三十一日前、ハヤテは白髪の医師によって仲間たちといた広い牢屋から連れ出され、なにやら診察らしきことをされた。そして伝染性の病だから隔離すると言い渡されて、ここに閉じこめられたのだった。

　戦で受けた矢傷もとうに癒えて体調にまったく異常がなかったため、ハヤテは納得できずに抗った。すると医師に耳元で囁かれた。

『あなたは呪われた王の不興を買ってしまった。これは生き長らえる方法です』

　独房に移される数日前、呪われた王の異名をもつガイウス三世が牢を訪れ、ハヤテに帰国話をもちかけた。しかしハヤテは大切なシキを置いて去れないと断った。

　そのやり取りが王は気に食わなかったのだろう。碧眼を昏くらくギラつかせてハヤテを睨んだ。

　テルスの者の眸は、獣のそれのようだ。

　王の獣そのものの眸も気味が悪いが、医師ユアハの銀灰色の眸もまた人形のもののようで寒気がする。ユアハには手ずから矢傷の治療をしてもらい、ほかのワダツミ兵たちも手厚い看護を受けたため、感謝はしている。それでもハヤテはユアハに生理的嫌悪を覚えずにはいられなかった。

　ワダツミでは、眸は魂の窓とされている。体内に宿った魂という灯を外側から垣間見れる唯一の部位なのだ。

　だから、ハヤテは知っている。

　──この世でもっともけなげで美しい魂をもつのは、シキ様だ。

　二歳下の乳兄弟を、ハヤテは自分の命よりも大切に思ってきた。ワダツミの民ならば皇族を大切に思う気持ちは誰しももっているものだが、ハヤテのシキに対する気持ちはほかの民とは違っていた。誰に教えられたのでもない、自分の心から湧き出した純粋なものだった。

　シキは幼いころから利発で凛り々りしかったが、周りから求められる第一帝位継承者像であろうとして、いつも緊張の糸を張り巡らせていた。でもその見えない糸の存在に気づいているのはハヤテだけだった。

　息子が母に心配をかけまいとするように、シキは幼児期をすぎるとハヤテの母である乳母のソメノの前でも、理想の皇子でいるようになった。しかし年の近いハヤテに対しては、ちょっとした我わが儘ままを言ったり、脆もろい部分を垣間見せたりしていた。そうやってたまに心を緩めてバランスを取りながら、厳しく文武を極めて帝となる一本道を歩いてきたのだ。

　ハヤテはそんなシキの姿に、いつも心打たれていた。

　シキにはふたりの弟がいるが、どちらも皇子でありながらシキとは違っていた。第二皇子のキリイは冷淡に感じられるほど実利的だ。第三皇子のナギは海神の神子であり、夢見がちで無邪気だった。ワダツミでは嫡子が絶対的な帝位継承者であるから、彼らは特別な重圧は感じていなかったのだろう。

　ひとりですべてを担になおうとするシキを、なにがあっても支え、護り抜こうとハヤテは心に誓ってきた。

「……それなのに」

　戦場でシキは敵国王に停戦とハヤテたち兵士の救済とを求め、素肌と花鱗を晒したのだ。ハヤテは背の矢傷よりも強い痛みを胸に受けた。いつも着物の深い場所に隠されている花鱗は、無残な戦場に不似合いななまめかしさで、シキが酷い辱めを受けているように感じられて涙が出た。

　あの呪われた王はこの三ヶ月以上、シキをどのように扱ってきたのか。もしも踏み躙るようなまねをしているのならば、この手でガイウスを討たねば気がすまない。

　そのためにワダツミとテルスの同盟関係が壊れようと、世界がどうなろうと、知ったことではない。

　──シキ様のためなら、自分は……。

　奥歯をギリギリと噛んでいたハヤテは、ふと耳をそばだてた。

　天井から染み出るように、懐かしい音色が聴こえてきたのだ。海蛇の皮を張った弦楽器で奏でるワダツミの曲だった。なぜか半月ほど前から、ときどき歌や楽器の音がかすかに聴こえてくるようになった。

　こんな暗くて狭い場所にいると、鬱屈した想念に魂が腐りそうになる。その腐敗を、祖国の音色がいっとき止めてくれる。

　目を開いていても閉じていても大差ない暗がりのなか、網膜に焼きついているシキの風雅な舞姿が浮かび上がる。

　その手で、貝の象嵌をほどこされた鳴き扇が煌めきながら開かれては閉じられ、幻の音色を耳元で鳴らす……。





＊






　作物もろくに育たない灰質のさらさらした土を、男たちが掘り返していく。新たに現れた変色した麻袋が引き上げられ、荷台に積まれる。

　濃密な死臭があたりに充満している。

　しかしガイウスもユアハも眉をひそめることもなく、囚人塔の看守たちの作業をすぐ傍で眺めていた。少し離れたところから「ワ・51」と大きく記された麻袋が掘り出されて、ふたりの前を引きずられていった。その遺体の入った袋からガイウスへと視線を向けて、ユアハが言う。

「死亡したワダツミ兵の遺体を、わざわざ回収して海葬するとは。まさか、ガイウス様がそこまで『三番目の妃』に配慮されるようになるとは思いませんでした」

「勘違いをするな。このところ獣が出るから掘り起こされる前に処分するだけだ」

「勘違いですか？」

「そうだ」

「ですが、彼を抱かないのは配慮でしょう？　もう一ヶ月以上も種づけしていません。それどころか触れようとすらしない」

　ガイウスは鋭い横目で旧知の医師を見返した。

「なぜそんなことを知っている」

「あのワダツミの帝には、育ちがよすぎる者特有の無防備さがあります。特に隠しだてもせずに夜の営みのことを打ち明けますし、診療のためだと言えば簡単にわたくしに脚を開きます」

　斟しん酌しゃくなく抱いてはユアハに治療を任せていたから、シキはそういうものだと思ってしまったのかもしれない。だから自分の責任でもあるのだが、ガイウスは不機嫌になる。

「抱かないのは飽きただけだ。女のほうが愉しめる」

「しかし女に夜伽もさせていませんね」

「──そういう気分にならないだけだ」

　ぞんざいに答えると、ユアハが顔を近づけて目を覗きこんできた。

「まさか、ご自分にまで、わからないふりをされているのですか？」

　銀灰色の眸に見詰められると、自分の内側深くまで見透かされているような心地になる。自分自身が意識していない部分まで。

「回りくどい。さっきから配慮だなんだと、なにが言いたい」

　ユアハが微笑を浮かべた。

「あなたがシキ様に触れないのは、また牙で傷つけてしまうのが怖いからです。そして抱かないのは、呪われた種が彼のなかに根付き、命を奪うのを恐れているため」

「────」

　そんなふうに明確に考えていたわけではなかった。ただ、触れたくない、抱きたくない、と強く思うようになっただけだ。そのくせシキへの滾たぎるような欲求は、ある。その矛盾をこの一ヶ月以上、かかえつづけてきたのだが……。

「彼は名実ともに、あなたの妃になったのですね」

　しみじみとユアハが言う。

　ガイウスは顔を歪めた。背筋が寒気で満ちていく。

　これは恐れの感情だ。

　──また、喪うのか？

　いま自分は確かに、シキを喪うことを恐れている。

　喪ってもかまわないからこそシキを思う存分抱いていたはずなのに、いつの間に、喪えない者になってしまったのか。

　ユアハが心を痛める声音で言う。

「これまでガイウス様が、大切な父を母を妹ふたりを、乳母を、恩師を、一番目の妃、二番目の妃と彼女に宿った我が子を、次々と喪っていくのを見てきました」

　身重の妃を亡くしたのは、五年前のことだ。

　あの時、わずかに残っていた人を想う心が枯れてしまった。起こるべくして起こったことに、涙も出なかった。

　それからは誰にも、わずかも心をかけることはなかった。

　そうすれば、誰にも呪いは感染しない。

　孤独が深ければ深いほど、穏やかにすごすことができた。

　──それなのに……俺はまた……。

「また苦しむあなたを見ることになるかと思うと、胸が張り裂けそうです」





＊






　シキはすでに七日も寝込んでいた。急に高熱が出て、こうして横になって目を閉じていても頭の奥がぐるぐると回りつづけ、寝台が揺れているような感覚が治まらない。

「シキ様」

　額にひんやりとした指先が置かれたのを感じて腫れた瞼を開ける。

「……ユアハ、殿」

「お加減はいかがですか？」

「昨日よりは、少しよいようだ」

　そう反射的に答えてしまってから、ハヤテに何度も怒られたことを思い出してシキは懐かしく苦笑する。

　ワダツミにとって第一帝位継承者は、帝に次ぐ絶対的な存在だ。くしゃみひとつしただけで大騒ぎになり、薬師や言霊師が何人も詰めかける。その大袈裟さも困ったものだったが、本当に具合が悪くて寝こんでいるときはもっと厄介だった。

　シキが臥している床とこを囲む御み簾すの向こう側で、責任のなすりつけあいと諍いさかいが起こるのだ。普段から薬師は言霊師を前時代的だと罵ののしり、言霊師は薬師を信仰を忘れた者と蔑んでいる。

　だからシキが「昨日よりよくない」などと素直に言おうものなら、血を見ることになりかねない。実際、シキが感冒で重じゅう篤とくになった五歳のとき刃にん傷じょう沙ざ汰たが起きた。薬師が言霊師を刀で刺したのだ。御簾の下から流れこんでくる血と、その匂い。逃げたいのに、悪寒と高熱とで動けなかった。白絹の寝具が赤く染まっていくのを震えながら見詰めていた。

　その事件を境に、シキは常に「昨日よりは、少しよいようだ」と答えるようになった。どんなに具合が悪くても、そう答えておけば諍いは起こらない。逆に大きく体調が回復したときも「少し」をつけた。そうしないと、また薬師と言霊師のあいだの空気が悪くなるからだ。

　そうやって幼いころから周囲の均衡をなによりも重んじてきたのだが、ハヤテにはよく叱られた。平気でないときは平気でない顔をしてくれと言われ、ハヤテの前でだけは平気でない顔をするようになった。

　武術の師匠もシキに対しては腫れものに触るような教え方だったので、ハヤテから習った。それを知らない周囲は、さすが将来の帝は文武や芸事の才が格別にあると誉ほめそやしたけれども、特別な才能などもっていないとシキ自身が一番よく知っていた。

　おそらく人より劣っていることもないだろうが、格別に優れてもいない。文武ならばキリイに天性がある。芸事ならばナギの感性が飛び抜けて豊かだ。

　それでも特別な存在でなければならないと思って、やってきた。

　──……しかし、なにもかも半端で、足りていなかったのだな。

　自分が不甲斐ないせいで、ワダツミは戦に惨敗した。ワダツミの自治権をなんとか残すことはできたものの、今後どうなっていくかはガイウスの気持ちひとつだ。しかしそのガイウスにとって、自分の価値はもう削けずれてしまった。

　すでに七日もガイウスの顔を見ていない。見舞いなど期待していなかったけれども、捨て置かれていることに胸がギシギシと軋む。触れてくれなくなったのは、やはり自分への興味が失われたからだったのだ。

　シキはつらい息をついて、診察してくれているユアハに尋ねる。

「王は、どうしておる？」

　火ほ照てる胸の素肌に銀製器具が当てられる。シキの心音を聴いたユアハがほんのかすかに眉をひそめた。

「所用で忙しくしておられますが、シキ様のことをたいそう心配しています」

「……、そなたは、よい医師だな」

　なぜそんなことを言うのかという視線をユアハが向けてくる。

「病人の心を削らないように努めている」

「それは治療の基本でしょう。いたずらに人の心を乱すのは、病に餌をやるようなものです」

「その基本ができておらぬ治療者は多い」

　ユアハがシキの襦袢の衿を合わせなおして微笑した。

「症状は安定しています。この薬湯をお飲みください」

　シキはユアハに助け起こされて甘みのある薬湯を飲むと、ふたたび寝台に沈みながら弱い声で尋ねた。

「ハヤテの具合はどうであろうか？」

「少しずつですが回復しています」

　それはきっとシキが咄嗟に言う「昨日よりは、少しよいようだ」と変わらない、実体のない言葉なのだろう。そこにあるのはユアハの気遣いだけだ。

　部屋にひとりきりになったシキは深く息をついた。

　ハヤテに助かってほしい。二歳年上の乳兄弟がいてくれたから、自分はここまでやってこられたのだ。

　──ここまで……。

　果たして、この先はあるのだろうか。

「ガイウス……」

　自分は動けず、彼はここに来てくれない。もう、このまま会えないのだろうか。

　──会えないまま、私は……。

　視界がすーっと暗くなり、頭の奥がぐらぐらする。目をきつく閉じても揺れは酷くなるばかりで、意識が端から崩壊していく。

　そのままシキは三日三晩意識を失った。










　碧い煌めきが、ぼんやりと乳白色に滲んだ視界のなかに浮かんでいた。

　宝石に光を当てているかのように美しい。

　思わず口許をほころばせると、その碧い煌めきが視界から消えた。次の瞬間、身体を強く締めつけられた。耳元で押し殺したような声が響く。

「よかった──よかった、シキ」

　馴染んだ声、馴染んだ匂い、馴染んだ腕。

「……、ガイ、ウス？」

　掠れすぎて声にならない声で呟くと、抱ほう擁ようの輪がさらに狭まった。

　これは夢なのだろうか。

　触れてすらくれなかったガイウスが、自分を抱き締めている。

　しかし夢にしては逞しい腕に締めつけられる感触はなまなましく、息苦しい。
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　胸が震える。自分でも驚くほど素直に、心も身体も嬉しさに満ちている。

　力の入りきらない手を広い背中に回して、シキは瞬きをする。ガイウスの背が泣くように震えていたのだ。

　ガイウスがシキの顔を間近から見詰める。

「帰ってみたら、お前の意識が消えていた。もう戻らないつもりかと思ったぞ」

「……そなた、どこかに行って、おった？」

「──」

　ガイウスが答えを言い淀むと、寝台の横に立っているユアハが代わりに答えた。

「王はシキ様のためにギメイル国の呪術師から、稀少の術薬を求められたのです」

「あの、ギメイル国の？」

　ギメイル国は内陸の峻しゅん険けんな山に囲まれた小国だ。魔術を基盤にした国作りをしていて、その国境は深い毒の霧で閉ざされ、異国の者を阻む。

「ギメイルとテルスの国境付近に隠れ住んでいる魔術師を、王みずから捜し歩かれていました」

　ガイウスが苦い顔をする。

「偏へん屈くつな爺じいさんで、薬を譲らせるのに手間取った」

　まさか所用の内容が、そんなこととは思いも寄らなかった。シキは蒼ざめ、ガイウスの首筋を両手で包むようにして彼の顔に視線を走らせた。

「毒の霧に近づくなど…っ。そなたは大丈夫なのか？」

　するとガイウスがつらそうな、見たこともない脆もろい表情を滲ませた。

「俺の心配などするな。俺の呪いのせいで、お前は苦しんでいる」

　──……苦しんでいるのは、ガイウスだ。

　胸が詰まる。

　きっとガイウスは、身近な者たちが命を落とすたびに、自分にかかっている呪いのせいだと考えて、苦しんだのだろう。

　そして素顔までも獣の兜のようにして、おのれを堅く鎧よろったのだ。そうすることで、周りの者たちに呪いを感染すまいとしてきたのではないか。

　でもいま、その鎧は崩れ、本来の彼の顔が現れていた。眸から垣間見える魂の色には、情熱と悲哀が入り混じっている。

　感じたことのないほど深い気持ちが、滾こん々こんと湧き上がってきていた。この想いをどうすればいいのか。自分はどうしたいのか……。

　シキはガイウスの顔に、顔を寄せた。

　唇が触れあいそうになったところで、ガイウスが大きく瞬きをして、突き放すようにシキから身体を遠ざけた。

　シキも我に返り、自分のしようとしたことに驚きょう愕がくする。

　もう少しでガイウスと魂を交わしてしまうところだったのだ。

　ガイウスの顔がふたたび、陰鬱に鎧われていく。

　──……どうして、いけないのだろう？

　ガイウスと接吻をして、魂を交わしてはいけないのは、どうしてなのか。

　自分がワダツミの帝であるからなのか。ガイウスが呪われた身だからなのか。……腰の花鱗がまるでなにかを訴えかけるように、熟んで、脈打つ。

「ガイウス、私は──」

　シキの言葉に押し被せて、ガイウスが問う。

「なにか欲しいものや、してほしいことはないか？」

　たくさんあるように思うけれども、なにをどう求めればいいのかわからない。

「なにも…」と答えかけ、シキは慌てて訊き返した。

「術薬は、術薬はまだ残っているのか？」

「ああ」

「その術薬で、救ってほしい者がいる」

　シキが言葉を続けるより先に、ガイウスが言い当てた。

「ハヤテか」

「そう、ハヤテだ。どうか彼を助けてほしい」

　胸の前で手を合わせて懸命に頼むと、ガイウスが考えこむ間があってから頷いた。

「わかった。お前の乳兄弟を助けてやろう」







六幕　万華




　灰質の乾いた土が、馬の蹄ひづめに軽く蹴り立てられる。木と土の香りのする風。陽が落ちたばかりの紫がかった空に、ひとつ、またひとつと星が生まれだす。

　シキは心地よさに、何度めかの深呼吸をした。

　すると背中に当たっている厚みのある硬い胸も、深い呼吸をした。軽く首を捻ねじって自分が背を預けている男を見上げ、尋ねる。

「こんなに城を離れて、よいのか？」

　黒馬の手た綱づなを繰りながらガイウスが言う。

「かまわん。もうすぐ着く」

　いったい、なんのために、どこに向かっているのか。

　今朝ガイウスが急に、夜になったら連れて行きたいところがあると言いだした。せいぜい城内のどこかだろうと思って了承したが、こうして馬での遠出となった。シキが王城の敷地から出るのは、半年前にテルスに下ってからというもの初めてのことだ。

　しかしいま感じているのは開放感よりも、ガイウスが自分と触れあってくれていることへの悦びだった。

　正体不明の病から回復した直後に抱き締めてくれたものの、それ以降ガイウスはやはりシキに触れようとしなかった。

　だからこうして、大きな身体にくるまれて馬に揺られているのが、嬉うれしくてならない。花か鱗りんがずっと、温かく脈打っている。

　背後から流れていた強い風が、ふいに流れる向きをぐるりと変えた。

　前方から押し寄せてきた湿り気のある風とその香りに、シキは思わず馬上で前のめりになる。

「潮の匂いがする」

　ガイウスが馬の腹を蹴けった。周りの護衛を置き去りにして、道を駆け出す。シキは馬のたてがみを掴つかみ、袴はかまに包まれた腿ももに力を籠こめた。

　周囲の森の景色がどんどん流れていき、そのうち道が上り坂になる。

　上りきったところで、すとんと周囲の景色が途切れた。

　切り立った崖がけのうえに出ていた。

　圧倒的な水の気配。潮の匂い。波の音。

　月明かりが波に砕かれて、一面に散り拡がっている。

「ああ…」

　シキは思わず自分の着物の胸元をグッと握り締めた。魂が震えるのは、ここがふるさとだからだ。ワダツミの民の命が孵かえり、還かえる場所。

　夜の海に見惚れていたシキは、足許から湧き上がってきた太鼓の音に視線を落とした。そして再度の驚きに目を見開く。

「シキ様、シキ様！」

「我らがワダツミの帝様！」

　浜辺に並べられた松明たいまつ台に、次々と火が入れられていき、そこにいる者たちを照らし出していく。囚人塔にいるはずのワダツミ兵たちが、満面の笑みを浮かべてこちらを見上げていた。

「────どうして、彼らが、ここに」

　夢でも見ている心地で呟くと、ガイウスが耳打ちしてきた。

「お前が病に伏しているあいだ、あいつらはほとんど寝ずに海神に祈りを捧げつづけていた。そして快復を知り、お前と海神に感謝の祭りを捧げたいと騒ぎだした」

「それで囚人塔から出して、ここに来ることを許したと……？」

「衛兵の監視下でな」

　いくら衛兵に見張らせているといっても、ワダツミの民にとって海は祖国へと最短で帰れる道も同然だ。そしてそれを、ガイウスも承知しているはずだ。

　シキの問いかける眼差しをかわすようにガイウスが視線を逸らし、「下るぞ。掴まっていろ」と言ったかと思うと崖から飛び降りるように馬を躍おどらせた。わずかな岩を足場にして、下りていく。

　ワダツミ兵たちが悲鳴を上げ、しかしそれは黒馬が見事に砂浜を踏んだのと同時に轟とどろく歓声に変わった。砂浜に据えられた大太鼓が打ち鳴らされ、浴衣の裾をはしょった男たちがトンボを切って喜びを示す。

　馬から降りたガイウスが両手を差し伸べてきながら問う。

「術薬を探してきたのは俺だ。お前たちの祭りを眺める褒ほう美びぐらいは、もらってもいいだろう？」

　ガイウスに身を委ねて砂浜に下り、シキは笑みを浮かべる。

「もちろんだ。そなたは私のこともハヤテのことも、助けてくれた」

　ユアハによれば、ハヤテはまだ完全に快復はしていないものの、術薬によって命の危機は脱したそうだ。

「我がワダツミの祭りを、どうか楽しんでほしい」

　これはもう、計算尽くしの取り引きではない。

　心からの感謝のしるしであり、本物の交流なのだ。

　ガイウスにワダツミのことを知ってもらいたい。自分が大切にしているものを分かちあってもらいたい。

　砂浜に拡げられた錦布に、シキは並んで腰を下ろしながらガイウスに伝える。

「ワダツミの祭りでは、水と火を一対にする。水と火は対立するようでいて、和合できるものなのだ」

　大太鼓を挟はさんで、ふたりの男が向きあい、浴衣の片肌を脱ぐ。そうして踊るように太鼓を叩きはじめた。力強い打音と、太鼓の縁を擦こする音とが入り混じり、ワダツミ特有のリズムを作り出す。それに乗って、無数の鳴き扇が繊細な音を奏でだす。鳴き扇を両手に大太鼓の周りをくるくると回り踊る者たちが、次第に魚群のように流れだし、いくつかの輪を作る。その輪の中心に轟々と燃える松明をもった踊り手が入り、太鼓の音に合わせて見事な側転や宙返り、捻り飛びを披露する。するとパッと輪が散り、また魚群のように踊り手が流れて新たな輪を作り、松明を迎え入れる。その速度が次第に速くなっていく。

「目まぐるしくて美しいな」

　松明の炎に照らされるガイウスの顔には、感嘆が浮かんでいた。

　シキは誇らしい気持ちで教える。

「ワダツミには万華鏡という、筒状のからくり箱がある。それに似ているからこれは万華の舞と呼ばれている。今度ワダツミから取り寄せて、そなたに万華鏡を贈ろう」

「……」

　ガイウスがシキをじっと見詰めてから、なにも言わずにまた祭りの群舞へと視線を戻した。しかしすぐに驚きの呻うめき声をあげて、ぐっと身を乗り出した。

「おい、海が」

　言われて、シキも海へと目を向ける。

　海が、大太鼓の音に合わせて波を弾ませていた。

「あれは海神が応えてくれているのだ」

「──お前たちは本当に、海を操れるわけか。この祭りが秘術なのか」

「秘術というほどでもないが、ワダツミの民の想いに海は応えてくれる。ごく自然なことだ」

　海流を操って敵を押し流すようなことはシキひとりでも可能だが、ワダツミ防衛の最大秘術は、大波を引き起こせる神子にしかおこなうことができない。……その神子である末の弟が行方知れずのままであるから、いまのワダツミは大きな砦とりでを欠いている心こころ許もとない状態なのだ。

　ガイウスが苦笑を漏もらす。

「お前から海を操る秘術を聞き出してやろうとしていたが、ワダツミの民にしかできないことだったのか」

「そなたの頼みなら、私が聞こう」

　揺らぐようにガイウスの上体がシキのほうへと傾く。間近から顔を覗きこまれた。

「それは同盟国の主としてか？」

「──」

　心臓を握り締められたような感覚に陥おちいる。同時に花鱗がズキンと疼うずく。

　なにか言いたげな視線の余よ韻いんを残して、ガイウスがまた祭りの舞に見入る。今日のガイウスはこれまでにないほど雰囲気がやわらかい。シキの身体はごく自然にガイウスへと傾いた。二の腕の外側が重なる。心臓も花鱗も甘く脈打つ。

　万華の舞もたけなわとなり、男たちがもろ肌脱いで海へと入る。まるでトビウオのように男たちが海と宙を自在に飛びまわりながら、松明を互いに投げ渡しあう。海上でいくつもの炎が流れ、踊る。

　ワダツミの者ならば、ここから故郷の海まで泳いで渡ることができる。シキはひそかにこのまま彼らが沖へと去ってくれることを祈ったが、ワダツミ兵はひとり欠けることもなく浜へと戻ってきてしまった。彼らは跪ひざまずき、消さずに海からもち帰った、海神の加護の宿った炎をシキへと捧げる仕種をする。

　ふいに、ガイウスが立ち上がった。

　そして砂浜でワダツミの祭りを眺めていた衛兵たちに大声で告げた。

「俺から、このワダツミの者たちに話がある。お前たちは崖上の森のなかで待っていろ」

　従者たちは怪け訝げんな顔をしたものの、獣王に睥へい睨げいされると慌てて馬に乗って浜を去った。

「ガイウス。話とはいったい……」

　なにか不興を買ったのかと心配するシキの背にガイウスが大きな手を添えた。

　そして跪いている五十人のワダツミ兵たちを見回しながら告げた。

「お前たちはこのまま国に還れ」

　その言葉に、シキもワダツミ兵たちも目を瞠みはる。もしかするとガイウスがワダツミ兵たちの逃走を見逃すつもりでいるのかもしれないとは感じていたが、まさかこのようなかたちで直接、解放を宣言するとは思ってもいなかった。

　胸がいっぱいになって、シキは涙ぐみながらガイウスを見上げた。礼を言おうと口を開きかけたシキの背をガイウスが前へと強く押し出した。ワダツミ兵たちのほうへよろめきながら、シキは何事かと振り返る。

　ガイウスはシキを見ようとはせず、ワダツミ兵に命じた。

「お前たちの帝を、国まで護って還れ」

　シキは言葉の意味を理解できずに、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　数拍の沈黙ののち、ワダツミ兵たちが歓喜の声をあげてシキを取り囲んだ。シキはガイウスのほうへと手を伸ばしたが、やはり碧い目はシキを見ようとしなかった。その顔はふたたび硬く鎧われていた。

「衛兵たちに見つかる前に、行け」

「獣の王、ありがとう、ありがとう」「テルスはワダツミの友」「獣王とユアハ様に海神の祝福があらんことを」

　口ぐちに感謝の言葉を述べながら、兵たちは海へと向かっていく。それに呑みこまれたシキは潮に流されるように海へと連れ去られた。腕や肩をいくつもの手にそっと押さえられて水に沈められる。

　──ああ……海だ。

　王宮の部屋に溜められた水とは違う。新鮮な生きている水だ。魂が悦びに打ち震える。このまま飛ぶように泳いでいけば、ワダツミに還れる。弟からの報告書の文面ではなく、この目で国がどうなっているかを見られるのだ。

　──我が国、我が民の許へ。

　腕で水を掻き、脚が水を蹴る……しかし、身体に力が入らない。心臓が、重たく後ろに引っ張られているのを感じる。いつしか手も脚も動きを止めてしまっていた。

　訝いぶかしみ、心配する兵たちに取り囲まれる。

『シキ様、大丈夫ですか？』

　水にくぐもる声に訊かれる。

『自分たちがお運びしますから、楽にしていてください』

　伸びてくる手から、シキは咄とっ嗟さにするりと逃げた。

『シキ様……？』

『私、は』

　──私は、どうしたいのか……。

　帝なのだからワダツミに還って然しかるべきだ。この命を与えられたときから、それは定められたことだった。自分の魂も肉体も、国と民のために使われなければならない。

　それなのに、花鱗が焼かれているかのように熱く痛む。

　なにかを必死に訴えかけるようなその痛みに心を向ける。

　自然と、唇が動いた。

『私は還れぬ』

　言ったとたん、自分の本心が鮮やかに浮かび上がってきた。

　こんな選択は帝として許されない。それでも、気持ちをどうやっても動かせない。

『どういうことですか、シキ様っ!?』

　シキは海水を深く吸いこんでから、ワダツミの兵士たちをゆっくりと見回した。ひとりひとりに言い聞かせるように伝える。

『私はワダツミには戻れぬ。そなたたちだけで国まで泳ぎ還るのだ』

『……、そんなっ、なぜですか』

『私の魂は、あの獣の国に繋ぎ止められてしまった。もし肉体だけ還れば、心と肉が裂けてしまうであろう』

　兵士たちは押し黙ったまま、互いに顔を見合わせていたが、シキの意志が巌いわおのようであると理解したらしい。悄しょう然ぜんとしながら申し出る。

『ならば自分たちもシキ様とともに』

『それは絶対にならぬ』

　そうシキが厳しい声音で言ったとたん、海中に強い流れが起こった。その流れにワダツミ兵たちが押し流されていく。泳ぎの達人とされる者すら、その流れに抗あらがうことはできなかった。

　海神がシキの気持ちを汲くみ取ってくれたのだ。それに感謝を捧げてから、シキは陸に向けて泳ぎ出した。今度はまるで、魚が呑みこんだ釣り糸に引かれる勢いで水中を進んでいく。

　いまから戻って、ガイウスに追いつけるだろうか。還すと決めたガイウスが、自分を受け入れてくれるだろうか。

　突き上げるような焦しょう燥そう感かんに駆られながら浅瀬まで戻って海上に顔を出したシキは、唇を震わせた。

　水際に並ぶ松明。

　その炎を背後から浴びて、ガイウスは黒い影と化していた。海に浸かった腿が、さらに歩を進める。

　──ああ……。

　自分が陸に引き寄せられたように、ガイウスは海へと引き寄せられているのだ。そしていま自分がガイウスを見詰めているように、ガイウスもまた自分を見つけてくれたのがわかった。

　波の音に、獣の咆ほう哮こうが混ざった。ガイウスが波を蹴立てて進みだす。

　シキも一心不乱に波を掻き分けた。そうしてほとんどぶつかるように、逞たくましい腕のなかへと飛びこむ。

　胸まで波に浸つかりながら仰あお向むき、浮力に助けられるまま、ガイウスの顔へと顔を寄せた。

　濡れそぼった唇が重なる。

　ガイウスはなにが起こっているのか瞬時には理解できないようだったが、ぶるりと大きく身震いすると、唇を強く圧し返してきた。

　──繋がっている。

　肉体だけでなく、自分のすべてがガイウスと固く繋がっているのを感じる。

　どうしようもなく涙が溢あふれてきた。

　熱い吐息とともに唇がわずかに離れる。離れたとたんにまた重なりたがる。それに抗うようにしながらガイウスが苦しげに呟く。

「お前に呪いが感染うつる」

　生来の情の深さのぶんだけ彼は大切な人を喪うしなうたびに苦しみ、次第に深い孤独へと沈んでいったのだろう。そうして、身も心も黒い鎧で覆おおってしまったのだ。

　シキは呪いに対する憤いきどおりに胸を焼かれる。

「俺はお前を喪いたくない。そのためには離れるしかない」

　重い塊かたまりを吐き出すように告げられたその言葉に、ガイウスの想いが籠められていた。

「私を護ろうとしてくれたのだな」

　碧い眸ひとみが哀しげに見詰めてくる。

　傷ついて弱った獣の目だ。

「だが私は、そなたから離れられぬ。……帝として国を護まもり、民とともにあらねばならないとわかってはいる。それでも、どうしても……」

　葛かっ藤とうに掠かすれる声を、ガイウスに奪われた。

　唇を吸われて、牙で咬かまれて──男のしたたかな舌を口に受け入れたとき、花鱗から甘やかな激しい痺しびれが身体中へと散り拡がっていった。







七幕　ハヤテ




「もう病は治りました。あなたをこの独房から解放しましょう」

　そう言いながら、白はく髪はつの医師がハヤテの手首の枷かせを外す。いったいなんの病気で隔離され、どういう判断で治ったと見なされたのかもわからない。しかしそれを問とい質ただす気力すら、失せてしまっていた。

　虚うつろな顔つきのまま、ハヤテはぼそぼそと尋ねた。

「仲間は……自分の仲間たちは？」

　三日前、朝食のあとしばらくしてから、囚人塔で異変があった。塔内を移動する多くの足音が聞こえたのだ。階段を下りて、おそらく塔の外へと出て行った。そしてそれを境に、ワダツミの楽器の音や歌声が途絶えた。

　いまだに、彼らが戻ってきた気配はない。

　……まさか処刑されたのか。

　その考えが浮かぶたびに、ハヤテは鉄の扉に縋すがって仲間ひとりひとりの名前を叫んだが、それは地下通路にすらまともに響かないほど掠れていた。

　ハヤテを独房から連れ出しながら、ユアハが答える。

「彼らはワダツミに還りました」

「────嘘うそだ」

　半年も捕らえていたのに、あっさりと還すはずがない。

「嘘ではありません。テルスの海で解放されたのです。シキ様もその場にいて、見送りました」

「シキ様……本当に？」

　銀灰色の目の輪郭が微笑のかたちになる。

「あなたもワダツミに還るのです」

　懐かしい故郷の景色と空気が、幻となってハヤテを取り巻いた。還りたくて還りたくて、たまらない。その気持ちをなんとか押し留めながら問う。

「シキ様も、国に還られるということか？」

「いいえ。シキ様はテルスに留まります」

「っ、それなら自分も国へは還らない。シキ様をおひとりで獣の地に残すなど！」

　力の入りきらない手で、ハヤテはユアハの白い軍服の胸元を掴んだ。

　ユアハが溜め息をつき、秘密の話をする声音で言った。

「三日前の夜、ガイウス様はシキ様のことも海に放ち、国に還そうとしました。しかし、シキ様は戻ってきてしまったのです。わたくしはそれを崖のうえから見ていました。……そして、シキ様は」

　躊躇ためらうようにユアハが言葉を切った。ハヤテは額がぶつかりそうな距離から医師の無機質に整った顔を見据えた。

「シキ様が、どうされたというんだ？」

　囁ささやき声が答えた。

「ガイウス様にみずから接吻をされたのです」

「────」

「ワダツミでは接吻はとても特別な行為だそうですね」

　ユアハの胸元からハヤテの手がだらりと落ちる。

　接吻は、ただひとりの伴侶と魂を交わすためにおこなうものだ。

　──シキ様が、みずから、獣王に……？

　ハヤテは首を横に振り、自分に言い聞かせるように呟く。

「そんなはずは、ない。あるはずがない」

「信じられませんか？」

「当たり前だ…っ」

　憐あわれみの表情を浮かべながらユアハが提案する。

「それでは事実を、その目で確かめてみますか？」

　まともにものを考えられないまま、ハヤテは頷うなずいた。




　ボロボロになった貫頭衣のうえに、ユアハから渡された黒いフードつきのケープをまとい、ハヤテは囚人塔をあとにした。暗い地下の独房にいたせいで、月がまるで太陽のように眩しく感じられた。

「嘘だ……嘘に決まっている」

　ぶつぶつと呟きながら、覚おぼ束つかない足取りでユアハのあとをついていく。裏口から王宮へと入り、石造りの螺ら旋せん階段を上る。それから廊下を歩き、また階段を上った。

　王宮の奥深くまで来たところで、大きな扉が現れた。その両脇には衛兵が二名ずつ立っている。

　ユアハが彼らに「王に急用がある」と告げると、「ユアハ様、そのお連れの人は？」という質問が返ってきた。

「王が謁えっ見けんを許した者だ」

　さらりとユアハが嘘をつくと、それ以上追及されることなく扉を通された。ユアハが王城内で絶対的な信頼を得ている存在らしいことを、ハヤテは改めて知る。

　月明かりに照らされた部屋を見回す。巨大な双頭の獣の姿が目に飛びこんできて、思わず飛び退いた。動かない獣が絵画だとわかるのに、数拍を要した。

「ここは、王の──？」

　尋ねようとすると、ユアハの人差し指がそっとハヤテの唇に縦に置かれた。そうして彼は、音を立てないように部屋の窓を開けた。手招きされて行くと、そこには広いバルコニーがあった。ユアハに背中を押されて外に出る。バルコニーは隣室の前まで続いていた。

「隣の部屋を覗いてください。くれぐれも静かに」

　囁かれたとおりに、ハヤテは足音をひそめて隣室の前へと移動した。カーテンも窓も開け放たれていて、月明かりが部屋深くまで青白く射しこんでいる。

　大きな天てん蓋がいつきの寝台がある。どうやら寝所らしい。

　地下牢生活で暗順応しやすくなっているハヤテの目は、すぐに人の姿を認めた。

　金髪の立派な体たい躯くをした全裸の男が、寝台に伏せている。そして男の下には、仰向けになっている人がいた。

　男の肉体が力強く波打つたびに、下敷きになっている者の、宙に頼りなく上げられた脚がビクつく。肌がぶつかりあう音と、湿り気のある卑ひ猥わいな音が響いている。

　性交をしているのだ。

　ハヤテは赤面して慌てて目を逸らそうとしたが、ふと引きずられるように視線を戻した。敷布のうえに流れる、つややかな暗色の髪。

　──……まさ、か。

　心臓が不穏に轟く。

　大きな身体が覆い被さっているせいで、犯されている者の姿はよく見えない。男の腰の動きがどんどん荒々しくなっていく。その動きがふいに途切れたかと思うと、突然、身体の繋がりを抜いた。驚くほど太くて長い陰茎が露わになり、その槍のように張った先端から粘液を噴く。

「お、ぉ」

　腰を幾度も突き出して獣のような声を短く漏らしながら大量の体液を敷布へと放ちきると、男は胡坐あぐらをかき、仰向けにくったりしている者の手首を掴んだ。

　だるそうに身を起こした人に月明かりが流れかかる。

「────」

　ハヤテは衝撃にわななく息を呑んだ。

　こんなことがあっていいはずがない。

　──ワダツミの、帝が……自分の、シキ様が……。

　ハヤテは血走った目を、立派な体躯の男へと向ける。

　囚人塔に自分を訪ねてきたことがあるガイウス三世に間違いない。

　ガイウスは、シキを犯したのだ。おそらくこの半年、ずっと犯しつづけてきたのだろう。

　──気高いシキ様を、無理やり…っ！

　激げき昂こうのあまり、いまにも視界が暗転しそうになる。

　ガイウスを八つ裂きにしても、この憤りはわずかも治まらないに違いない。昏倒寸前のハヤテはしかし、さらに信じがたい行為を目まの当たりにした。

　シキの頬ほおをガイウスの手が挟み、自分の顔へと引き寄せたのだ。シキはまったく抗わずに、ガイウスの腿に手を置いて身体を前傾させた。

　ふたりの唇がそっと重なる。

　──……そん、な。

　いま、シキの魂はガイウスの魂と繋がっているのだ。シキの魂がガイウスのなかに入りこみ、ガイウスの魂はシキのなかへと侵入するのが見えるようだった。

　──シキ様は、脅されるかなにかして、接吻を受け入れさせられているんだ。ユアハはシキ様がガイウスに接吻したのを見たと言っていたが、それも脅されてやむなくしたのだ。

　ガイウスに啄ついばまれたシキの唇がわずかに開く。そこへとガイウスの舌が入っていく。シキが抗う動きで男を押し退けたとき、ハヤテは心底から救われた気持ちになった。やはり本意ではないのだ。

　シキがよほど強く押したのか、ガイウスの身体が仰向けに倒れた。そのガイウスの下腹部をシキが跨またぐ。そうしてみずからゆっくりと腰を下ろしていった。完全に座りきると、ありえない淫みだらさで腿を開ききって両膝を立て、敷布を足の裏で踏んだ。舞い踊るときそのままに、シキの腰がしなり、蠢うごめく。ガイウスの厚い胸部がわななく。

　ハヤテはもう自分がなにを目にしているのかも理解できなくなって、ただ凝ぎょう視ししていた。

　はにかむようにシキがガイウスに微笑みかける。聞いたこともない甘くて切ない掠れ声が聞こえてくる。

「なかに、蒔まいてほし…い」

「お前に呪いの種は蒔けん」

「でも……そなたをもっと、ほしい」

　宥なだめるようにガイウスの手がシキのなだらかな胸を這い、粒を摘つまむ。シキの身体がビクンとして、腰をなまめかしく上下させる。その下腹で膨らみきった陰茎が根本から振りまわされ、蜜を散らしながら男の下腹に先端を打ちつける。

　ガイウスがたまらなくなったように上体を起こした。下から猛然と腰を突き上げはじめた男の肉感的な唇に、シキが接吻する。あられもなく、互いの口へと舌が行き来するのが、ちらちらと見える。

　頭の芯が重たく痺しびれるのを感じながら、ハヤテは呟く。

「けだもの、だ」

　いま目の前にいるのは、二匹の獣だった。

　けなげで美しい魂をもつ、自分の乳兄弟ではない。気高いワダツミの帝ではない。

　肘をやんわりと掴まれる感触に、ハヤテはのろりと視線を横に向けた。いつの間にかユアハが寄り添うように立っていた。銀灰色の眸が濡ぬれ煌きらめいている。彼に腕を引かれ、ハヤテは隣の部屋に戻り、そのままどこをどう歩いたのかもわからないまま、がらんとした広い部屋へと連れてこられた。

　石床が剥むき出しで、巨大な翼など奇妙なものが陳列されている。消毒液の冷たい匂いに鼻の奥がひんやりする。

　そこからさらに扉を抜けたところにある、寝台の置かれた部屋に連れて行かれた。

「奥に浴室があります。独房生活の疲れと汚れを洗い流しなさい」

　促うながされるままにハヤテは浴室に入り、陶器のバスタブに水を張った。衣類を脱ぎ捨てて、水に頭まで浸かる。目から溢れる涙を水にとめどなく溶かしていく。

　すさまじい喪失感に、どうしていいのかわからなかった。
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　この世でもっとも大切な人が、悦んで穢けがれる姿を見てしまったのだ。しかもよりによって相手は獣の王なのだ。

　忘れてしまいたいのに、その姿が脳裏に焼きついて剥はがれない。水中でどれぐらいのあいだ嗚お咽えつを殺していただろうか。

　肩をそっと叩かれる感触に、腫れた瞼まぶたを上げる。水の向こう側にユアハがいた。彼は濡れるのも厭いとわずにハヤテを抱き起こした。

「身体を洗ってあげましょう」

　抗う気力もなくされるがままになる。浴槽の縁に項うなじを載せさせられ、頭を洗われた。一度では綺麗にならなかったらしく三度洗いされる。それから顔を洗われて髭ひげに刃を当てられた。いっそこのまま喉を掻き切ってほしい。

「シキ様の魂は、獣に汚染された」

　そう呟いたとたん、新たな涙が目から噴き出した。

　ユアハは医師らしい手際のよさで刃を使い終えると、ハヤテを浴槽の縁に座らせた。丁寧に背中と腕を洗われ、それから今度はユアハのほうを向くかたちで座りなおさせられる。胸や腹部、脚を洗われていく。ハヤテはぼんやりと涙を流しつづけていたが、ふいに身体がビクンと跳ねた。

　目線を下げると、自分の開いた脚のあいだに跪ひざまずいたユアハが、泡まみれの両手でじかに陰茎を包んでいた。

「なにを……」

　しかしハヤテをもっとも驚かせたのは、ユアハの行為ではなかった。その手に包まれているものが猛たけっていることだった。

「っ、──自分になにをしたっ」

「私はなにもしていません。ずっとこうでしたよ」

「そんなはずはない。なぜ……」

　ユアハが上目遣いに見上げてくる。

「興奮したからでしょう」

「興奮？」

「愛しい人が穢される姿を見て」

　ハヤテは絶句した。ひどい侮辱だと思う。

「自分はっ、邪よこしまな目でシキ様を見たことなど一度たりともない！　さっきも、ただ驚いていただけだ……あんな……あんな」

　ユアハの指を押し拡げながら陰茎が太さを増し、尖った先端がヒクついた。

「素直な身体ですね」

　顔が焼けるように熱くて、同時に貧血を起こしかけているかのように頭がくらくらする。これほどまでに哀しく、憤っているのに、なぜ自分の肉体はこんな下げ賤せんな反応をするのか。ユアハが揉みこむように手を蠢かすと、ペニスは刺激に悦んで頭を振った。その刀のように長々と張ったものへと、ユアハが口を寄せる。

　ハヤテは慌てて白髪を掴み、止めた。

「口は神聖な場所だっ……こ、口淫は、禁じられている」

「テルスではこれはただの愛撫にしかすぎません。シキ様も悦んでガイウス様にしてもらっています」

「…………、シキ様、が？」

　新たなショックに手指から力が抜ける。ユアハの唇が先端を浅く咥くわえた。それだけで、性器から全身へとビリビリと痺れが走った。唇の内側で尖りを舌でくじられる。信じられないほどのいやらしい感触だった。

　──こんなことを……シキ様は、あの男に与えられて……。

　自分が抗わないのは果たして、シキと同じ経験をしたいからなのか、それともこの世のものとは思えない快楽に呑みこまれてしまっているせいなのか。

　泡まみれの手で腫れた幹を扱しごかれつつ、ねっとりと深くまで口に含まれていく。性器を粘膜に包まれる感触に鳥肌がたつ。思わず腰が引けて、ユアハの口から抜いてしまった。

「どうしたのですか？　初めての少年のように過敏に反応して」

　ハヤテは自身の顔を鷲掴みにして、赤面を隠す。

「……はじ、めて、だ」

「──まさか女性としたこともないのですか？」

　ワダツミでは二十歳ぐらいで婚姻する者が多い。それに接吻さえしなければ婚前の性交渉も認められているため、二十八歳にもなれば普通は経験済みだ。それでも貞操を保ってきたのは──。

　ユアハが同情するような共感するような表情を浮かべた。

「あなたはそれだけ、仕える人にすべてを捧げてきたのですね」

　その表情と言葉とで、ユアハもそうなのかもしれないと感じた。彼も仕える相手に──ガイウスにすべてを捧げてきたのではないか。そしてガイウスがシキと性交することに苦しんできたのではないか。

　ユアハの唇が大きく開かれて、ふたたびハヤテのものを咥えた。

　もしかすると彼は、ガイウスにこんなことをしたいのだろうか。……自分がシキにこうしてほしがっているように。そう考えたら、腰が逃げずにいられた。

　流線型をした生殖器は愛しげにしゃぶられたのち、ユアハの喉の奥深くまで収められ、揉みしだかれた。

「う…っ、ぁ…ぁぁ」

　目の裏がチカチカするほどの快楽に、ハヤテは声をたてながら喘あえぐ。根本近くまで咥えられて、呑みこもうとするかのように吸引された。

「っっ、く、ハ…」

　もう出ると言いたかったが、そう教える前に射精が始まってしまっていた。すさまじい勢いで白濁を放っていく。

　ユアハは喉を蠢かせて、それをすべて嚥えん下げしていった。





＊






「本当に、ハヤテはワダツミに還ったのだな。ユアハ殿、説得してくれて感謝する」

　シキはユアハに向かって両手を合わせた。

　術薬によってハヤテの身体が完全に快復したという報告を受けて、シキはハヤテをなんとか国に還したいとユアハに相談したのだった。以前、ガイウスが囚人塔に出向いて帰国を促したとき、ハヤテはそれを一蹴した。そこで自分がじかに会って説得するのはどうかと考えたのだが、ユアハに反対された。シキの顔を見るのは逆効果でよけいにテルスに留まる決意をするだろうと言うのだ。確かにそうかもしれないと思い、腹案があるというユアハに一任した。

　その結果、こうしてハヤテを祖国に還すという願いが叶ったのだった。

　テルスに来て半年、会えずじまいだったけれども、ハヤテの存在は自分を励ましてくれていた。できれば遠目からでも見送りたかったが、ずいぶんと早朝の出立であったらしい。

　──ソメノは泣いて喜ぶだろう。

　乳母と乳兄弟の再会する姿を思い描いて、シキはひとり微笑んだ。





＊






　船は追い風を受けて、海上を滑るように走っていく。ワダツミの民ならば潮の流れを読んで最短でワダツミへと辿たどり着けるのだが、ハヤテを確実に国に送り届けるようにとユアハからの指示を受けた船員と衛兵たちは、泳いで還ることを許さなかった。

　ハヤテは甲板でぼんやりと海と、その向こうにそびえ立つ国境沿いの山影とを眺めていた。

　テルスの王城を発つとき、ユアハからシキに挨拶をしてから還るかと問われたが、ハヤテは首を横に振った。シキに合わせる顔がなかった。

　自分はシキへの欲望の捌はけ口として、ユアハを抱いた。それはガイウスの代わりにユアハを抱く行為でもあった。肉体を、三度も繋げた。そしてそのまま仮眠もとらずに王城をあとにしたのだった。

　──俺もまた、獣になり果てた。

　ユアハは白い軍服の下だけ脱ぎ、行為のあいだずっと俯うつぶせだった。そのほうがガイウスに抱かれている錯覚を味わえたのだろう。ハヤテは夢中になって差し出される孔を使っただけだった。

　相手を慮おもんぱかることもない、欲望を吐き出すためだけの性交。それによって肉体だけでなく精神まで純潔を喪ったように感じられていた。

　丸二日におよぶ船旅のあいだ中、気鬱は去らなかった。

　それでもワダツミの帝都が見えてくると、ハヤテの心は懐かしさに震え、自然と目から涙が零こぼれた。牢獄のなかで、この景色を、匂いを、潮風を、何度夢に見たことだろう。

　船から降りると、港にいた顔見知りたちが驚きに目を剥いた。そしてすぐに歓声をあげながら駆け寄ってきた。

「ハヤテっ、お前も戻ってこられたんだなっ」「よく無事でいたな」「おかえり、おかえり」

　抱きつかれ、背を叩かれ、労ねぎらうように肩や腕を摩さすられる。

　ようやく、解放されたのだという実感が血流に乗って身体中へと巡りだした。

　まずは帰還の報告をしに、海沿いの切り立った崖のうえに佇む城へと向かった。海底のどこかにあるという竜宮城。それを模して造られたとされる城は壁や柱に貝象ぞう嵌がんが嵌めこまれ、文字どおり光り輝いている。

　ハヤテが港で人に巻かれているうちに、誰かが先回りして城にハヤテの帰還を知らせたらしい。巨大な冠かぶ木き門もんを入ったとたん母の姿が目に飛びこんできた。ハヤテはよろめくように母へと走り寄り、その手を固く握った。母はたった半年のあいだに痩やせ細り、白髪も目に見えて増えていた。

「ただいま、母さん。戻りました」

「おかえりなさい、ハヤテ。かならず……かならず還ってきてくれると信じていましたよ」

　涙で頬を濡らして噛み締めるように言ってから、なぜか母が声をひそめた。

「シキ様がそうお約束してくださいましたから」

「母さん、シキ様を連れて還ることはできな──」

　母が小刻みに頭を横に振ったので、ハヤテは言葉を止めた。息子である自分以上にシキのことを大切にしていた母が、なぜ報告を遮るのか。訝しく思っていると、母が耳に口を寄せてきた。

「わたくしはもちろん、あのような噂は信じていません。シキ様がナギ様のことを……など、あるわけがありません」

　ハヤテは母から巷ちまたで流れているというおぞましい悪意に満ちた噂の内容を確かめると、憤りに身を震わせ、いまワダツミの実質的な執政をおこなっている第二皇子キリイの許へと走ったのだった。







八幕　呪いの影




　人びとで溢れ返る、テルスの城下町にある市場。

　そこに王が、ワダツミの帝をともなってふらりと訪れたのだから、それはもう蜂はちの巣すをつついたような騒ぎになった。

　遠巻きに眺める民衆の顔には、九ヶ月前のような嫌悪の色はない。ワダツミと同盟国となってから、海路を使って頻ひん繁ぱんに人と物が行き来するようになったためだろう。こうして市場を見渡せば、ワダツミ特有の紋様が織りこまれた布や特産品が多く見られる。穏やかで真面目なワダツミ人の気性も、商いを通じて知られることになったに違いない。

　シキはこのところ、よくこうして城外に足を運ぶ。テルスをもっと知りたくてたまらないからだ。その気持ちをガイウスは汲み、こうして同伴までしてくれる。いちいちガイウスの手を煩わずらわせたくないので従者だけでいいと申し出たのだが、「俺が一緒に行きたいのだ」の一点張りで却下された。

　しかし正直なところ、一緒に歩きながらガイウスからテルスのことをいろいろと教えてもらえるのは嬉しい。説明を聞いていれば、彼がいかによい君主であるかが伝わってくる。

　自分も帝として、ガイウスのようにあれたらどんなにいいかと思う。

　以前は帝の義務であるかのように、国と民のことを考えることを自分に強いていたが、いまは気持ちが自然とワダツミに向かう。

　戦に負けて喪ったものは多くある。命を落とした兵たちのことを考えると自責の念に駆られる。彼らの亡なき骸がらが海へと還ってくれたことが、せめてもの救いだった。休息を経て、彼らの魂は孵かえってくるだろう。

　そしていま、喪われたものを苗床として、文化の交流という新芽がこうして育ちつつある。水と火が和合するかのように。

　そのようなことに思いを馳せていたシキは、幼い少女が籠を手に近づいてくるのに気づき、腰を屈かがめた。

「これは可愛らしいお子だ」

　微笑しながら言うと、少女がはにかんだ笑顔で籠を差し出してきた。なかには苺いちごがひと粒だけ入っていた。

「綺麗に洗ってありますからこのまま食べてください、って」

「まるで赤珊さん瑚ごのような色合いをしている。ありがとう」

　籠からその苺を取り出そうとした瞬間、ガイウスが籠を叩き落とし、苺を踏ふみ躙にじった。果肉が潰れて、赤い汁が石畳に滲む。

「ガイウス、なにを……」

　非難しかけたシキはしかし、動きを止めて苺を凝視した。果肉が次第に緑色に変色してどろりと崩れたのだ。石畳が溶けながらシュウシュウと音をたてる。

　驚きに目を見開いている少女に、ガイウスが問う。

「これをワダツミの帝に渡すように、誰かに言われたのだな。正直に答えろ」

　ようやく事態が呑みこめてきたらしい。少女は真っ青になってガタガタ震えだした。そうして市場の端のほうを指差した。

「あ、あっちで。ワダツミの、人に」

　シキは眉をひそめた。

「間違いなく、ワダツミの民であったのか？」

「帝様みたいな髪の色をしてました──あたし……あたし」

　少女の肩にシキはそっと手を置いた。

「大丈夫だ。そなたには、なんの罪もない。少しだけ話を聞かせてくれぬか？」

　大粒の涙を零こぼしながら、少女は大きく頷いた。







　少女に真実を語った報奨金を与えて家に帰してから、ガイウスは兵たちに苺を少女に渡したワダツミの商人らしき者の捕ほ縛ばくを命じた。

　祖国の者が自分を害しようとしたらしいことに、シキの気持ちは塞いだ。

　──いったい、どういう目的で……。

　鬱々と考えこんでいると、ガイウスが部屋を訪ねてきた。シキの座る長椅子の隣に腰を下ろす。その顔色はひどく悪い。シキの手を握りながらガイウスが唸るように言う。

「この三み月つきで、四度もお前の命は危うくなった」

　一度目は正体不明の高熱が出て、術薬で快復した。二度目は城外に散策に行ったときのことで、急に馬が暴れだして危うく谷へと振り落とされそうになった。三度目は城内の壁に取りつけられた松明が落ちてきて、着物の袖に引火した。そして今日の苺だ。もし食べていたら臓器が溶けて、まず助からなかっただろう。

「俺のせいだ」

　ガイウスの手から震えが伝わってくる。

「そなたは、いつも私を護ってくれている。火がついたときも、剣で袂たもとを断ち切ってくれた。今日も……それに、あの果実を私に送ったのは、ワダツミの者だった」

　今度はシキの震えがガイウスに伝わったのだろう。ガイウスが気を取り直したように、強い語調になる。

「かならず捕まえて、処罰してやる」

「……その者の言葉を聴くことが大切だ」

「暗殺者の言い分に耳を貸すというのか？」

「私に不都合なことであったとしても、それは私と国とを結ぶ絆なのだ。王城に報告書や品を届けてくれるワダツミの者たちは決して悪いことを言わぬ。その気遣いを心から嬉しく思うが、やはり真実を知りたいと願う」

　ガイウスはじっとシキの顔を見詰めてから、眩しそうに目を細めた。

「お前はいい君主だ」

　ほかでもないガイウスにそう言ってもらえたことが、素直に嬉しかった。

　少女に苺を渡した者は、その夜遅くに捕まり、城へと引き立てられてきた。シキはガイウスとともに謁えっ見けんの間に向かった。

　ガイウスが王座に座り、シキがその横に用意された宝玉を嵌はめこまれた椅子につくと、男が連れてこられ、兵たちに肩を押さえつけられて跪いた。

　深い青緑色の目と髪。間違いなく、ワダツミの者だった。

　ガイウスが厳しい声を響かせた。

「お前が少女に毒の果実を渡した者だな」

　男は隠す気などまったくない様子で認めた。

「そうだ。俺はシキ様を帝とは認めていない。だから、滅びてもらうことにした」

　もしこれがワダツミの地であったならば、不敬罪でその場で打ち首になっているところだ。腰に佩はいた剣に手をかけようとするガイウスの腕に、シキはそっと触れた。

　そして痛みを覚えながら尋ねた。

「私は、ワダツミに必要でない存在か？」

「現にシキ様がおられなくとも、国は整えられている。キリイ様によって」

　シキは自分のなかに密かにあった恐れを鷲掴みにされた心地になる。

　自分より有能な弟が実質的に国を統すべってくれている。それならば遠地にいる自分が帝である必要はどこにあるのか？　確かにガイウスと交渉を重ねてきたが、それもすでに自分でなければならない仕事ではない。

　男が藪やぶ睨にらみしながら滔とう々とうと語る。

「キリイ様こそが国をまとめ民とともにあられる、真のワダツミの帝。しかしかたちばかりの帝がほかにいるせいで、キリイ様に従おうとしない者も多くいる。俺はそれが歯痒くて歯痒くてたまらない」

「……」

　ひと言ひと言が槍のように胸に突き刺さる。

　ガイウスが低く濁った声で確認する。

「お前は第二皇子を帝にするために、帝を殺あやめようとしたわけか」

「そうだ」

「今日のほかにも、帝の命を狙ねらったことがあるか？」

「刺し客かくが俺だけと思うな」

「最後にひとつ訊く。第二皇子は、お前たちが動いていることを知っているのか？」

「キリイ様が国内のことで知らぬことなどない」

　シキは目をきつく瞑つむる。

　──キリイもまた望んでいるのか……私の死を……。

　弟は極めて実利的で、無駄な情緒を嫌う。利益を生むのならば重宝し、目的の妨げになるものは容赦なく排除する。そして彼のなかで、兄であるシキは不要なものに振り分けられたのだろう。

　しかしそれは悪意でなく、あくまで国を治めるうえでの判断なのだ。

　そう理解できるからこそ、つらかった。










　ワダツミの刺客が捕縛された日を境に、ガイウスはテルスに入るワダツミの民に厳しい審査を課し、シキが王城外に出るのを固く禁じるようになった。シキはガイウスの気持ちを宥めようと試みたが、彼がまとう瘴しょう気きは日増しに濃くなっていくばかりだった。

　これまで彼は呪いという掴みようのないものに踏み躙られてきた。しかしワダツミからの刺客は実体のあるもので、虱しらみ潰つぶしにすれば防ぐことができるのだ。

　テルスを訪れるワダツミの民は減りつづけ、両国間のあいだには不気味な静けさと緊張感が漂うようになった。二ヶ月もすると、友好な雰囲気は消えた。

「ワダツミの奴らは、もうほとんど国内にいない。滞在者にもひとり残らず監視をつけてあるから心配ない」

　ある夜、性交のためにシキを押し倒しながら、ガイウスはそう言った。彼がひたすら自分を護ろうとしてくれているのはわかっているけれども、気持ちを抑えられずにシキは抗議した。

「我が民は罪人ではない」

「どのワダツミの奴がお前の命を狙っているか知れん。それならば、全員が罪人も同然だ。そしてその罪人を放っているのが、お前の弟だ」

「──キリイが命じているわけではない」

「お前だって疑っているんだろう？　刺客の件を向こうに報告してから、弟からの報告書がぱったり途絶えたな」

　週に一度送られてきていた国の内情を知らせる報告書。それはこの二ヶ月、確かに送られてきていない。報告書が来なくなってから、あれが自分をワダツミの帝として保たせていたのだと思い知った。三種の神器など、手許にあってもなんの意味もない。

　──……私はすでにワダツミの帝ではない。

　涙が目に滲んできて、シキはガイウスを押し退けて上体を起こし、寝台を降りた。

「今宵は自分の部屋で眠る」

　足早に寝所を出ようとすると、ガイウスが追いかけてきた。肘を掴もうとする手を弾き、隣室へと飛びこんだ。そうして廊下に出る大きな扉へと向かったのだが、その手前で背後から抱きすくめられた。

「ガイウス、放…」

　もがく身体を壁のほうへと連れ去られる。

　白絹の襦じゅ袢ばんの裾を乱暴に手繰り上げられたかと思うと、熱した肉の棒が臀でん部ぶの狭間に押し入ってきた。まさか立ったまま性交をしようというのか。逃げようとしたが腰を両手で鷲掴みにされる。

「あぁ…！」

　ぬるつく硬いもので蕾つぼみをきつく下から押し上げられて、シキは思わず爪先立ちになる。重心を崩して前の壁に手をついた。ほぐされていない場所に、先走りだけを頼りに挿入されるつらさに、シキは呻く。

「っ、う…──くるし…」

　しかし訴えに耳を貸さず、ガイウスはなにかに追われてでもいるかのように忙せわしなく身体を進めた。内壁を乱暴に歪いがめながら、無理やり奥まで粘膜を拡げられていく。

「いいぞ。これで全部だ」

　シキの爪先が床から浮くほど結合を深めて、ガイウスが息を荒あららげる。そうしてすぐに突き上げる動きを始めた。

「や…ぁ、ぅ…っ、く」

　突かれるたびにシキの口から息とともに声が漏れる。

　心も肉体もつらくて、涙が目から弾き出される。その涙をガイウスに触られた。

「国や弟のことで、お前が泣く必要などない」

　激しく犯しながらも優しく労いたわる声音でガイウスが囁く。

「お前は、俺の妃だ。誰に狙われようが、命を懸けて護る……今度こそ」

　犯されているのに、背中から縋すがりつかれているような錯覚に陥る。

　いや、実際にこれはそういう行為なのかもしれない。

　ガイウスはただ護ろうとしてくれているのだ。周りに牙を剥き、シキ自身を傷つけながらも、必死に。

　遣やる瀬せ無なさに苛さいなまれながら、シキは喉を反らした。

　そして重たく瞬きをする。

　巨大な双頭の獣が、こちらを見下ろしていた。

　自分が手をついているところは、壁ではなく絵だったのだ。

　体内から激しく揺さぶられながらシキは祈る。

　──獣の始祖よ。どうか、この人を援たすけてほしい……。







九幕　命の滴




「なぜだっ!?」

　ガイウスの声が、遠くで聞こえる。

「ワダツミからの刺客は排はい斥せきした！　シキを王城から一歩も出していない！　飲むものも食べるものも、すべて毒見をさせた。それなのになぜ、急に倒れたっ」

　自分は倒れたのだろうか。よく思い出せない。手足の感覚がない。瞼を開けられない。声を出せない。耳だけが唯一の外界との窓となっている。すべての意識を耳に集中する。

「おそらく今回のシキ様の異変に、ワダツミの刺客は関係ないのでしょう」

　これはユアハの声だ。

「それなら、なにが原因だっ……術薬も効かぬとは」

「人智のおよばぬことが原因だからではないかと」

「人智のおよばぬ……」

　長い沈黙が落ちてから、ガイウスが濁った声で呟いた。

「呪い、か」

　ユアハが静かに言う。

「あなたはまた、喪うのですね」

　どさりと音がした。ガイウスが床に膝をついたらしく、声が近くなる。

「喪う……シキを、喪う」

　遠ざかっていく靴音はユアハのものか。

「シキ」

　呼吸するのすら苦しそうな声が、訴えかけてくる。

「俺の鎧を剥いだのはお前だ。お前が死んだら──今度こそ正気ではいられない」

　──ああ、ガイウス。

　ここにいると言いたい。抱き締めたい。唇を交わしたい。そうして少しでも安心させてやりたい。

　それなのに、なにもすることができない。

　嗚お咽えつを殺すような息遣いが延々と続いていく。

　それが寝息へとようやく変わり、シキの胸の痛みはいくらかやわらいだ。

　耳にかすかに吐息を感じるのは、感覚が戻ってきているからだろう。瞼がもう少しで開きそうな気がする。

　なんとか目を開けようとしていると、床を踏む小さな音が聞こえてきた。誰かが足音を忍ばせながら部屋に入ってきたのだ。

　その足音がすぐ近くで止まる。

　そして唇がかすかに濡れる感触を覚えた。

　すると急に、耳にかかっていた吐息が消えた。寝息の音もすーっと遠ざかっていく。開きそうだった瞼も消え失せた。

　朦もう朧ろうとなった意識だけが、暗闇に残された。
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　ガイウスは疲弊しきった顔つきで、自分の寝台に横たわるシキを見詰めていた。突如倒れて意識を失ってから、もう半月が過ぎようとしている。襦袢から覗く鎖骨は浮き出て、身体全体の線は細く薄くなっていた。肩に触ると、骨のかたちが怖いほどはっきりとわかる。

　胸が激しく軋きしむ。心臓が壊れそうなほど暴れる。声にならない咆哮が、自分の内側に満ちていた。

　シキの肉体はまだ生きているが、このままではもう残された日は数えられるほどだろう。喪う瞬間のことを考えると、身を引き裂かれるような激痛に貫かれる。

「……頼むから、目を覚ませ！」

　覆い被さってシキの両肩をきつく掴む。

　蒼ざめて鋭角的になった顔を瞬きも忘れて凝視していたガイウスは、ふと眉根を寄せた。シキの瞼が、ほんのかすかにだが動いたような気がしたのだ。目の錯覚かと思ったけれども、今度は睫まつ毛げが震えたように見えた。希望の光が、いまにも闇に呑みこまれそうな胸の底へと射しこむ。

「シキ！　シキ、俺の声が聞こえるか!?」

　ちょうどその時、ユアハが寝所に入ってきた。

「どうしましたか？」

「ユアハ、シキのことを診てやってくれ。瞼が動いたのだ」

　その報告に、ユアハがひどく驚いた顔をする。

「眠っている者でも瞼は動くものですが」

「この半月、一度も動いたことはない。シキは目覚めようとしているんだ」

「では、診てみましょう……ああ、その前に『命の滴しずく』を」

　そう言って、ユアハは小さな器から匙さじで桃色の液体を掬すくい、それをシキの唇へと垂らした。この液体はごく少量でも肉体に滋養をもたらすのだという。

　ユアハがまず手首の脈を取り、それから器具をもちいて心音を聴いた。そして瞼をわずかに開かせて反応を確かめる。

「どうだ、ユアハ」

　期待を胸に詰め寄ると、ユアハが首を横に振った。

「残念ながら、なにも変化はありません」

「そんなはずはない。さっき確かに……」

「錯覚でしょう」

　肩を力なく落として、ガイウスは寝台横の椅子に腰を下ろした。深く項うな垂だれるガイウスの後ろに立ったユアハが、背後から広い肩をそっと抱き、摩さする。

「我が王よ、お忘れではないですか？」

　耳元でユアハが囁く。

「呪いはあなたの影。どこまでもあなたにつきまとい、あなたの周りの者たちを闇に沈めるのです」

　ガイウスは無意識のうちに、その言葉をなぞっていた。

「呪いは俺の影。どこまでも俺につきまとい、俺の周りの者たちを闇に沈める」
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　いまや、シキははっきりと理解していた。

　ユアハが日に何度か唇に垂らす液体こそが、自分の肉体を麻ま痺ひさせ、意識を朦朧とさせているのだ。シキの肉体が反応を示すと、ユアハは慌ててその液体を──彼は「命の滴」と呼んでいる──シキの唇に垂らす。

　だからここ数日、シキはわずかも瞼も唇も動かさないようにしながら、ひたすら人形のように横たわっていた。その甲斐あって、昨日は二度しか「命の滴」を与えられなかった。お蔭で意識がこれまでになくはっきりしていた。

　部屋に入ってくる足音が聞こえる。この重い、引きずるような足取りは、ガイウスのものだ。椅子に座ったのが、音と気配からわかった。

　手に圧迫感が起こる。ガイウスに握られたのだ。

　握り返したい強い衝動をシキは覚える。しかし、もう少し「命の滴」の効果が薄れてからでないと、まともにものを伝えられそうにない。だから懸命に堪こらえていたのだが、手からガイウスの震えが伝わってきた。

　不安定な声音で語りかけられる。

「いっときは反応してくれるようになったと思ったのに、ユアハが言うように都合のいい錯覚だったんだな……」

　違う、とシキは心のなかで反論する。毒薬を避けるために無反応でいるだけなのだ。

「シキ、俺はお前を救いたい。そのために、どうすれば呪いという影をこの身から剥がせるのか、考えつづけて、ようやく答えが出た」

　自じ嘲ちょうするようにガイウスが喉を鳴らす。

「簡単な答えなのに、どうしてこれまで気がつかなかったんだろうな。もっと早くに気づいていれば、呪いの犠牲者を減らすことができたのに……それとも俺の狡こう猾かつな魂が、わからないふりをしていただけなのか……」

　明らかに様子がおかしい。

　かつて放っていた禍まが々まがしい瘴気とは違う、魂が枯れかけているような陰鬱さに包まれている。

　そして、呟いた。

「俺が死ねばよかった」

　シキの心臓は、衝撃に止まりそうになる。

　よりによって野性的な生命力に溢れたガイウスが、そのような答えに辿り着くとは夢にも思わなかったのだ。だからこそ逆に、彼がどれだけ思い詰め、苦しんだのかが胸に突き刺さった。

　──いけない。絶対に、そんなことをさせてはいけない。

　もう猶ゆう予よはなかった。明日になればもう少し毒の痺れが緩和されているかもしれないが、ガイウスが生きている保証がない。それでは意味がないのだ。

　シキは意識のすべてを手に寄せ集めた。朧おぼろながら感覚がある手指に、精一杯の力を籠める。するとガイウスの手がビクッとした。

「シキ……？」

　しかしユアハに錯覚だと繰り返し言いくるめられたガイウスは、自身の感覚を信じようとはしなかった。

「そんなはずが、ないか」

　もう一度、力を集めなおす。今度はもう少し強く握ることができた。ガイウスが無言のまま、探るように手をギュッと握ってきた。シキもまたそれをクッと握り返す。ガイウスが呼吸を乱す。

「シキ──シキ、聞こえるか？」

　手指に力を入れる。

「奇き蹟せきが起きた……双頭の獣よ、ワダツミの神よ」

　繋いでいないほうの腕で抱き締められるのを感じる。耳元でガイウスが言う。

「待っていろ。すぐにユアハに診させる」

　頭から血の気が引く。それだけは阻そ止ししなければならない。もしここにユアハが来たら、すべておしまいだ。完全に薬漬けにされて命を奪われる。そしてそんなことになれば、ガイウスはどうなってしまうか。

　言葉を喋しゃべろうとしたが、唇をまともに動かせず、息が漏れるばかりで音にならない。

　ユアハを呼びつけるために立ち上がったガイウスの手をシキは懸命に握った。

「大丈夫だ。すぐに戻ってくる」

　瞼をわずかにだが、開けることができた。ぼやけた視界のなか、ガイウスの喜悦に満ちた顔を見られて、心臓が高鳴る。

「ああ、シキ。俺が見えるか？」

　瞬きで見えると伝えてから、シキは眸を左右に動かした。ガイウスがベッドの端に腰を下ろして、間近から目を覗きこんでくる。

「なんだ？　なにか言いたいのか？」

　瞬きをひとつする。

「喉が渇いたのか？」と尋ねられて、眸を横に動かす。「どこか痛いところがあるのか？」という問いにも眸を横に動かす。

「俺にここにいてほしいのか？」

　今度は瞬きをする。

「だが俺では診察してやれない。ユアハを」

　急いで眸を横に動かした。ガイウスが訝しむ顔つきになる。

「……ユアハが、どうかしたのか？」

　瞬きをすると、しばし考えこむ間があってから、ガイウスが訊いてくれた。

「ユアハに、診察されたくないのか？」

　瞬きをする。意味を強めるために、もう一度瞬きをした。

　ガイウスにとってユアハは、ずっと近くにいた主治医であり、腹心だ。果たして、ユアハよりも自分のことを信じてくれるのか。

　しかしガイウスが答えを出すより先に、隣室に人が入った音がした。足音が近づいてくる。慎重な、床を擦るような歩き方はユアハのものだ。シキは慌てて瞼を閉じた。

　寝所にユアハが入ってくる。

「シキ様に『命の滴』をおもちしました」

「ああ、よかった」

　ガイウスの声には安堵の響きがあった。

　──……無理だった。

　またあの毒液を含まされるのだ。

「その薬液のお蔭で、シキはなんとか命を保っている。お前にどれだけ感謝しているか」

「もったいないお言葉を。わたくしは務めを果たしているだけで……ガイウス様？」

「ユアハ」

　甘える声でガイウスが訴える。

「俺は、疲れた」

「こんなふうに抱きついて、まるで子供のころに戻ったようですね」

　するとガイウスが子供がねだるように言った。

「『命の滴』を俺がシキに与えたい。俺が生かしているんだと、少しでも感じたい」

「……、そうですか。それでは、どうぞ」

「ああ」

　人が覆い被さってきて、瞼の内側が暗くなる。ガイウスが毒液を自分の唇に落とそうとしているのだ。

　──……ガイウス。

　器と匙が擦れる音がする。シキは諦てい念ねんに沈みながら、唇が濡れるのを待った。しかし「命の滴」が垂れてこないまま、瞼の内側にほのかな明るさが戻った。

「口に含ませた。これからは俺の役目にしてくれ」

　嬉しそうにガイウスが言うと、ユアハが励ますように返した。

「いいでしょう。これからはあなたが手ずからシキ様を助けてさしあげてください」

　シキはおぞましさに背筋を震わせる。

　ユアハはよりによってガイウスに、シキを死に追いやる作業を委ねようというのだ。この残忍さは、いったいなんなのだろう？

　心ある医師として信頼してきた男の、これが本性なのだ。

　ユアハが部屋を出て行ってしばらくしてから、ガイウスが耳元で囁いた。

「あの液は枕に滲みこませた。それでよかったんだな？」

　シキが瞼を上げて瞬きをすると、ガイウスが唇に唇を押し重ねてきた。










　毒液を断った翌日には掠れ声ながら少し喋れるようになり、三日もすると立ち上がれるようになった。さすがに一ヶ月近くも寝たきりで足の力が弱っていたので、ガイウスの手を借りて歩く練習をした。そうして人が隣室に入る気配があると──王の居室に許可なく入れるのはユアハだけだ──、急いで寝台にもぐりこむ。

　ガイウスがシキに毒薬を与えていることに、ユアハはたいそう満足している様子だった。

「俺はユアハのことをなにもわかっていなかったんだな」

　今日も毒液を枕に滲みこませてやり過ごし、ユアハが部屋を出て行ったあとにガイウスが苦痛を堪えるようにそう言った。

　シキは上体を起こすと、ガイウスの肩を両腕で抱いた。

「長く近くにいた者だからこそ、つらかろう」

　慰めながら、キリイのことが頭をよぎった。自分もまた近しい者に切り捨てられたのだ。弟は刺客たちの存在を知りながら、野放しにしている。

「深く関わりながら俺の傍にいられたのは、ユアハだけだ」

　深く淀んだ表情でガイウスが呟いた。

「ほかの者たちは死んでいったのに──」

　ガイウスの言葉の意味することを考え、シキは戦せん慄りつを覚えた。

「……そんな、まさか」

「俺もこの三日間、否定しようとしてきた。しかし無理だった」

　血の塊を吐くような咳をしてから、ガイウスが苦しそうに言う。

「ユアハにだけは、俺の呪いがかからなかった。そうして、剥がれない影のように、俺にぴったりとくっついていた」

「────彼が、そなたの周りの者を……今回のように……？」

　苦渋に歪んだ顔でガイウスが頷く。

「おそらく、間違いない。父、母、妹たち、乳母、恩師、ふたりの妃、まだ生まれていなかった我が子……ユアハはあるいは手にかけ、あるいは医師の務めを果たさずに見殺しにしたのだろう」

　怨えん嗟さと口惜しさに、その声が掠れていく。

　ガイウスを苛んできた呪いの正体は、実体のある存在だったのだ。

「でもいったい、なんのために……。そこまでしなければならない、どんな理由が」

　ユアハが単純に人の死を愉しむような異常者でないことは、ワダツミ兵を救ってくれたことから明らかだ。それならば、相応の理由があるはずなのだ。

　テルスの王族に対する、なにかが。

「それは、わからん。俺はあいつを簡単に殺して終わりにしてやるつもりはない。真実を吐き出させて、この世にあるだけの苦しみを味わわせてやる」

　ガイウスが臼きゅう歯しを音をたててすりあわせながら、寝台から大きな動きで立ち上がった。

「俺はいまから、あいつを捕とらえる」

「ガイウス、待っ──」

　止める間もなく、ガイウスが寝所を駆け出ていった。

　ユアハは腕力があるようには思われないが、しかしこれまでテルスの中枢を蝕むしばんできたほどの人物なのだ。本来ならば兵を集めて対処すべきところだが、しかしそうするにはガイウスはあまりに激昂している。しかもなまじ戦闘能力に自負があるため、身ひとつでユアハに突進するのではないか。

　シキは慌てて立ち上がると、護身用の小刀を襦袢の懐に入れて裸足はだしのままあとを追った。

　ガイウスのただならぬ様子に度胆を抜かれた王の部屋の扉を護る衛兵たちは、さらに意識不明のはずのシキが飛び出してきて、驚嘆の声をあげた。

　シキは走りながら彼らに頼む。

「そなたらも来て、王に力添えをしてくれ」

　事情がわからないまでも緊急事態だと察した衛兵たちが従って、走りだす。

　途中シキは、自分を見て愕然とする城内の者たちにガイウスがどちらの方向に行ったかを尋ね、彼らにも加勢を頼んだ。

　そうして辿り着いたのは、ユアハの部屋の前だった。扉は閉められており、消毒液の香りがひんやりとあたりを包んでいる。おそらくガイウスはすでに室内にいるはずだが、物音がしない。嫌な予感に項うなじがチリチリする。

　通路に集まった数十人の衛兵たちに、シキは抑えた声で告げた。

「いまからユアハ殿を拘束する。これは王の命令である」

　ざわめく衛兵たちを背に、シキは胸の合わせに挟んだ小刀の柄を握り、扉の取っ手を掴んだ。そうして扉を盾にするかたちで開き、なかの様子を素早く窺う。バルコニーに出る大窓が開放されていて、わずかに湿り気のある夜の空気が部屋に流れこんでいた。

　ユアハはその窓から逃げるでもなく、ガラスの陳列ケースの前に佇たたずんでいた。そしてガイウスは──床に倒れていた。目許を手で押さえている。

　シキは小刀を抜きながら部屋に飛びこんだ。衛兵たちも雪崩なだれこみ、ユアハを半円形に取り囲む。

「ガイウス…っ」

　彼の目許には桃色の液体が付着していた。嗅ぎ慣れた「命の滴」の匂いが漂う。おそらく目に毒液をかけられ、それが粘膜から吸収されて神経を麻痺させているのだ。それならばとりあえず命の危険はないはずだ。

　シキはガイウスを室外に運ぶように衛兵に頼み、立ち上がった。

　ユアハは状況に似合わぬ落ち着いた様子で、大ぶりの陳列ケースのガラス戸を開けているところだった。シキは低めた声で確認する。

「そなたがガイウスの『呪い』だったのだな？」

　室内にいる者たちが、なにを言いだすのかとシキを凝視した。

　ユアハは溜め息をつくと、陳列ケースを背にして振り返った。そして銀灰色に光る目でシキをじっと見詰めた。

「そのとおりです」

「──どうして、ガイウスを苦しめつづけた？」

「ワダツミと同じです」

「どういう意味だ？」

　衛兵たちは固かた唾ずを呑んで、理解しがたいやり取りを見守る。

「ワダツミが豊かな海を狙われたように、我が民は集積していた美しき石を狙われ、獣の牙でズタズタに引き裂かれたのです。もう残る者は数えられるほどしかいません。想像してみてください。ワダツミの民がそのような目に遭うところを」

　戦場で斃たおれた者たちの姿がありありと思い出された。悲痛にきつく眉をひそめる。

「……それはガイウスのしたことなのか？」

「いいえ。前王の所業です」

「それならガイウスに罪はなかろう！」

　陰鬱にユアハが微笑んだ。

「前王のいまわの際に耳打ちしてさしあげました。あなたが死したのちも、愛息に苦痛の限りを味わってもらいます、と。死してなお、前王は苦しみつづけていることでしょう」

　ふいにその表情に淫らな笑みが混ざった。

「ガイウス様が苦しむ姿にはゾクゾクさせられました。しかし五年前に二番目の妃と腹の子を喪ったときから、大切な存在を作らなくなってしまわれた。……ですから、ガイウス様があなたに夢中になっていく姿には胸が躍りました。これでまた地獄の苦しみを味わわせてさしあげられる」

　憤りとおぞましさとにシキの肌は粟立つ。

「────、そなたの思いどおりにはならぬ。もう、そなたは終いだ」

　ユアハは何重にも衛兵に取り囲まれ、もう打てる手はない。そのはずなのに、彼はなぜか悠然と軍服の詰襟の留め金を外し、ボタンを外しだした。その下は素肌だった。上着を床に落としながら、開かれたガラスケースのなかへと背を沈めるようにする。

　それは、大きな翼が収められたケースだった。

「彼を捕獲せよ！」

　理由のわからない焦燥感に衝き動かされて、シキはそう声をあげてみずからユアハへと突進した。軽く俯いていたユアハが視線だけシキへと上げて、ニィと笑う。

　その眸の色がみるみるうちに変わっていく。銀灰色から、血のような真紅に。

　眸が紅く染まりきった瞬間、ユアハはみずからシキへと向かってきた。それと同時に、室内に突風が逆巻いた。なにが起こっているのかわからないまま、シキはいまにも崩れそうになる重心を下げて小刀をユアハへと振り上げようとした。

　……そして、目を見開く。

　ユアハに、純白の翼が生えていた。それが大きく羽ばたくたびに風が起き、周囲の人やものを薙なぎ倒していく。

　──山岳に住む、空の民。

　シキは思い出す。かつてテルスの北側にある山岳地帯に、有翼人種が住んでいたという。彼らは鳥を始祖とする。すでに絶滅したと噂されていたけれども。

　──そうか……、テルスが空の民を滅ぼしたのか……。

　初めて目にする有翼人種の姿と、ユアハの出自とに衝撃を受けて、シキに完全な隙が生まれた。気がついたとき、手に小刀はなく、足の裏が床から浮き上がっていた。ユアハに正面から胴を抱かれている。暴れると、背後から腹部をかかえるかたちに体勢を変えられた。

　開放された窓がぐんぐん近づいてくる──、そう思ったときにはもう、夜の空に飛び出していた。シキは身をよじって、なんとか背後を見る。追おうとした衛兵たちがバルコニーでたたらを踏んでいるのが見える。
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「放せ…っ」

　シキがもがくと、急上昇しながらユアハが笑い声で言う。

「私が放したら死にますよ」

　視線を下ろしたシキは腹の奥を風が吹き抜けるような感覚に囚われて、全身を竦すくませた。月明かりに照らされた城下町が、足の遥か下に広がっていた。

　水のなかを深くまでもぐることはあっても、こんなふうに宙そら高くに浮かぶのは初めてだった。あまりの頼りなさに、心底からの恐怖がこみ上げてくる。ここでの自分は圧倒的に無力だ。首筋に刃を当てられている状態よりも、なす術すべがない。

　ユアハが背後で呟く。

「ああ、なんと気持ちのいい。二十五年ぶりの空だ」

　すぐ近くに自分の翼を置きながら、それを使うことを封じて、彼は過ごしてきたのだ。ワダツミの民に置き換えれば、海を泳げないのと同じほどの閉へい塞そく感だったに違いない。

　──私にとっての海が、ユアハにとっての空なのか……。

　空の民はその翼で各地を飛びまわり、稀少な原石を数多く集めていたという。彼らは好戦的でなく、山岳地帯で採れる薬草を売り、つましく暮らしていたそうだ。

　ガイウスが磯枯れを理由にワダツミに攻めこんできたように、テルスの前王もなんらかの理由をつけて「美しき石」目当てに空の民を襲撃したのだ。

　そしてユアハは、その空の民の生き残りなのだ。

　……ガイウスを苦しめてきた彼に深い憎しみを覚えている。しかしユアハの身になれば、テルスを末代まで呪うような心持ちになるのも理解できる。

　押し黙っているシキに、ユアハが愉悦に満ちた声で語りかける。

「あなたをここで落として殺すのは簡単です。そうすればガイウスは苦しみにのたうちまわることでしょう。しかし、今度こそ壊れてしまうかもしれない。壊れてしまったら、苦しみもそこまでです。だから、あなたという駒を最大限に活用して、ガイウスの苦しみを増幅させることにします。あなたの苦しみは、ガイウスの苦しみとなるでしょう」

「……私に、拷ごう問もんでもするつもりか？」

「そうですね。あなたにとっては、まさに拷問となるでしょう」

　いったい自分をどうするつもりなのか。それを聞こうとしたところで、ユアハがシキをかかえる腕を一本だけにした。身体がぐらついたかと思うと、ユアハが空いたほうの手をシキの顔に寄せた。なにかを口に押しこまれる。吐き出そうとしたが、その前に口のなかでそれが溶けた。

　命の滴の味が舌に拡がり、意識が途切れた。







十幕　咎人




　波の音がする。懐かしい、故郷の海が奏でる波の音だ。

　重たく腫れている瞼を上げると、光に満ちた青空が目に沁しみる。視線を下げると、白く泡立ちながら寄せてくる波が見える。それは横倒しになっている自分の身体を腰まで濡らして、退ひいていく。

　磯の匂いをシキは胸いっぱいに吸いこんだ。

　間違いない。ここはワダツミの海だ。

　魂の底から安堵が満ち……しかしすぐに心臓を擂すり潰つぶされるような苦しさがこみ上げてきた。

　ついいましがたまで見ていた、奇妙な夢のせいに違いない。

　自分は獣王の三番目の妃になって、愛し、愛されていた。くだらなさに笑おうとして──自分の頬が濡れているのに気づく。やけに痺れている両手で顔をまさぐる。手指だけでなく頭のなかまで痺れていて、思考が浅いところを行き来している。

　──どうして、ここに横になっているんだ？　こんな格好で……。

　素足のまま、白い襦袢一枚しかまとっていない。

「……ハヤテ」

　もし遊泳をしにきたのならば、かならずハヤテが同伴しているはずだが、その姿はどこにもない。

　──いや、違う。ハヤテは先にワダツミに還った。そうだユアハが説得してくれて……。

　ユアハという名前を思い出したとたん、心臓が不穏な音をたてる。ユアハは白髪の医師で──空の民だったのだ。

「っ」

　シキはままならない身体でもがき、なんとか上半身を起こした。

　昨夜の夢を引き寄せるように、記憶を懸命に辿る。

　そうして獰どう猛もうな獣の兜ヘルムの下に隠されていたガイウスの顔をありありと思い出したとたん、花鱗が焼けるように疼いた。それで確信する。自分が獣王の妃になったのは現実にあったことなのだ。そう認めたとたんに、記憶が次々に花開くように甦った。

　──ユアハに空に連れ去られて、命の滴と同じ成分のものを含まされた。それで記憶が混濁していたのだ。

『あなたという駒を最大限に活用して、ガイウスの苦しみを増幅させることにします。あなたの苦しみは、ガイウスの苦しみとなるでしょう』

『そうですね。あなたにとっては、まさに拷問となるでしょう』

　意識が途絶える前に、ユアハはそう言った。

　おそらく自分をここに置いていったのはユアハなのだろう。しかし、どうしてワダツミに還ることが拷問になるのか。悶もん々もんと考えこんでいると、砂を蹴る軽い足音が聞こえてきた。そちらに顔を向けると、膝丈の着物に身を包んだふたりの子供がこちらに走ってきていた。姉弟だろうか。十歳ぐらいの女の子が、幼い男の子の手を引いている。

　少女は少し離れたところで立ち止まると、細い腕で目を擦こすった。弟らしき男児がマネをして腕でゴシゴシと顔を擦る。少女が夢でも見ているみたいな声音で訊いてくる。

「……シキ、様？　帝様、です、か？」

　シキは微笑みながら答えた。

「帝となってから、初めてワダツミに戻ってこられた」

　すると少女は腰が抜けたみたいに砂浜に膝をついた。男児も尻餅をついて座る。

「お父ちゃんもお母ちゃんも、あたしも弟ふたりも、みんなで、潮が満ちるときも引くときも、帝様のご無事を海神様にお祈りしてたんです…っ」

　胸が詰まって、シキは子供たちに膝を向けるかたちで正座をし、胸の前で手を合わせた。

「そなたたちの気持ちに深く感謝する」

　遠地で過ごし、帝としてまともに政まつりごともできず、弟のキリイからは死んでもかまわない存在と切り捨てられたが、ここまで心を砕いてくれる民がまだいたのだ。

　男児がふいにシキを指差した。少女が慌ててその手を下げさせようとして、顔色を変えた。

「帝様っ、逃げ、お逃げになってくださいっ」

　シキは背後を振り返り、こちらに駆けてくる漁師らしき男たちの姿を認める。その手には銛もりが握られている。少女がシキの手首を握って震えながら叫ぶ。

「おっちゃんたち、違うよ！　帝様は、そんなお方じゃないもん！」

　あっという間に五人の男がシキと子供ふたりを囲んだ。いまにも銛をこちらに向けそうな形相だ。

「アカネもタツも、その罪人から離れろっ」

「だから違うんだよぉ──あれは悪い人が流した嘘だって、父ちゃんも母ちゃんも言ってるんだからっ」

　シキは顎を上げて、男たちを見上げた。とたんに怯ひるんだように男たちが視線を逸らす。

「そなたたちに訊く。私がどのように罪人だと言うのだ？」

　するともっとも年若い男が勇気を振り絞ったような掠れ声で答えた。

「シ、シキ様は、神子様を、殺した」

　告げられた言葉の意味がまったく理解できずにいると、今度はもっとも年嵩の男が銛を握る手を震わせながら言う。

「シキ様が戦場でナギ様を手にかけられたことは、もう知れ渡っておるんです。ナギ様は我ら漁師の守り神。いくら帝様の所業とはいえ、目を瞑つむることはできんのです」

「……なにを申しておる。私が、ナギを──？」

　とうてい許容できない虚言に、シキは立ち上がった。まだ足に痺れが残っているせいでよろめくと、少女が支えてくれた。涙に濡れている彼女の頬をシキはそっと撫でる。

「私は大丈夫だ。そなたたちは安心して過ごしておれ」

　そうして、周囲の男たちに告げた。

「これより城に入る。逃亡が心配ならばついてくるがよい」







　城の正面にそそり立つ巨大な冠木門を護る鱗うろこの鎧を身に着けた兵たちは、突然の帝の帰還に唖あ然ぜんとして立ちつくした。ある者は反射的に跪き、ある者は襦袢一枚に裸足というシキによく似た青年かと疑い、ある者は槍やりを構えた。

　崖のうえの城にいたるまでの道での民衆の反応もその三種類で、それぞれの割合はほぼ等しかった。

　テルスで命を狙ってきた刺客が語った言葉が思い出されていた。

『キリイ様こそが国をまとめ民とともにあられる、真のワダツミの帝。しかしかたちばかりの帝がほかにいるせいで、キリイ様に従おうとしない者も多くいる。俺はそれが歯痒くて歯痒くてたまらない』

　おそらく民や兵士の三分の一はキリイを支持し、三分の一はシキを帝と認めており、残り三分の一は困惑している状態なのだろう。

　帝になってすぐに敵国に身を置くことになったことを考えれば、民が混乱し不安がるのは当然のことだ。キリイという実質的な統治者を頼りにするのも、よくわかる。

　──しかし、あのような妄言を信じる者がいるなど……。

　シキは兵たちに取り囲まれながら、謁見の間に入った。大理石の壁に貝象嵌や真珠を嵌めこんだ広間。その最奥の階段のうえにある玉座に、キリイが深々と座っていた。帝冠こそ被っていないものの、紫の袍ほう衣えをまとい、まるで帝であるかのようだ。

　ワダツミの皇族は髪を長く伸ばす習わしだが、キリイは煩わずらわしいという理由で、肩口までの長さの髪を後ろに撫でつけている。その目と髪の色は、ワダツミ人には珍しい漆しっ黒こくだ。怜れい悧りな印象の秀でた額に高く通った鼻筋、実利的な冷たさのある眼差しとが相まって、二十四歳という年齢よりもうえに見える。

　キリイの花鱗は左首筋にあるため、衿元から露わに咲いている。

　シキは織物を裸足で進み、弟の前に立った。

　階段のうえから、キリイが見下ろしてくる。

「兄上、十一ヶ月ぶりですか。お変わりないご様子で」

「そなたも息災なようで、なによりだ」

　弟の冷ややかに整った顔に苦笑が浮かぶ。

「しかし、ご帰還なさるのならば、知らせのひとつも寄越してからにしていただきませんと、こちらにも準備というものがありますので」

「出迎えなど必要ない」

　意外なことを言われたようにキリイが瞬きをする。

「出迎えの準備とは言っておりません。咎とが人びとを捕縛するための準備です」

「……咎人と、申したか」

「神子殺しは帝でも許されぬ大罪ですので」

　シキは険しい視線を弟に向けた。

「私がナギに危害を加えなかったことは、戦場でともにいた従者が──ハヤテが明らかにできる」

「ハヤテは兄上のためなら、どのような虚言も吐きます」

　嫌な予感が胸をよぎる。先に還ったハヤテもまた、あの悪意ある噂を耳にしたはずだ。実直な彼のことだから、きっとキリイに詰め寄ったに違いない。

「とにかく、ハヤテをここに連れてまいれ」

「それはできかねます。彼は錯乱のため牢に繋がれておりますので」

　シキは無言で弟の眸を見た。深海の温かみのない、酷薄な黒だ。それがキリイの魂のありようを示している。

　──そういうことか。

　いまや、シキは理解していた。

　キリイは、兄がナギを殺したのではないと知っている。そのうえで、神子殺しの咎を兄に被せることにしたのだ。……おそらく、噂を流したのはキリイ自身だろう。それにより、さっきの漁師たちのように、シキを恨むようになった者もかなりの数にのぼるに違いない。

　そうしてキリイは帝の称号も三種の神器もないまま、ワダツミの唯一無比の統治者として振る舞ってきたのだ。

　シキはすっと眦まなじりを横に引いた。

「まさか……そなたが、ナギを」

「私はナギのことを手を尽くして捜させました。しかし、亡き者になってしまったのでは、見つかるわけもありません」

　真実は見えない。しかしキリイはナギが死んだものと決めつけている。そう考えるだけの確証があるということか。

　ナギの無邪気な笑顔が思い浮かぶ。ワダツミの神子には、特別な神の加護がある。帝以上に愛めでられ、護られている存在なのだ。だから行方不明であるといっても、どこかで生きているはずだと信じてきたのだが……。

　萎なえそうになる膝に、シキは懸命に力を籠める。

「それに兄上。あなたの罪は、神子殺しのみではありません。それに等しいほどの裏切りをワダツミに対しておこなった」

「私はワダツミを裏切ったことなどない」

　蔑みが、キリイの黒い眸にゆらめく。

「私の胸だけに留めておこうと思いましたが、仕方ありません。おぞましい真実を告発しましょう。兄上は獣王ガイウス三世と通じて、ワダツミを敗北へと導いた」

　謁見の間にいる者すべてが驚愕し、凍いてついた。

　兵のなかでもシキに心を寄せている者たちが、グッと槍を握り締めた。それに反応してキリイを支持する者たちもまた、槍を握りなおす。たとえここで真実を主張しても、キリイは決して受け入れないだろう。それにこのままでは、謁見の間を血で汚すことになる。

　シキは強い声を轟かせた。

「一同に命じる。決して誰も争うな。槍を置け」

　すると兵たちが雷に打たれたかのように床に膝をつき、槍を置いた。キリイ派の者たちも一拍遅れたものの、命令に従う。

　隠しきれない苛立ちを滲ませる弟に、シキは打って変わって静かな声で告げた。

「そなたの話は、人払いをしたうえで聴こう」










　両手首を拘束している厚い鋼はがねで作られた手錠はかなりの重さだ。

　ここは城の奥まった場所にある座ざ敷しき牢ろうだった。

　キリイはシキを囚人棟の独房に入れるようにと命じたのだが、シキ派の兵たちが激昂して抗議したため、こうして貴人用の牢に入れられたのだった。

　──……キリイは、乱心しているのだろうか？

　シキは端坐し、掻かき毟むしった跡のある畳の目を凝視しながら、なんとか事態を把握しようと努めていた。

　ワダツミで刺客が語った内容により、キリイから死を望まれているらしいことはわかっていた。しかしあくまで消極的にであり、ワダツミを効率よく統治するための判断なのだろうと、その時は考えた。

　──しかし、そうではなかった。

　神子殺しの濡れ衣ぎぬを着せることで、積極的にシキを排斥しようと目もく論ろんだのだ。

　ナギのことも、同様に排斥したのか。だとすれば、キリイがナギに手を下した可能性もある。

　冷たい痺れが背筋を這いまわる。

　それではまるで、鮫さめのようだ。鮫のなかには母の胎内で、兄弟を喰らって育つ種があるという。そうして喰らいつくした者だけが生まれてくるのだ。

　おぞましい考えに囚われていると、格子の向こう側の畳敷きの間に、人影が現れた。

　キリイだった。その冷酷な顔つきが、いまは鮫のそれのように見えた。

　下がるように命じられた見張りの者たちが去り、ふたりきりになる。錠前を開けて、キリイが座敷牢へと入ってくる。

　紫の袍衣姿のキリイが、シキの前に胡坐をかいて座る。開いた膝頭に指を揃えた手を置く。キリイはワダツミ人にしてはかなり長躯で、まとう空気と相まって威圧感がある。

「兄上の処分については、早いうちに決定いたします」

　シキは硬い声で問う。

「そなたは私が咎人でないと知っておるのにか？」

「咎人でないなら、淫売ですか」

「──」

　キリイの薄い唇に冷笑が浮かぶ。

「戦場で、前帝が亡くなったと法ほ螺ら貝がいで報せが回ったとたん、衣類をはだけて獣王に媚こびを売ったそうではありませんか」

　その貶おとしめる言いように、シキは首筋をわずかに染めた。

「確かに花鱗をガイウスに見せた。しかしそれは取り引きのために身を証あかす必要があったからだ」

「本当にそれだけですんだのですか？」

　……いったい、キリイはどこまでなにを知っているのか。

「実は面白い密告文がテルスから届いたのです。兄上がガイウス三世の妃になったという」

　心臓がごとりと音をたてる。唇がかすかに震えてしまう。

「なんでも夜ごとに同どう衾きんして、営みまでしていたそうですね。兄上は閨ねや事ごとが不得手なようでしたが、女の役をするほうが性に合っていたとは」

　キリイが自分の膝からシキの膝へと、手を置き替えた。黒い眸に間近から覗きこまれる。

「それならば、私がお相手をしてさしあげましたものを」

「っ、弟とはいえ、不敬であるぞ！」

　膝のうえから手を撥はね退けようとすると、左右の手錠を繋ぐ短い鎖を掴まれた。そのまま仰向けに押し倒されて、頭上に手を上げる姿勢を強いられる。そうして、襦袢の右裾を大きく捲り上げられた。性器と花鱗が露わになる。

「キ、リイっ」

「これは酷い」

　シキの下腹部を舐めるように観察して、キリイが眉をひそめた。

「こんなに花鱗がはしたなく爛ただれるほど男に溺おぼれるとは」

　なにか自分の心まで暴き見られている心地になって、シキは足あ掻がいた。その腿のあいだに慣れた様子で弟が腰を差しこむ。まるで正常位で犯すかのように、兄弟の下肢が密着する。

　キリイはいつも夜伽を同性にさせていただけに、本当に襲われているようななまなましさをシキは覚える。……いや、なまなましく感じるのは、自分の身体が男に抱かれることに馴染んでしまったせいもあるのか。

　上半身まで重ねてきながらキリイが囁く。

「今度は私の妃になりますか？」

「くだらぬことを申すな」

　厳しい声で返すと、キリイはあっさりと身体を離した。

「そうですか。それならば極刑しかありません」

　シキは瞠どう目もくし、身体を捻じり起こした。

「私を、処刑するというのか」

「神子殺しと、敵国への売国。死罪以外があり得ますか？」

「私はどちらもしておらぬ。それはお前も承知しているはずだ！」

　キリイが立ち上がり、無表情に告げてきた。

「処刑は三日後の夜。火刑とします」





＊






「ハヤテ……ハヤテ」

　囚人棟の独房の床に横になって、高窓から覗く月をぼんやりと眺めていたハヤテは、小声で繰り返し名前を呼ばれ、仰向けになったまま首を伸ばした。頑丈な格子の向こうに、見知った顔があった。ともにテルスで虜りょ囚しゅうとなった戦友で、ハヤテがここに閉じこめられてからというもの、看守に金を握らせてはよく訪ねてきてくれていた。

　ハヤテは身体を起こすと、やつれた頬で笑いかけた。

「やあ。なにか面白い話でもしてくれ」

　しかし相手は強張った顔で通路に膝をつき、手招きした。訝しく思いながらハヤテが格子戸へと身を寄せると、戦友が耳元に口を寄せてきた。ひそめた声で早口に言う。

「くれぐれも大きな声は出さないでくれ。いいか。シキ様が今日、ワダツミに戻られた」

　前置きをされていなかったら喜びの声をあげてしまっていただろう。なんとかそれを呑みこんで、ハヤテは強く頷いた。シキが近くにいるという事実だけで胸が熱くなる。同時に心配がこみ上げてきた。

「キリイ様はシキ様のことをよく思っていない。シキ様は無事なのか？」

　戦友が短く首を横に振る。そして格子のあいだから手を入れてきて、ハヤテの口をきつく塞ふさいでから低い声で耳打ちした。

「シキ様は三日後の夜、処刑される」

　ハヤテの全身に震えが走る。発せられない悲鳴が喉に籠もる。

　切羽詰まった調子で、友が言葉を続ける。

「どうにかしてシキ様をお救いしたい。反乱を起こす計画を立ててはいるが、キリイ様のことだ。シキ様を慕う者たちの動きを封じる可能性が高い」

　心臓がバクバクと打っている。

　──シキ様が三日後に……そんなことがあっていいわけがない！　なにをしてでも助けなければ……。

　しかし、どうすればいいのか。

　キリイの統治に満足している民衆は多い。悪あく辣らつな噂によってシキを嫌悪する者たちも出てきている。処刑から救い出したうえで、活路を見出さなければならないのだ。シキがこの先も生きていけるように。

　ある男の顔が脳裏をよぎり、ハヤテは眉間に深い皺しわを寄せた。

「ハヤテ、なにか手段はないか？」

　焦燥感に上擦る声で迫られて、自分の個人的感情は捨てなければならないと決断する。

「……ひとつだけ心当たりがある」

　ハヤテが立ち上がると、格子の向こうで友も立ち上がった。強い視線を交わしながら、ハヤテは言った。

「間に合うかどうか、時間との闘いだ。いますぐ、ここから出してくれ」







十一幕　選択




　シキは清められた身に白しら衣ぎぬと白袴をまとい、四天棒の神み輿こしのうえの、頑丈な格子で囲まれた座部に端坐した。神輿の下に差し渡された漆塗りの四本の棒を、担ぎ手たちが肩に載せる。

　神輿は城の巨大な冠木門から、夕刻に染まる町中へと静々と出ていく。

　シキは鋼の枷で拘束された両手を胸の前で合わせた。

　処刑前の市中引き回しの道すがらとはいえ、こうして最後にワダツミの城下町と、道なりにぎっしりと集まった民を見渡すことができたのは、ありがたかった。陥れられた憤りや哀しみ、死への恐怖が、波が引くように遠ざかっていく。

　──……ああ、そうか。

　記憶のなかとは、少しずつではあるが、町並みも民の様子も違っていた。市場は敷地を拡充してたいそう繁盛している様子で、以前は見かけなかった国外の果実なども並んでいる。掘立小屋のような家が並んでいた地区には白い漆しっ喰くい塗りの建物が置き換わりつつある。人びとの衣類も心なしか質がよくなっているようだった。子供たちの頬はふっくらと丸い。

　たったの一年足らずで、ワダツミは以前よりも確実に潤うるおっていた。

　──キリイは統治者として、優れた能力をもっているのだな。

　だからこそ伝統的に帝と神子を崇あがめ奉たてまつる国であるにもかかわらず、短期間でキリイを支持する者たちが出たのだろう。あの刺客もキリイこそが統治者であるべきだと考えていた。

　キリイが残忍であったのは、兄と弟に関することだけだったのかもしれない。

　統治者が完璧な人格者である必要はない。むしろ国と民のためにならば、血縁であろうと切り捨てる判断をできる者こそ、正しき統治者なのだ。

　……そしてそれは、自分には真似のできないことだった。

　第一帝位継承者として、物心ついたときから人格者であろうと努め、それにきつく縛られてきた。父のような帝を目指し、それでいいと思っていた。和を重んじ、因習をつつがなく護る帝像しか、自分のなかにはなかった。

　保身と甘さは、停滞を生む。それをワダツミの帝は繰り返してきたのではないだろうか。

　そのなかで、キリイは異質な変革者だったのだ。

　彼の眸と髪が海の色を感じさせない漆黒であるのも、偶然ではないのかもしれない。

　生まれるべくして生まれた変革者が、この国をよりよく導くというのならば、自分にそれを阻はばむ権利はない。そのために自分が淘とう汰たされなければならないのならば、受け入れるしかない。

　自分はこの国にとっての最善を選択する者だからだ。

　──花鱗に縛られた人生だった……。

　思えば、テルスでガイウスとふたりきりで過ごした時間は、生まれて初めてワダツミから解放された時間でもあった。当初は国同士の駆け引きのための関係だったが、いつしかシキという個人としてガイウスの前にいるようになっていた。

　只ただ人びととして、彼を愛した。

　ガイウスもそうだったと信じられる。

　そんな結びつきが、ひたすら帝として生きる一本道だったはずの自分の人生で花開いたのだ。奇跡としか言いようがない。

　いまとなれば、素直に認められる。

　テルスでおこなった即位報告の儀のときに、ガイウスが祝詞のりとをひと言たりとも違たがえずに唱えてくれたことが嬉しかった。あの時に自分の心は傾きはじめたのだろう。

　ガイウスはテルスの王としてワダツミに戦争を仕掛け、妃という名目で自分の身体を夜ごとに貪むさぼった。

　それでも蹂じゅう躙りんだけではない尊重が、常に残されていたのだと思う。だからワダツミは滅びなかったのだし、自分もまた壊されなかった。

　獣の鎧の内側の、ガイウスという人間の本来の優しさ。

　胸に愛しい想いが満ちる。この気持ちをなによりも尊い宝だと感じる。

　……国よりも民よりも大切なものを心に育んでしまったのは、帝として罪深いことだ。だから引導を渡したのはキリイだったけれども、自分はおのれの罪のために命を落とすのだ。

　死の受容が胸に沁みこんでいく──と、神輿が大波に遭ったように揺れた。驚いて視線を巡らせると、担ぎ手たちに体当たりをする一群が目に飛びこんできた。

「帝様！　帝様！」

「シキ様こそがワダツミの帝だっ!!」

　男も女も年寄りも子供もいる。彼らは処刑場へと向かう神輿を懸命に止めようとしてくれていた。まるで強い横波を受けているかのように、進みが止まる。兵たちが彼らに掴みかかると、今度は新たな民衆が兵たちに飛びかかる。

　いまや神輿を中心に四方八方で人波がぶつかりあっていた。兵のなかにもシキを支持する者がおり、民衆のなかにもシキを排斥したがる者がいる。

　混こん沌とんとした騒乱の末、四天棒を担ぐ一角が崩されて神輿が傾いた。シキは格子を掴んで身を支えた。

「帝様をこのままお救いするぞっ」

　誰かが声をあげると、賛同の歓声と、反対の怒号が入り混じる。

　兵たちが槍を宙に閃ひらめかせるのを目にして、シキは咄嗟に声を張った。

「何人たりとも、傷つけあうことを禁ずる！」

　人びとが動きを止めて、神輿を振り仰いだ。

　若者が昂ぶった声で訴える。

「でも、シキ様。俺たちは帝となられたシキ様のお帰りをずっとずっと待まち侘わびておったんです。それなのになんでこんな理不尽な…っ」

　その寄り添ってくれる言葉が心底からありがたくて、シキの顔はやわらかくほころんだ。

「理不尽なことを海神様は決してお赦ゆるしにならない。正しい裁定がおこなわれるであろう」

　人が人を裁けば誤りが起こることもある。しかし海神は間違うことはない。それはワダツミの民ならば、魂に織りこまれている理ことわりだ。

　兵も民衆も静まり返る。ふたたび神輿がゆっくりと進みだす。一緒に流れるように歩きながら、誰からともなく海神の賛歌を口ずさみはじめ、それがひとつの歌となる。

　そうして神輿は、処刑地である裁きの崖へと辿り着いた。

　崖には人の身丈ほどもある大きな火台が組まれており、それに火が入れられる。太陽が海へと完全に沈んだとたん、「裁きの炎」は色合いと勢いを盛んにした。

　海が大荒れするとき、この崖まで波が届く。波によって「裁きの炎」が消されることがあれば、海神が無罪と裁定したとして処刑は取りやめになるのだ。

　しかしそもそも嵐の日は処刑をおこなわないため、自然現象によって炎が消されることはまずない。公言されていないものの、波を起こして炎を消すかどうかを決めるのは、神子の仕事だった。

　人の世の規範による裁定と、宗教の規範による裁定とが揃ったとき、処刑がおこなわれるということだ。

　だが、もうナギはいない。

　神子による裁定がおこなわれないということは、炎が消される可能性は限りなく低い。シキも海神が応えてくれれば海流を操ることはできるが、この崖に届くほどの高波は起こせない。

　十字に組まれた磔たっ刑けい台だいに、シキは手首と胴とを縄で何重にも巻かれて縛りつけられた。

　海に向けて手を合わせて祈る民衆のなかから、ふいに幼い少女の声が響いた。

「波……おっきな波！」

　つらそうに顔を歪めている父親らしき男に抱き上げられた少女が、海を指差していた。黒い夜の海に、ほの白い波は濤とうが長い壁のように生まれていた。それがこちらに寄せてくる。それは崖にぶつかり、飛沫しぶきが人びとに降りかかった。

　高い波が、また生まれ、迫ってくる。崖を突き崩しそうな勢いでぶつかる。今度は「裁きの炎」にも大量の飛沫がかかった。炎が揺らぐ。

　人びとが声を押し殺して次の波を待ち焦がれているなか、キリイが新しい松明を手にしてその先を火台へと突き入れた。炎が松明に燃え移る。

「時間切れとする」

　キリイの紫の袍衣が強風に翻ひるがえる。松明の炎がシキの足許に積まれた薪たきぎへと寄せられる。崖に悲鳴が折り重なり──突如、風が止まった。海がシンと凪なぐ。

　不気味な停滞に、人びとは身を寄せあう。

　キリイも虚を衝かれた様子で動きを止めていたが、思い出したように薪に松明の火を押しつけた。

「ああ…」

　人びとが漏らす絶望の声に、驚愕の声が混ざった。

　鏡のごとき海面に月の光が満ちたかと思うと、そのうえを滑るように大きな船が現れたのだ。テルスの軍船だった。

　一隻二隻三隻……五隻の船が崖を取り囲む。

　兵たちが崖の縁に駆け寄った隙に、人びとがシキの足許の火を取り除こうとする。しかし獣脂を滲みこませてある薪は勢いよく火を噴きはじめた。

「帝様…帝様っっ」

　シキは素足を炙あぶられる感触に身をよじりながら、テルスの軍船へと狂おしく視線を走らせた。もしかするとあそこにガイウスがいるのだろうか。最期にひと目だけでも、姿を見たい。けれども煙が目に沁みて、涙で視界が曇る。

　胸のうちで愛しい人の名を呼びながら、瞼を閉じる。ふと、心残りを思い出す。

　──万華鏡を、見せたかった……。

　けれどももうそれは叶わない。襲いくる熱に身体が竦すくむ。シキは歯を食いしばる。最期まで帝らしく、取り乱さずにいられるように海神に祈り────突如、身体が大きく揺さぶられて傾いだ。なにが起こっているかわからないまま、磔刑台ごと地面から浮き上がるのを感じる。

　驚いて目を開けると、自分を縛いましめたままの十字の杭くいが、黒い獣にかかえられていた。炎が獣を舐めようとする。

「……ウス」

　獣の兜の隙間から、碧い眸が輝きを漏らす。

　ワダツミの男たちが脱いだ衣で、ガイウスと杭についた火を叩き消そうとする。

　そのガイウスへと、腰の刀を抜いたキリイが躍りかかった。

「この地と帝を穢けがした獣王に裁きを！」

　しかし刃は刃によって撥ね返された。

　ハヤテがキリイの前に立ちはだかり、刀を斜めに構える。

「シキ様にもガイウス殿にも、手出しはさせません」

　横の森から崖のうえへと、テルス軍の兵士たちが雪崩れこんでくる。崖下からの抜け道を通って登ってきたのだ。

「──ハヤテ、お前が獣たちを呼びこんだのか」

　侮ぶ蔑べつの冷たい声とともに、キリイがハヤテへと立てつづけに切りこむ。重く鋭い刃にハヤテが押し負けそうになったとき、交こう叉さした刃を断つように大剣が振るわれた。ハヤテが地に転び、キリイは後ろに大きくよろめきながらも、割って入ったガイウスへとすぐに刀を向けなおした。

「テルスの王よ。同盟国といえども、ワダツミの内政に干渉することは赦されない。ワダツミの自治権は保たれている」

　ガイウスは獣の兜を片手で外して放ほうると、民衆にも知らしめるように大声で返した。

「そうだ。ワダツミには自治権がある。シキが身を挺ていして交渉したからだ。シキはテルスに留め置かれながらも、ワダツミの礎いしずえを護りつづけたのだ」

「違う。ワダツミを護り、保ったのは私だ！　狡こう猾かつなテルスの獣たちは、同盟関係の名の下に我が国の海と土地と民を、土足で踏ふみ躙にじろうとした。それを封じ、調整したのは、この私だ」
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　どちらの言葉に対しても、民衆のあいだから賛同の声と拍手があがった。

　磔刑の杭から解放されたシキは立ち上がり、右足の裏に激しい痛みを覚えた。そこが焼け爛れているらしい。

「兄上には矜きょう持じがない。だからあっさりとテルスに下ったのだ。そのような者が帝であるなど私は認めない」

　キリイがぐっと重心を下げたかと思うと、ガイウスへと斬りかかった。ガイウスが剣で刃を退けると、キリイは素早く手首を返してガイウスの頭部へと刀を走らせる。

　松明の炎を照り返す二本の刃が衝突し、次から次へと火花を生み散らす。

　シキは拳を固く握り締めた。

　どちらも死なせるわけにはいかない。

　だから、ふたりに背を向け、足を引きずりながら歩きだした。支えてくれようとする者たちの手をそっと退け、裁きの炎を轟々と燃え盛らせている火台へと向かう。

　そうして火台の横に辿り着くと、白装束の袴はかまを静かな所作で脱いだ。

「シキ様っ……いったい、なにを」

　駆け寄ってきたハヤテを視線で制し、白衣の腰紐をほどく。海風がくつろいだ衿元から入りこんできて、胸をまさぐる。そのまま布が風を孕はらみ、崩れるように足許へと流れ落ちた。

　崖の先に、全裸で佇む。

　人びとはなにが起こっているのか理解できない様子で、息を殺す。

　剣けん戟げきの音が途絶えたかと思うと、ガイウスが人を掻き分けて走ってきた。

　シキは蒼白の顔に厳おごそかな表情を浮かべて告げた。

「これから私の選択を、ワダツミの神と民とに告げる」

　ガイウスが険しい顔つきながらも、見届ける眼差しを向けてくれた。それに励まされる。

　シキは震えそうになる手で火台の横の籠から、まだ使われていない松明を一本抜き取った。それの先に裁きの炎を移す。

　少し離れたところで立ちつくしているキリイと視線が合う。彼に語りかける。

「私は前帝の嫡子として生を享うけ、ワダツミの則のりに従い、帝となった。それは海神が認めるところである」

　弟の漆黒の眸が苦しげに歪む。

　……ずっと兄弟として育ってきたのに、弟の想いはシキにとってこれまで闇のなかにあるかのごとく見えないものだった。しかしそれは自分が第一帝位継承者という自分の重荷に雁がん字じ搦がらめになって、弟を理解する心の余裕をもてなかったせいもあったのではないだろうか。

　いま感じていることを、素直にキリイに告げる。

「そなたはワダツミを護り、よき方向に導こうと努めてくれた。それができたのは、そなたが幼き日より、国と民がどうあるべきかを考えてきたからであろう。おそらく、私以上に真しん摯しに」

　帝となることを運命づけられた兄と、幼いうちに神子としての資質を認められた弟とのあいだで、キリイは皇族とはどのような存在であるべきかについて深く、そして客観的に考えてきたに違いなかった。

「そなたは善人ではない。しかし、ワダツミにとっては必要な、頼もしい統治者だ」

　キリイの薄い唇が「あにうえ…」と動いたのがわかった。

　いま初めて、弟と心の一端を繋げられた気がした。

　シキは崖にいるすべての者に問いかける。

「この国と民の導き手は、生まれた順番ではなく、その資質によって問われるべきではないのだろうか？　それが国を生かしも殺しもする。そして私は、ワダツミの繁栄をなによりも願っている」

　人びとの賛同、反対、困惑の声が海鳴りのように拡がる。

　シキはそれらを受け止めたのちに続けた。

「これはあくまで帝としてではない、私個人の考えによるものだ。正しき答えは海神様にしかわからないであろう。だから私は、海神様に問いたいと思う」

　シキは左手で松明を高く掲げ、右手でみずからの腰の花鱗に触れた。

　それが温かく脈打っているのを感じる。花鱗は自分の身の一部でありながら、まるで別の命をもっているかのように、シキにシキ自身の本心を教え、導いた。

　自分を帝にしてくれたのも、人を愛することを教えてくれたのも、この花鱗だ。

　──私に宿ってくれて、ありがとう。

　胸のうちで告げてから、シキは声を張った。

「私はいまから、花鱗を我が身から消す。それによって落命するならば、海神様が私の考えをお認めにならなかったということだ。……もしも生き長らえたのならば、海神様の同意を得られたものと受け取ってほしい」

　自分の生死がどちらに転んでも、この国はキリイの手に委ねられる。それならば心安らかに、神の裁定を受けられる。

　シキは海風を胸いっぱいに吸いこんでから、息を止めた。

　花鱗に燃える松明を押し当てたとたん、身体の芯も頭の芯も真っ白になった。身体が硬直しきる。

　ガイウスの咆ほう哮こうが、遠くで聞こえた。





＊






「シキ…っ、シキ!!」

　シキの石のように強張った手指から松明をもぎ取ると、ガイウスは崩れ落ちる身体を抱き上げた。腕のなかで、ほっそりとした裸体がガクガクしている。火傷やけど自体も確かに酷いが、それ以上のダメージを負っているように感じられる。……いまにも心臓が止まりそうな痙けい攣れんだ。

「早く──早く、治療をしろ。医師はどこだっ」

　知らぬ間に目から涙を吹き零すガイウスに、ハヤテが叫び声で教える。

「海へ。ワダツミの民には、海水が万能薬なのです」

「海水か」

「そうです。シキ様を崖下にお連れ──……」

　ハヤテの声を置き去りに、ガイウスはシキをかかえたまま崖から飛び降りた。長い落下ののち、すさまじい衝撃に見舞われる。身体がバラバラになるような痛みとともに意識が揺らぐ。

　なんとか意識を繋ぎ留めたものの、身体が滑るように沈んでいく。いまさらながらに甲かっ冑ちゅうをまとったままだったことに気づいた。錘おもりと化した甲冑に沈められながらも、ガイウスはシキをきつく抱き締める。

　──海神よ。

　不思議なことに、いまこの黒い海のどこかに神と呼べるものが存在するのを、ガイウスはありありと感じていた。

　──お前の末裔であるシキを助けろ。シキが助かるのならば、俺の血肉も魂もくれてやる！

　自分にまとわりつく呪いの影は、空の者だった。

　海神の版はん図との奥深くまで力を届けることはできないだろう。

　陸の獣を始祖とするにもかかわらず、まるで父の力強い腕にいだかれているかのような安らぎをガイウスは覚えていた。全身がほのかに温かくて、心地よい眠気が窒ちっ息そくの苦しみを緩和してくれる。

　愛しい者を胸に抱いたまま、ガイウスは海の底へと引きずりこまれていった……。





＊






「そうです。シキ様を崖下にお連れ──……」

　浜辺まで誘導しようとしたハヤテの目の前から、ガイウスの姿が突如として消え去った。いったい、なにが起こったのか。ハヤテは慌ただしく崖の際に寄って、下を覗いた。黒い甲冑が高い飛沫を上げて海に衝突するのが見えた。

　ガイウスはこの高さから飛びこんだのだ。

　下に岩場がないのは幸いだったが、ワダツミの者でもこの高さから飛びこんで意識を失わずにいられる者はそうそういない。

　慌ててあとを追って飛びこもうとすると、腕を掴まれて引き止められた。漁師らしく日焼けした男たちに問い質される。

「お前が獣王を連れてきたんか。シキ様はともかく、獣王まで助けるつもりか？」

「そうだ。自分がテルスの王を連れてきた。かならずシキ様を救ってくれる人だからだ」

　三日前にハヤテは牢を抜けて、海に飛びこんだ。テルスに行ってガイウスを連れて戻ってくるのに、ギリギリ間に合うか間に合わないかというところだった。一昼夜かけて全速力で海と川を通ってテルスの王都まで泳ぎきり、ガイウスに救援を求めたときには、まともに立っていられないありさまだった。

　ガイウスは細かい説明は船上で聞くといい、すぐにワダツミに向けて発ってくれた。テルスの王都からワダツミの帝都までは丸二日以上かかる。とても間に合わないかと絶望しかけたが、奇跡が起こったのだった。

「テルスの船の下に海流が生まれて、ここまで一気に辿り着いた。だから間一髪で、処刑に間に合った。海神様がシキ様を救うためにテルスの王をここに招かれたのだと、自分は思う。海神様の客人を見殺しになどできない」

　男たちが目を見交わしてから、大きく頷いた。

「わかった。そんなら、獣の王も助けんとな。俺たちに任せておけ」

　そう言ったかと思うと、三人の男が崖から飛びこんだ。

「あいつらは指折りの泳ぎ手だ。俺たちは下の崖から海に入ろう」

　男たちとともにハヤテは坂道を駆け下りていったが、その途中で蹴け躓つまずいたように立ち止まり、空を振り仰いだ。周りの男たちも次々に立ち止まり、ぽかんと口を開ける。

「なんだ……あれ」

　巨大な白い翼が、月光を弾きながら羽ばたいている。

　しかし鳥ではない。

　翼のある人間だった。上半身は裸で、腰に白い布を巻いている。その姿はまるで、空からの使者が降りてきたかのように神々しい。

　空の民。そう呼ばれる有翼人種がいたのは知っているが、すでに絶滅したはずだ。幻でも見ている心地でハヤテは何度も瞬きをし──眉根をきつく寄せた。

　海面へと下降していく男の白髪と顔立ちに、全身の肌が粟立つ。

　……自分が初めて肉体を繋げた相手を見誤るはずがなかった。

　違うのは二点だけだ。翼が生えていることと、眸が真紅に輝いていることと。

「ユアハ……」

　呟くハヤテの周りで、ワダツミの民たちが感嘆の息をつく。

「空の神が、シキ様を助けにきてくだすったんじゃねぇのか」

「ああ、きっとそうに違いない。ほら、海面すれすれを、まるで探すみたいに飛びまわってる」

　しかしハヤテの目には違うように映っていた。

　まるで妖魔が獲物をつけ狙っているかのようで……。ユアハはガイウスに強い想いをいだいている様子だったから、ガイウスを助けようとしていると受け取るべきなのに、どうしてもそうは見えないのだ。

　追いついてきたテルス兵たちが、立ち止まっているワダツミの男たちにぶつかりながら足を止める。そうしてなにごとかと海のほうを見て、恐怖と憤りの混ざった声をあげた。

「ユアハがこんなところにまで…っ!?　早く、早く射落とせっ」

　弩おおゆみを手にしたテルス兵たちが矢を構える。肉体が変容したとはいえ、ユアハはテルスで重んじられる存在だったはずだ。混乱に陥りながら、ハヤテは横にいたテルス兵に詰問した。

「なぜ、ユアハ殿はあのような姿になって、敵のように扱われているんだ？」

　テルス兵が身震いする。

「ユアハこそがガイウス様に取り憑いていた、呪いの正体だったんだ。あいつは空の民の生き残りだ。種族をテルスの前王によって滅ぼされた怨嗟を晴らすために、医師として王城深くに入りこみ、次々と人の命を絶った。シキ様もユアハによって薬殺されかけたのだそうだ」

「……そんな」

　質問したことに対する説明はなされていた。だが、呑みこめない塊が喉に詰まっているような感覚をハヤテは覚える。

　──……怨嗟だけでは、決してない。

　ガイウスに対する狂おしいまでの思慕と欲望を、身体を繋げたときにユアハから感じたのだ。

　だからきっと、いまああして海面から狙っているのは、シキの命に違いない。

　そうやってガイウスにとって大切なものを奪い、喪失感のぶんだけ深く寄り添う。それこそがユアハが渇望していることなのではないだろうか。

　崖から放たれるいくつもの矢が、ユアハ目がけて宙を走っていく。

　腹部に冷たい穴があくような体感にハヤテは襲われる。

　シキの命をユアハに奪わせるわけにはいかない。しかし、ユアハが射抜かれる姿も見たくはない。

　白い翼が忙しなく翻ひるがえり、水面すれすれを滑空しながらすべての矢を避けたのちに、海風に乗って上昇した。……真っ直ぐ、こちらに向かって飛んでくる。

　あちこちでキリキリと弩が引き絞られる音がする。的であるユアハはどんどん近づいてくる。心臓を締め上げられるような苦しさに衝き動かされて、ハヤテは鏃やじりが向けられているほうへと走った。

　真紅の眸と目が合う。

「来るな！」

　気がついたときには、そう怒鳴っていた。

　すると、まるでハヤテの言葉に従ったかのように、ユアハが翼で気流を大きく叩き、急上昇を始めた。その姿が流れ星のように遠ざかっていく。ユアハの姿が完全に夜空に消えたとき、下方から声があがった。

「シキ様が浜に！」

　ハヤテは崖を駆け下りて砂浜へと出た。

　ほの白い砂浜に、寄せては返す波。

　繊細な波の裾に裸体を撫でられて、シキが座っていた。どうやら海のなかで意識を取り戻して、自力で浮上してきたらしい。

　その腕には、黒い甲冑の獣王が宝物のように抱かれていた。







終幕




　ガイウスの温かくて逞しい胸に背中を預けて、黒馬に揺られていく。瞑った瞼を透かして、心地よい木漏れ日を感じる。正面から流れてくる風に潮の匂いが混ざりはじめる。海が近い。

「具合はどうだ？」

　シキは目を開け、ガイウスの肩に項を預けて微笑みかける。

「もう、ずいぶんといい。そなたのお蔭だ」

「お蔭と言うなら、俺の命があるのはお前のお蔭だ。海の底から引き上げてくれた」

　少しムキになって、シキは言い募る。

「それとて、そなたが私を助けようと海に飛びこんでくれたからだ。すぐに海水を浴びられたから火傷も治りやすかった。こうして時間があれば海に連れてきてくれるのも……ん…ン…」

　言葉を、ガイウスの唇に吸い取られる。

　護衛の者たちがあらぬほうに視線を向けて知らぬふりをしてくれているのをいいことに、ガイウスが舌まで入れてきた。……誘惑に負けて、自分からも少し舌を絡めてから、シキはほの赤くなった顔を前へと向けた。

　そうして、いまさらながらに幸福を噛み締める。

　ワダツミで処刑されかけたのは、ひと月以上も前のことだ。花鱗を焼き潰したシキは海の深くで意識を取り戻し、甲冑の重みで沈んでいくガイウスを海上まで運んだ。それから丸三日、高熱を出して寝こんだものの、一週間ほどで立って歩けるようになった。

　ガイウスはワダツミに留まって、ずっと傍にいてくれた。ハヤテも以前のように甲斐甲斐しく面倒を見てくれて、ガイウスのことを受け入れようとしているのが感じられた。

　キリイも日に一度は様子を見にきたものの、冷淡な様子を保っていた。

　弟とワダツミの重臣たちが下した決定は、以下の三点となった。

　第一に、花鱗を喪ったシキは帝の資格を喪ったものとして退位すること。第二に、神子殺しの嫌疑は、海神がシキを救う者としてテルス王を招いたことで無罪裁定とすること。そして最後に、シキは退位後もテルスに留まり、ワダツミのための交渉に務めること。

　すべてがシキの望むとおりになった。それには、キリイの配慮もあったのだろうか。

　シキがテルスに戻る船に乗りこむ直前に、キリイはシキと握手を交わしながら耳元で短く告げてきた。

『ナギを見捨てたが、殺してはいない』

　シキが驚きの視線を向けると、キリイはそれ以上の会話を避けるように手を離した。

　その告白は、シキの心に希望の光を点ともした。ナギが生きているかもしれないのだ。生きてさえいてくれれば、かならず捜し出せる。

　……それに、キリイがナギを手にかけたわけではなかったという事実も嬉しく、兄として安堵したのだった。

　シキは思い返して、目に涙を滲ませ、強く思う。

　──ワダツミはきっと大丈夫だ。

　その胸の呟きに応えるかのように、視界に青い煌きらめきが生まれた。森が途切れ、崖の先に海が広がる。

　空と同じように、ワダツミに繋がっているテルスの海だ。

　先導していたハヤテが、馬を足踏みさせながら言う。

「自分たちはいつもどおり、ここで待機しています。なにかあればすぐに駆けつけますので、ゆっくり養生なさってください」

「ありがとう、ハヤテ」

　乳兄弟がこうして以前と同じように寄り添っていてくれることが、どれだけ心強いか。

　ガイウスとともに馬で浜辺に下りると、シキは袴と着物を脱いだ。右の腰骨のあたりに広がる紅く引ひき攣つれた跡。花鱗は完全に失われ、甦ることはなかった。これでよかったのだという思いとともに、深い喪失感が胸に寄せる。

　花鱗を焼いたときに、わかったのだ。

　あれはただの痣ではなかった。自分の魂にじかに繋がっているものだったのだ。だから花鱗とともに魂まで肉体から消え去りそうになるほどの激痛に苛さいなまれた。もしガイウスが瞬時に海に飛びこむという判断をしてくれていなかったら、落命していたかもしれない。

「シキ」

　海風にガイウスの声が乗って、流されてくる。

　見れば、すでに彼は逞しい裸体を海水に腰まで浸けていた。火傷の治療として繰り返し海に来るようになり、ガイウスは泳ぐことの楽しみを知ったらしい。

　シキは自然と顔をほころばせながら波のなかへと進んでいき、とぷんと水にもぐった。魚のようになめらかに海中を進んでいく。追いつかれまいとするようにガイウスが泳ぎだす。

　シキが難なく彼の足首に触れると、ガイウスが悔しそうな顔をした。

「なかなか、よい獣泳ぎだ」

「あまり褒められてる気がしないぞ」

「褒めている。そなたと海で泳げるのは嬉しい」

「……そうか」

　くしゃみを堪えるようなはにかむ表情をガイウスが浮かべて、本物の獣のようにぶるぶると頭を振るった。シキが思わず笑い声をたてると、ガイウスも笑いに肩を震わせながら抱きついてきた。

　素直に抱き寄せられながら接吻をするために仰向いたシキは、目をきつく眇すがめた。灰質の土で満ちているテルスの空は、ワダツミの空に比べるとくすんでいる。その青灰色の空に、白い鳥が飛んでいた。

「どうした？」

　ガイウスも喉を反らして仰向き──シキを抱く腕に、グッと力を籠めた。数秒ののちに、その腕が弛し緩かんする。

「ただの、鳥か」

　そう呟くガイウスの顔に、さまざまな感情が入り混じった翳かげが流れた。

　ユアハがワダツミの裁きの崖から立ち去ったのち、白髪の有翼人が数ヶ所で目撃されていた。目撃日時と位置から考えて、どうやら彼はギメイルへと向かったらしい。毒の霧を越えて、かの国に入ったのだろうか。しかしどこに行こうとも、彼のガイウスに対する固着は消えないように、シキには思われた。

　まるで威い嚇かくするようにガイウスが宣言する。

「俺からお前を奪う者がいたら、その者に死ぬよりつらい後悔を永えい劫ごう、味わわせてやる」

　シキは身震いした。もしも自分が不当な死を迎えたら、ガイウスは世界を呪って生きることになるのだろうか。……ユアハのように。

　そして、そこまでガイウスを堕おとすことこそが、ユアハの真の願いだったように思われたのだった。

　──それは、決してさせない。

　胸に誓いながら、シキはガイウスの首に両腕を回した。

「最後の妃として、そなたと添い遂げる。決して置いてはいかぬ」

　みずから接吻をしようとすると、強く吸い寄せられたかのようにガイウスが唇に唇をぶつけてきた。互いに大きく唇を開いて、熱い舌を捏こねあう。

　波に漂いながら、いつしかシキの開いた腿のあいだにガイウスの腰が入りこんでいた。会陰部に硬いものを忙しなく擦りつけられる感触に、シキは切なく眉根を寄せる。

　──欲しい…。

　けれどもガイウスが我に返ったように身体を離した。

「まだ完全には快復していないだろう」

　裁きの崖で、ガイウスはシキを喪う恐怖を味わったのだという。おそらく、そのせいなのだろう。この一ヶ月あまり、シキの身体に負担をかけそうなことはいっさい排除していた。

　夜は同じ寝台で横になるのだが、接吻以上のことをしようとはしないのだ。

　せっかくガイウスが大切にしてくれているのだから、それに応えようと、欲望を覚えても抑えつけてきたが……。

　シキはガイウスに抱きつくと、下腹部同士をきつく重ねた。自分の露骨に昂ぶっている茎を、ガイウスの岩のように硬くなっているものに押しつけ、腰をくねらせる。

「っ…シキ」

「もう、とても堪えられぬ」

　訴えかけると、ガイウスの陰茎が素直にドクドクと脈打った。それなのに、ガイウスが躊躇ためらう。

「だが、おとといも少し熱を出しただろう」

「──……それは、そなたが悪い」

「俺が？」

「そなたのせいで、身体に熱が籠もってつらかった」

　説明しているうちに、耳が火ほ照てりだす。その耳をガイウスに齧かじられ、囁かれた。

「そんなに俺が欲しくて仕方なかったか」

　こそばゆさに肩を竦めて繰り返し頷くと、男の身体がわなないた。腰を掴まれて、シキは浮力に身を預けながら脚を大きく開いた。臀でん部ぶの奥の窄すぼまりが、咥くわえるものを待ちかねてヒクつく。

「このまま──早く」

　腫れきった先端を宛あてがわれた瞬間、シキは全身に電流が走ったような感覚に襲われた。襞ひだをぐりぐりと押し拓ひらかれていく。

「ぁ…あ、あ」

　ぶ厚い亀頭を浅い粘膜で締めつける。

「シキ……おい、大丈夫かっ」

　ガクガクする身体でガイウスにしがみつくと、シキは尖りきった陰茎の先を男の硬い腹部にきつく押しつけた。種が、海中へと押し出されていく。

　心配していたガイウスもようやっと、シキがどれだけ性交をしたがっていたかを理解したらしい。まだ果てている最中のシキの粘膜に、ペニスをさらに深く突き立てようと脚で水を大きく掻いた。

　互いに、もどかしくもがきながら、繋がりを深めていく。

「ひっ…ぅ」
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　ガイウスのかたちにぎっしりと内壁を拡げられて、シキは彼の脚に外側から脚を絡めた。動きを封じられたガイウスがシキに乗るかたちで沈む。沈んでいきながら、唇を重ねる。

　獣に戻ったガイウスが水の抵抗を振り切るように、性交の動きで腰をうねらせる。シキの身体は何十回も押し上げられて、気がついたときには背に砂浜が触れていた。陸まで押し返されたのだ。

　ガイウスがシキの両脇に手をついて、淫らに開かれた脚のあいだに、ぐうっと下腹部を押しつけた。完全にペニスを沈めてから、猛然と腰を遣いはじめた。

　陸の獣特有の激しさに、シキは波で洗われながら身み悶もだえる。

　波打ち際での行為に、体内がざらつきだす。ガイウスがわずかに動きを緩めた。

「ん…、砂が、入ったな──痛むか？」

　シキは紅潮した顔で返す。

「ザラザラして、とても……よい。もっといっぱい擦られたい」

　正直に答えただけなのに、ガイウスのものが体内で硬さと大きさを増した。そうして望みを叶えてくれる。

「っ、ふ…、すご、く──熱い」

　砂粒を内壁に擦りつけられて、身体が内側から爛れるように熟うむ。

　シキは掴んだガイウスの腕に唇を寄せると、その肌に忙しなく舌を這わせた。見下ろしてくる碧い眸と視線が合う。大きく舌を出して舐めると、ガイウスが露骨に呼吸と腰の動きを乱した。

「シ、キ──シキ…」

　苦しそうに呼びかけられて、シキは硬く締まった男の臀部にあられもなく脚を絡め、自分へと引き寄せた。これ以上ないほど結合が深まる。

　切羽詰まった声で囁く。

「種を、なかに」

　いまや呪いの影は、ガイウスの身から引き剥がされた。自分たちのあいだには、もうなんの障壁もない。

　ようやく、魂も肉体も本当にひとつになれるのだ。

　期待に打ち震えるシキの深部をガイウスが掻きまわす。

「いくらでも蒔いてやる。受け取れ」

「──ぁ、あっ、ああぁ」

　シキの切れ切れの声に、ガイウスの咆哮じみた声が重なる。

「ぐっ、おお…ぅ、お…お」

　身体の奥深くに熱液をぶつけられながら、シキはぴゅくぴゅくと茎から白濁を噴いていく。ふたりぶんの絶頂の波が絡まりあって、引くことなく続いていく。

　半開きでわななく唇同士が、触れあう。

　ふたつの魂がとろりと溶けて混じるのを、シキは感じる。

　──……ああ、こういうことだったのか。

　接吻を交わして伴侶になるというのが、どういうことなのかを、ようやく本当に理解していた。

　ガイウスへの愛しさが止とめ処どなく胸に溢れる。

　下肢に男を含んだまま、シキは身体を横に半回転させた。波打ち際に仰向けになったガイウスの唇を舐めしゃぶり、教える。

「そなたの海の味がする。少し苦くて甘い」

　するとガイウスが右の腰骨にそっと触れてきた。肌の奥が疼くような痛みを覚えて、シキは息を震わせる。

「お前は大切なものを擲なげうって、俺のものになってくれた。だから俺も、この海も、お前のものだ」

「……ガイウス」

　自分の花鱗は散り落ちた。

　この男と実ることを選んだからだ。

　それがあまりにも幸せで、シキはひとつに溶けきるために、ガイウスへと唇を落としていった。







あとがき







　こんにちは。沙さ野の風ふ結ゆ子こです。ネタバレありのあとがきなので、読了後にどうぞ。

　いつか書いてみたいと思っていたファンタジー降嫁モノに手を出してみました。要するに、和姦凌辱ジャンルですね。（ということに、私のなかではなってます）

　シキは帝になるべく生まれ育ってきて精神性が高く、戦闘能力もあります。そういうキャラが護国のために耐え忍ぶのは、書いていてとても愉しかったです。

　ガイウスのほうは「男としての務め！」と、サービス過多。ただ単に自分の快楽重視で乱暴なだけよりも、ある意味、性た質ちが悪いかも。とりあえず、矜きょう持じを保ちたいシキにとっては大迷惑なお相手でした。

　シキもガイウスも、自分自身の恋情には鈍感です。ハヤテもそうか…。自分がどんなふうにシキを想っていたかを自覚しなかったせいで、この歳まで清らかだったわけですから。

　そんななか、ユアハは人の心の機微に敏感ですね。彼はたぶん、自分のガイウスへの気持ちについても正確に把握しているのでしょう。そして、苦しめて寄り添うことを渇望しています。

　この話では、海の民、獣の民、空の民とルーツの違う三種族が出てきましたが、海の向こうには普通の人間もいる設定です。

　キリイやナギの話なども、書けたらいいなと思っています。




　今作のイラストをつけてくださった奈な良ら千ち春はる先生、本当にありがとうございます！　キャララフで鎧よろいやら甲かっ冑ちゅうやら紋章やらまで詳細に描かれていて、しかもなにもかも私の頭のなかのものを取り出してバージョンＭＡＸにした完成形で、感嘆の嵐でした。イラスト指定で入らないであろう部分まで拝ませていただけて、勿体なさとありがたさでいっぱいです。この世界が自分のなかで、よりリアルな質感と広がりを持ちました。

　担当様、今回もしっかりと手綱を引いてくださって助かりました。今後ともよろしくお願いいたします。また、本作に関わってくださった出版社様および関係者皆様にも、お礼を。




　そして、この本を手に取ってくださっているあなたに、大きな感謝を送らせてください。

　どこかしら、読んでよかったと感じていただける部分があったなら、それがなによりも嬉しいです。





＋沙野風結子＋




＋風結び＋http://blog.livedoor.jp/sanofuyu/










ラヴァーズ文庫をお買い上げいただきありがとうございます。

この作品を読んでのご意見・ご感想をお聞かせください。

あて先は下記の通りです。
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沙野風結子　FUYUKO SANO


篆刻を鑑賞するするのが好きで、思い余って篆刻入門セットを購入。

そしてセットを鑑賞して……あれ？
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奈良千春　CHIHARU NARA


６月30日生まれ　Ｏ型

大阪在住

ＰＳ４を買ったのですが…グラフィックが凄すぎてしばしば迷子。
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